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l 調査の概要

V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

本章は、平成3年度に発掘調査された低湿地部に関する埋蔵文化財発掘調査報告である。

1 調査の概要

（1） 調査要項

事業名新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者北海道開発局札幌開発建設部

所在地千歳市美々1,292-133ほか

遣跡名美々8遺跡（低湿部) J 03-94

調査面積1,161m2

発掘期間平成3年7月11日～平成3年10月20日

整理期間平成4年4月12日～平成5年3月26日

（2） 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査部長 森田知忠

調査第3課長 千葉英一（美々8遺跡発掘担当者）

主 任 西田 茂（ 〃 ）

主 任 工藤研治（ 〃 ）

主 任 田口 尚（ 〃 、平成3年度分整理担当者）

主 任 葛西智義（ 〃 ）

嘱 託 皆川洋一

嘱 託 鈴木 信

嘱 託 村田 大

写真技師 菊池慈人

（3） 調査の経緯（図V-1)

美々8遺跡の発掘調査は昭和56年の台地部の調査が初年度であり、本年度で7年度目となる。その

うちの低湿部は美沢川左岸湾入部の現水面下に位置し、発掘調査が平成2年から実施され、本年度が

2年度目にあたる。

北海道開発局は、新千歳空港B滑走路建設のために美沢川をポックスカルバート（函渠)切り替え、

早急に低湿部の盛土転圧を行う予定であった。 しかし、平成元年の美々8遺跡斜面部の発掘調査中に

道跡や杭穴群が美沢川の水面下に続いていることが判明した｡その報告を受けた北海道教育委員会(以

下道教委）は、工期の切迫していることから直ちに北海道開発局と協議し、平成元年7月、低湿地部

を埋立てバックホウによる試掘調査を実施した。その結果、江戸時代前葉から中葉（アイヌ文化期）

のアイヌの民具を含む多量の木製品、繊維製品が検出され、美々8遺跡の低湿部として新たに4,375

nl2を調査予定地に追加した。しかし、発掘調査に当たっては、豊富な湧水量はもとより包含層が流水

性の高い火山灰層に挟まれていることや地下に支笏湖を起源とする被圧地下水が存在することなどが

問題となり、発掘調査時の安全確保や調査の長期化が懸念された。試掘調査のみでは遺構の有無や膨

大な出土量の予想される包含層の状態などに不明な点が多く、具体的な調査計画、遺物の整理・保管

施設・保存処理計画の作成にはデータ不足であった。そこで道教委北海道開発局、当センターの3

－1
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

者は幾度も協議を重ね、具体的な低湿部内部のデータ収集と安全な調査工法の検討を含めた発掘を実

施することで合意した。平成2年度は予備的調査として道跡や杭穴群が続く斜面部を含んだ低湿部縁

辺を発掘区に設定し、 215m2 (A地区）の調査を実施した。発掘に先立ってコアポーリング調査を行

い、包含層や湧水の状況の把握に努めた。調査工法については、腐植泥と火山灰が交互に重なる軟弱

地盤であることから一般的な鋼矢板打設工法では被圧地下水の噴出を誘発させる危険があり、 ウエル

ポイントエ法で強制的に排水すると地盤沈下を誘発し現滑走路や建設中のポックスカルバート（函渠）

に悪影響を与えることが予想された。各種工法を検討した結果、 カマ場排水による法付オーフ．ンカツ

トエ法が採用された。発掘に先立って、安全確保ために準備工事を行い調査を実施した。その結果、

低湿部の縁辺部においては、人力による発掘調査が可能と確認できた。そして、平成2年度は調査区

を埋戻さずに冠水状態のまま越年させた。平成3年度は、低湿地部縁辺部に図V－lのように3地区

を設定し、各々の調査区の状況にあった各種調査方法を検討しながら1,161m2の調査を実施した。A′

地区(143m2)は、平成2年度のクリアランス部にあたり、冠水状態の越年のために軟弱地盤となって

いることが予想された。そのため地盤の状況を判断しながら、人力調査とクラムシェルによる包含層

採取調査を併用した。B地区(797m2)は、美々7遺跡崖下の美沢川河道に沿った細長い地区である。

試掘調査やボウリング調査の結果から地盤が軟弱であり法面の安全確保が難しく、遺物も希薄と予想

されたためクラムシェルによる包含層採取調査のみを実施した。C地区(221m2)はA'、B地区に挾

まれた低湿部の縁辺に位置し、平成2年度調査区に隣接する地点であることから法付オープンカット

エ法による人力調査が可能と判断された。本年度は各地区ごとに調査方法が異なり、調査面積も一挙

に前年の約5倍となることから、北海道開発局、工事業者、当センターの3者が現地で調査工法、作

業工程、機器の配置等について入念な打合せを幾度も行ない調査を実施した。 （田口尚）
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2 遺跡の位置と環境

2 遺跡の位置と環境

（1） 位置と環境

美々8遺跡周辺は、文献史料によると18世紀後半に「ユウフツ越｣、 「シコツ越」と呼ばれ、 日本海

側と太平洋側とを結ぶ交通路の中継点であった。 このような状況は寛文7年（1667年）の頃までは遡

れるようである。 これまでの発掘調査では、本遺跡の下流側において、文化4年(1808年）頃から安

政4年（1857年）にかけて物資の運搬に使われた道跡と小休所が発見され、文献史料の内容を裏づけ

ている。低湿部では上述した時期を遡る遺構と遺物が存在しており、先駆的な様相を示す貴重な遺跡

である。なお、本遺跡から太平洋までは直線距離で、約18km程である。

（2） 遺跡の層序（図V-2 ･ 3)

調査区は美沢川の現水面下の標高2.5m～6mの範囲にある。低湿部の層序は台地部分、斜面部分

から連続している。そして、標高5mを境にしてそれより上は斜面部分と同じで、それより下は0黒

層、 I黒層が層厚を増して幾層にも分かれ、Us-b火山灰、Tm火山灰も認められて細分が可能にな

る。なお層名は従来と同じである。

盛土：平成元年度の試掘調査時に、重機の足場として埋められたもの。

流動したTa-a層：試掘調査時に押土された排土や増水時の二次堆積。

現表土：明褐色泥炭層。上部は草本の根、地下茎、葉梢、葉が腐植せずに残る。

流動したTa-a層：紡錘形を呈する薄層の斜交成層をなす。間歌的水流による二次堆積。

|日表土：褐色泥炭層。OB層より腐植は進んでいない。植物根、地下茎が残る。Ta-aを少量含む。平

成4年度の調査では遺構と遺物が発見されており、台地上の表土－2層に相当する。

Ta-a層：樽前a降下火山灰層。 1739年（元文4年）降下。層厚は20～40cm・

OB層：褐色泥炭層。標高5m位から泥炭化し始め、標高4.5m以下から植物繊維が富む。腐植はや

や進んでおり根、地下茎皮がよく残存している。炭化物と破砕されたようなTa-bパミスを含む。層

厚は5～20cm｡C地区では南へ行くほど薄くなる。

Ta-b層：樽前b降下火山灰層。 1667年（寛文7年）降下。層厚は2～4cmo

IB,層：褐色泥炭層。標高4.8m以下から植物繊維が富む｡腐植は進んでおり根が残存｡層厚は10cm

前後でC地区中央、土層断面－2付近で厚くなる。

Us-b層：有珠b降下火山灰層。 1663年（寛文3年）降下。 IB,層の上部に散布。層厚は約0.5cm。

IB2層：黒色泥層。標高4.8m以下から発達する。腐植は進んでおり根はあまりみられない。C地区の

北端ではあまり発達していないようである。 1～2mmの磨滅したTa-cパミスを含む。層厚は

10～15cm｡C地区中央、士層断面-2付近で厚くなる。

Tm層：苫小牧火山灰層。 10世紀中頃降下。標高4m以下に薄層として残る。層厚は約2.0cm前後。

IB3層：暗褐色泥炭層。標高4.8m以下から植物繊維に富む｡根が多く残存している。倒木が多くみら

れる。標高の高い部分では径2mm～2cmの磨滅したTa-cパミスを多く含む。層厚は5～50cm。

C地区の南へ行くほど厚くなる。

IB4層：黒色泥層。標高4.2m以下から発達する。腐植はよく進んでおり根はあまりみられない。層厚

は5～50cm｡C地区の南へ行くほど厚くなる。

IB5層：暗褐色泥炭層。標高4m以下から植物繊維に富み、根が多く残存。標高の高い部分では径2

mm～2cmの磨耗したTa-cをブロックで多く含む。層厚は10～50cm｡C地区中央で厚くなる。

Ta-c層：樽前c降下火山灰層。平成4年度の調査結果から標高2.5m以下では水成の二次堆積層と

なっていることが判明した。 （鈴木信）
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3 調査と整理の方法

3 調査と整理の方法

(1) 発掘区の設定（図V-4)

調査区は平成2年度調査終了区をA地区とし、本年度は調査方法に合わせてA'地区(143m2)、B地

区(797m2)、C地区(221m2)の3地区に調査区を分割した。以下地区別に発掘区を説明する。

A'地区：平成2年度調査区南側の退避､歩行､作業のためのクリアランス部分あたる。人力調査とク

ラムシェルによる包含層採取併用地区である。発掘区は従来どおり、50m四方の大区画を基本区画と

した｡それを5m四方の小区画に100分割したものを基本単位として｢c-67 60｣のように呼称した。

遺物を土壌ごとに取上げた場合などは、小区画をさらに1m四方に25分割し「c-67 60 22」のよ

うに呼称した｡また､クラムシェルによる包含層採取調査の精度を人力調査に近づけるためクラムシェ

ルバケットの最大幅（約2.5m×1.0m)に合わせて5m四方の小区画を2.5m四方に4分割し、そ

の区画に時計周りにa， b， c， dと付して「c-67-60-a」のように呼称した。

B地区：美々7遺跡崖下の旧美沢川河道に沿った、基本区画に斜行した細長い地区である。 クラム

シェルによる包含層採取のみの地区である。泥水を貯めたままの調査となるため、水面への基本単位

設定が困難であることや基本単位に従うと区画の大きさが不規則となり作業効率の低下を招くことか

ら、対岸とクラムシェル足場を見通し、 クラムシェルバケットの最大幅約3つ分(約7.5m)に合わせ

て北東から南西向かって「101区」～｢109区」のように平行線で新たに9区画を設定した。

C地区:A地区に隣接した低湿部縁辺部分の人力調査のみの地区である。A'地区同様に従来どおり

の50m四方の大区画を基本区画とし、それをさらに5m四方の小区画に100分割したものを基本単

位として「c-67-80」のように呼称した。なお、 2.5m四方の区画は設定していない。 （田口 尚）
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年唐、

（2） 調査の方法（図V-5 ･ 6 ･ 7、図版V－1～5， 39･40)

遺跡の現況は、平成2年度とは大きく変化し、美沢川の表層水はポックスカルバート中に切り替え

られ、対岸の美沢3遺跡側から美々8遺跡調査区間際まで盛土工事が行われている。残された湿地部

分と小さな流路を|日美沢川と呼称する。

調査の方法は、平成2年度の実績や他府県の調査例を参考にした。以下、新たに実施されたクラム

シェルによる包含層採取調査を中心に地区別に概略を説明する。

A'地区の調査

人力調査：平成2年度は冠水状態で越年したため、周辺の環境整備、排水溝の整備、排水を行った

後、敷き詰められたブルーシートを剥がす作業から始めた。 この地区は当初はクラムシェルによる包

含層採取調査のみが予定されていた。地盤が予想以上に安定していたことから、状態を判断しながら

O黒層の一部を人力で発掘調査した。調査用機材は昨年と大きく変わらない。平成2年度調査区に土

雲を積み排士場所としたため、ベルトコンベアは使用していない。カマ場は昨年度のものを利用した。

微細遺物密集箇所の排士及び土壌はポンプ．排水を利用して水洗選別した。

クラムシェル調査：人力調査終了直後に、 クラムシェル通行のための調査用道路の補修・拡幅工事

が始められた。足場設置のための盛土工事及び覆工板（鋼鉄板）の敷設工事は、 ｜日美沢川付近の盛土

が軟弱で、採取地点が足場から非常に近いことから特に慎重に行われた。包含層の採取には、小型無

線機を付けた2名の調査員(以下調査員A、B)が立会い、次のような手順で実施された。①調査員A

が調査区内でクラムシェルに採取地点の指示を行い、盛土上の調査員Bに採取地点、層位、採取回数

を無線連絡する。ポンプ．排水を行いながらの採取であったので、採取地点を確認しながら設定した区

画どおりに採取出来た。②調査員Bはクラムシェルに堆積場所を指示し、採取地点、層位を明記した

旗（ピンポールに布粘着テープを貼ったもの）を立てる。なお、採取した包含層は、覆工板上、敷設

した足場板上、盛土上に地点ごとに堆積した。③クラムシェル撤去後、遺物採取を行った。遺物採取

後の排士はすべて水洗選別し微細遺物の検出に努めた。排土は基本的に低湿部のポンプ排水を利用し

て水洗し、残り一部はホイルローダーでトラックに積載し、台地上に運搬して井戸水で水洗選別した。

B地区の調査

準備工事：各地区の調査に先立って、 B地区のクラムシェル用の足場造成工事が行われた。工事に

はクラムシェルのアーム長、実用角度、旋回範囲を考慮し、盛土高、法面角度、掘削範囲を決定した。

クラムシェルバケットの到達限界（約20m)を越えないように、調査範囲を法尻として足場を造成し

た。足場には覆工板を敷設し、強化した。盛土除去は試掘調査やボーリング調査時のデータから、層

厚を推定して実施した。なお、 ポンプ排水が出来なかったため、泥水中の深さの判断はバケットとワ

イヤーに付されたlmごとのペンキで判断し､採取土壌中のTa-a層を盛土除去終了の判断とした。

遺物の水洗および水漬保管のために、西側作業場所にも井戸を設置した。 また、採取包含層がヘド

ロ状態となるため、足場板で「．」の字に囲った区画を作成し、流失･混入を避けた。その周辺には、

簡易う．－ルを設置した。水交換、遺物水洗、土壌水洗選別による排水は、深掘りした3連の沈澱池で

浸透させた。包含層の運搬はトラック1台にバケット2～4回分とし、 4t トラック2台で行った。調

査地点と作業場所が離れ、 しかもジェット機や機器のなどの騒音がひどいことから、調査員3名（以

下A， B、C)が小型無線機を使用して、細かな連絡を取りながら作業を進めた。

クラムシェル調査： クラムシェルの包含層採取作業の流れは､①クラムシェル足場に調査員Aが張

り付き、 トラック積載された包含層の状態、火山灰の種類、遺物の有無を確認し、次の地点、採取深

度、採取完了の判断をする。②調査員Aはトラックに採取地点、深度、採取回数を明記した旗を手渡

8－
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し、台地上の調査員Bにトラックの発進及び現在の進捗状況を連絡する。③包含層をトラックで台地

上の作業区画まで運搬する。④調査員Bは、 トラックの到着を調査員Aに連絡し、 トラックに堆積場

所を指示し、旗を立てる。 また、包含層の堆積状況(量など)、区画の空きスペース、現在の進捗状況

を調査員Aに連絡する。⑤調査員Cは作業員に遺物採取作業の区画、採取した遺物の水洗、遺物水漬

用簡易プールの場所を指示し、プールに採取地点、深度、採取回数を明記した旗を立てる。⑥調査員

Cはプール内の遺物の選別･分類を行い､終了した遺物からコンテナやシール容器に水漬されプレハブ
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

I 溝

/f
/、ジ

旧美沢川

図V－6安全対策と機材の配置

に運ばれる。プールは次の採取区画の水漬場所となるので、洗浄と水交換を行う。⑦採取された包含
層が長時間放置される場合は、乾燥を避けるためブルーシートで覆う。また、水の蒸発及び腐敗に注
意し、水交換や水位の調節を行う。なお、調査区は包含層採取後に直ちに埋め戻された。
C地区の調査

準備工事：調査区が美々7遺跡の崖下となるため、崩落などの危険が予想された。そのため法面掘
削にかかる美々7遺跡の調査を先に終了させ、危険防止のための大規模な法面掘削を行った。 また、
次年度の現調査用道路の切替えを考慮した措置でもある。調査区はA地区から続く低湿地縁辺であ
り、人力調査のみの調査内容であることから昨年度同様の法付オーフ．ンカットエ法が採用された。 し

たがって、発掘調査に先立つ準備工事も昨年度同様の手順で実施され、掘削工事、土留工事、法面養
生、 カマ場工事、水替･排水工事、ベルトコンベア設置工事の順で実施された。ただし、A･A'地区か

-10-
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クラムシェル調査
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かり、傾く。少量の土壌しか採取

できない。

崩落土を何回も採取する場合がある。
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は避ける。

図V－7
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

らの湧水が多量であったことからA'地区との境界に6．8インチのカマ場を事前に設置してからの準

備工事となった。排士は、運搬捨土せずに、旧美沢川を埋立てるように徐々に廃棄した。

越年措置

本年度はポンプ排水を行いながら、 カマ場や土留杭･板をすべて撤去し、本調査に向け調査区A'地

区、B地区､C地区を完全に埋め戻し整地した。しかし、盛土上面まで湧水が噴出しているため非常に

軟弱な地盤となった。

遺物の取上げ

美々8遺跡低湿部（北埋調報77）の方法に従い、遺物は基本的に写真撮影後、 1/10の出土状況図

を作成し、発掘区・層位・座標値等を記録後取り上げている。ただし、平成3年度A'地区の人力調査

時の出土地点計測及び出土状況図作成は、大型建材、各種製品を中心として最低限にとどめた。その

他遺物は、 クラムシェルによる包含層採取と同様に2.5m2四方のグリッド(区画)で取り上げた。B地

区の出土遺物については、出土区画と深度を明記した。C地区については、切片･木端などの小片木製

品を除いて出土地点計測及び出土状況図を作成した。遺物には土器･土製品（赤)、石器･石製品･礫・

ガラス製品（青)、木製品・繊維製品（緑)、金属製品（黄)、 自然遺物。その他（白）のように色別し

たカードをチャック付きビニール袋に入れ添付した。木製品等は出土後直ちに湿らせた不織布やスポ

ンジ等で養生し、ストッキングとアンビタッチで遺物カードを結び付けた。小型のものや接合資料は

穴あきビニール袋に入れ、それ以外は直接コンテナに水潰した。出土した各種製品、加工度の高い木

製品はシール容器に別保管した｡金属製品は､出土後直ちに取上げ､簡単なクリーニング後にアルコー

ル脱水し、シリカケルを入れたシール容器に密封保管した。 （田口 尚）

（3） 整理と保管の方法（図V-8)

整理･保管は、美々8遺跡低湿部（北埋調報77）の方法に従い、遺物の状況に応じて新たな方法を

検討している。また、本年度は遺物の種類、量とも昨年と比べて膨大なものとなっており、特に木製

品等や自然遺物については未分類・未集計のものが残っている。今後、平成4年度以降の遺物と合わ

せて、整理を継続する予定である。

土器・陶磁器・石器・石製品・礫・ガラス製品：従来どおりの整理･保管方法を実施した。現場整

理事務所では水洗、分類・注記まで行った。実測図の作成は、原寸を基本とした。石器・石製品・礫

は石質・計測値を記録し集計した。土器・陶磁器の破片はビニール袋に、復元土器は段ボール箱に収

納した。石器･石製品･ガラス玉はカードと共にチャック付ビニール袋及びプラスチックサンプルケー

スに収納した。礫などはコンテナに収納した。

木製品：現場では、分類・加工度・大きさ等で発掘終了まで各種シール容器・蓋をしたコンテナに

水潰し、プレハブ及び屋外に積み置きした。大型遺物は搬送用の木箱ができるまで簡易プール（約3．

6m×1.8m×0.4mに士雲袋を四角く積上げ、ブルーシートで覆って水を貯めたもの）で保管した。

水洗・水漬・水交換は井戸を掘削し地下水を使用した。脆弱遺物・重要遺物については、随時札幌

のセンターに搬送し整理作業・保存処理を開始した。搬送にはコンテナ・木箱収納台帳を作成し、 コ

ンテナ内の養生、水抜き後に8t トラック2台、木箱は4tのユニック車2台に積載された。搬入され

たコンテナ等には水道水を給水し、数段重ねで保存処理室、廊下の棚、廊下の棚隙間、屋外水槽、ユ

ニットプレハブに水漬保管した。

実測図は基本的に原寸で作成し、樹皮・炭化・塗彩などを色分けし、観察記録や計測値なども同時

に記載している。写真撮影は基本的に実測図作成後に行っているが、重要遺物や脆弱な遺物ついては

随時撮影している。

－12－



3 調査と整理の方法

1 台弛卜に井戸設置 2 台地上の遺物水洗・水洗選別 3 ポンプ排水による水洗選別

、~

蓋詫溌鐸J鐸窪鐘雲丘？ "霊も篝
4簡易プールによる木製品の水漬保管 5 コンテナによる木製品の水漬保管

5 埋納保管実験の準備 6 周囲の補強 7 埋納作業

8 8t車による木製品搬送 9 ユニック車による大型木製品の搬送

図V－8水洗・保管・搬送状況

13



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

I

！

2 金属製品の樹脂減圧含浸装置1 土層剥取り作業

48

領鰯~ I~鞭’…:； ” ~ ~ ~ ” ~ ~ ‐彰李;~~~ ~

3 木製品のPEG含浸槽2号機 4鉄鍋の保存処理前

7 同一材のPEG含浸後5 鉄鍋の保存処理後 6 水浸出土材の自然乾燥

9 木製品のPEG含浸後

図V－9土層剥取りと保存処理

8 木製品のPEG含浸前
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調査と整理の方法

’
金属製品：湿気を避けるためシリカケルを入れたシール容器やポリシーラーで密封保管し、木製品
とは別の温度差の少ない部屋を選び、保管している。実測図は原寸で作成し、観察記録や計測値など
も同時に記載した。写真撮影は保存処理前と処理後を撮影し、修復時の参考にしている。また、必要
に応じてX線透視撮影も実施し、 クリーニングや構造調査の参考としている。

自然遺物：獣骨・堅果類・硬質菌類、貝殻皮は日陰で風乾後に泥等を落した。現場で十分な乾燥を
出来なかったものは、恒温乾燥器を使用し強制的に乾燥させた。土壌とともに小ブロックで採集した
遺物は、水洗選別（ウォーターセパレーション）や浮遊選別（フローテーション）を実施し、微細試
料の抽出に努めた。抽出した遺物はカードと共に､薬用カプセル、チャック式ビニール袋、う．ラスチツ
クサンプルケース、 フィルムケースに収納してコンテナで保管した。一部の試料については同定及び
集計が完了しているが、 まだ充分な整理が出来ていない。基本・比較試料を揃え、平成4年度以降の
遺物と合わせて継続して整理・分類・集計を行う予定である。

冬期の保管：木製品などの水漬遺物は凍結の危険性があり、廊下、保管室にはビニールシートを張
り、中にオイルヒーターを置き5℃以上の温度を保つようにしている。屋外水槽には断熱材を浮かべ、
ユニットフ．レハブにもオイルヒーターを設置している。また、急激な温度変化などを事前に察知でき

るように毎日、気温・水温を記録している。

平成3年度は木製品保管の一手段として、現場埋納保管実験（図V－8－5～6）を試みた。千歳
空港敷地内の冬期間の凍結深度は、地表面から-1.0～1.2mと言われており、これ以上の深さで木製
品を埋納すれば冬期間の凍結や急激な温度変化もなく、多量の木製品の保管が可能との仮説であった。
自然木や雑木を蓋付コンテナに入れ、水漬(多量、少量)、 ホウ酸十ホウ砂溶液漬、泥漬の各状態に置
きブールーシートで覆い、2m程の盛土をして越年実験した｡結果は､いずれも良好なものではなかっ
た。腐朽菌を繁殖させ、通常の保管に比べ劣化が著しかった。なお、泥漬のものは完全に腐敗してい
た。今後は地中の温度計測などを含めた総合的な実験が必要であろう。 （田口尚）

（4） 有機質遺物の保存処理（図V-9)

有機質遺物の保存処理は、基本的に美々8遺跡低湿部（北埋調報77）の方法に従っている。

木製品・繊維背品・樹皮製品は、保存処理作業のための木製品番号（木No.)を別に与え、台帳と
観察カードを作成して各作業工程の管理に使用している。木製品のラベルはパウチラミネートで半永
久的なものとし、 さらに写真撮影した遺物のシール容器には、 ラミネー卜した写真を添付している。
保存処理にはポリエチレングリコール含浸法を採用し、 1号機（内寸長さ175cm×幅70cm×深さ

70cm)、 2号機（内寸長さ100cm×幅I00cm×深さ70cm)、 3号機（内寸長さ175cm×幅70cmX
深さ70cm)の3台のPEG含浸槽が稼働している。さらに大型建材などの処理を目的とした4号機
（内寸長さ400cm×幅120cm×深さ100cm)を導入する予定である。また、真空凍結乾燥機を導入
してマンニトール(20%)とPEG4000(40%)を使用した真空凍結乾燥法を実施し、多量の小型遺物を

短期間に処理する予定である。繊維製品は、小型のビニールハウスをPEG含浸槽の上に置き、その余
熱と赤外線ランプによりPEG4000の100%を加熱して含浸させている。樹皮製品については、
PEG4000を60～70%まで含浸後、徐々に乾燥させるている。漆器類については､未処理であり、純水
を入れたシール容器で密閉して冷蔵庫に保管している。

図V－9－6．7は水浸出土材（ナナカマド属含水率407％）の自然乾燥とPEG4000処理後の比
較である。 6は著しく収縮し、周囲に深い亀裂がはいり、原形を留めていない。 7はPEGの含浸によ
り黒色化したが、大きな収縮や変形は認められない。 8．9は木製品（リンゴ属？股木で芯持ち材）
の保存処理前とPEG4000処理の比較である。9の表面には処理前に比べ亀裂が認められる。このよう
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に芯持ち材の場合は、処理後に若干の収縮や亀裂が認められるが自然乾燥とは比較にならないほど良
好な処理結果である。また、PEG処理後の重量変化記録から、完全な乾燥に最低2～3か月を要する
ことが判った。 したがって、その間は収縮などに注意し、出来る限り安定した保管環境に置くことが
望ましい。

また、現場終了後の土層断面の検討材料として土層断面剥ぎ取りを行っている。 （田口尚）
（5） 金属製品の保存処理（図V-9)

金属製品の保存処理は、基本的に美々8遺跡低湿部（北埋調報77）の方法を用いた。
金属製品には保存処理作業のための金属製品番号（金No.）を別に与え、台帳と観察カードを作成
し、各作業工程の管理に使用している。今回の鉄製品の処理には作業の簡単なプライマルMV-1を
使用した。鉄分の溶脱した鉄鍋などは、パラロイドB72を含浸・塗布した。銅製品・真鋪製品はベン
ゾト リアゾール入りアクリル樹脂（インクララック）を塗布した。

図V－9－4．5は鉄分の溶脱した鉄鍋（図V-124-1)の保存処理前と保存処理後である。復元・
補修にはエポキシ樹脂とフェノール樹脂マイクロバルーンを混合したペーストを使用した。処理後の
遺物は、シリカゲルを入れたシール容器に密封保管した。小型や器厚の薄いものは脱気パックし脱酸
素剤を同時に封入し保管している。

今後のクリーニング作業には、エアーブレイシブや集塵器等を導入し、作業の効率化をはかる予定
である。 （田口 尚）

（6） 各種分析と試料のサンプリング（図V-9)

ガラス製品材質調査：破片試料3点を奈良国立文化財研究所肥塚隆保氏に分析依頼している。
金属材質調査：岩手県立博物館赤沼英男氏に依頼した。鉄製品は鋳造品と鍛造品から、それぞれ
小型電動彫刻機で小片を採取して解析試料とした。銅・真鐡製品は螢光X線分析を行った。
浮遊選別(フローテーション) :C地区の焼土、炭化物集中、 クルミ集中からは土壌サンフ．ルをすべて
採取した。 これらの比較試料としてc-67-91ベルトから各層位の土壌を採取した。試料の抽出はフ
ローテーションマシンを用いて、プロジェクト ・シーズ方式（プロジェクト・シーズ 1989年）で行っ
た。

水洗選別（ウォーターセパレーション) :A'地区の人力調査の一部とクラムシェルによる包含層採取
調査の全土壌について実施した。方法は4mmメッシュの洗浄カゴを用い、ポンプ．排水や井戸水で水
洗した。

2つの方法で得られた試料のうち、植物遣存体を北海道大学文学部吉崎昌一氏に、動物遣存体
を千歳市教育委員会高橋理氏に依頼した。

樹種同定：農林水産省森林総合研究所平川康彦氏に依頼し、製品及び加工度の高い木製品につい
て切片を採取して同定した。

なお、平成4年度は当センターに走査型電子顕微鏡が導入され、樹種同定をはじめ各種分析に活用
している。 （田口尚）
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4 調査結果の概要

低湿部の遺構・遺物は水陸交通の分岐点として、あるいは美沢川で行われたサケ・マス漁や太平洋

でのメカジキ漁などの生業、そして低地部で営まれた日常生活と深く関わるものである。

A'地区の調査（図V-11･12)

層位は、先述した調査方法のためにO黒層とI黒層が混在し、斜面部付近ではⅡ黒層も含まれる。

人力調査による出土遣物の主体はO黒層であり、わずかにI黒層上位のものが混入する。

遺構は平成元年度の斜面部調査時の道跡の繋がりを想定し、精査したが道跡を確認出来なかった。

それに変わって、道跡の延長線を遮るように倒壊した建物跡の建材群がO黒層から検出された。桁材

には等間隔に決りがあり、柱材には桁や梁の受部がある。 これらに母屋、垂木、それらの補助木と考

えられる建材が折り重なっていた｡他の遺構には双礫1ヶ所､非常に小規模な集石3ケ所がある。C地

区の例からI黒2層と推測される。

遣物は土器・陶磁器41点、石器・石製品33点、礫・礫片2,589点、ガラス製品6点、金属製品55

点が出土したほか、 アイヌの木製民具を含む木製品・繊維製品・樹皮製品が約63,000点出土した。

陶磁器、ガラス製品、金属製品、木製品等は、 17世紀末～18世紀前葉のアイヌ文化期に相当する遺

物である。士器は縄文時代早期の東釧路1V式土器、続縄文時代の土器・北大式土器、内黒の土師器な

どの擦文時代のものがある。北大式土器はB地区の破片と接合した。陶磁器は近世の伊万里焼の碗、

信楽焼の播鉢片が建材群の分布域から出土した。石器・石製品は石鍍、つまみ付ナイフ、石斧が斜面

部から出土した。すり石、大小の砥石は擦文時代以降のものであり、火打石は近世のものであろう。

礫は砂岩、片麻石、泥岩の楕円礫、楕円扁平礫、棒状楕円礫が多い。ガラス製品には、所謂アイヌ玉

と呼ばれる蜜柑玉、平玉がある。金属製品は建材群の分布域から出土し、内耳主体の鉄鍋片、刀子な

どの茎、キセル雁首・吸口、刀の鋪（はぱき）のほか、北宋銭の天禧通宝、景祐元宝、嘉祐通宝、元

豊通宝、明銭の洪武通宝などがある。木製品は多種多様であり、土木・建築材、交通具、漁携具、狩

猟具、切裁具、農耕具、食用具、燈火暖房用具、加工具、漆器類が出土した。紐や縄、樹皮製の結束

具、木材加工時の削り屑や木端もある。生活用具の多くはアイヌの民具であるが、本州から搬入され

た和産物も含まれる。その再加工も行われていた。注目される遺物にはメカジキの線刻画の描かれた

早擢（サツカイ）をはじめ、車擢（カンチ)、舟のあか汲み（ワッカケプ)、魚突き鉤台（マレプ・ニヒ

ピ)、回転式離頭鈷（キテ）の中柄･柄（オブ） ・指掛部（オプケシ)、小刀（マキリ）樹皮製鞘､鈎形の

木鍬（ニシッタプ)、焼けた筒状シラカバ樹皮（チノイェタッ）と燈火用樹皮挟み木（スネニ)、 ヒキリ

板、横槌（トウチ）などがある。 これらの分布域も建材群の周辺に集中している。土壌の水洗選別で

は、ガラス玉、銭貨などのほかカワシンジュガイ殼皮、オニクルミ、 クリ、 スモモ、キハダなど多量

の自然遺物が検出されている。

B地区の調査（図V-10)

クラムシェル足場法面の保護や排水なしの調査ため包含層全部を採取できなかった。遺物の所属層

位は不明である。木製品は予想以上に多く、昨年の美々7遺跡0黒層の道跡や以前に表採された伊万

里焼の磁器片などから裾部分に、A'地区同様に生活空間があったものと考えられる。

土器7点、石器4点、礫。礫片288点、金属製品4点、木製品等約6,000点、 自然遺物が検出され

た。遺物には、縄文時代の土器、A'地区の破片と接合した北大式土器、擦文時代の土器、石鍍、つま

み付ナイフ、散弾銃の薬莱、ボルトなどがある。木製品には車擢受軸部(タカマ)、回転式離頭銘の中

柄状のもの、曲げもの底、樽の蓋、箸状製品、容器片、鉈などの作業台、縁付有孔角板材、薄柾目棒

状板、有孔板材、建材などがある。礫は砂岩、チャート、泥岩の楕円礫、楕円扁平礫が多い。
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C地区の調査(図V-11．12)

土器21点、石器．石製品9点、礫･礫片825点、金属製品161点、木製品等約24,000点のほかに、

フローテーシヨン等により多量の自然遺物が検出された。調査ではI黒層がI黒‘居～I黒5層の5層

に細分され、表土～’黒3層の各層から遺構・遺物が確認された。木製品が’黒,層以下にも残存し、

今後の調査で分層発掘も可能であることが判明した。なお、 I黒】層はTa-b層に近い年代と推測さ
れる。

表土層からは、杭穴33か所が確認されたが遺物は出土していない。 O黒層からは、柱の残る掘建柱

建物跡1か所、立杭と横木による木組1か所、立杭33か所、杭穴37か所、集石1か所、焼土lか所、

クルミ集中lか所、炭化物集中8か所が確認された。焼土(OF)-1からはサケ、マイワシ、 コイなど

の骨片とアワ、キハダ等の種子が検出された。炭化物集中(OC)-6からはヒエ、ハマナス、キチゴ、

ブドウ等が検出された。遺物には火打石、たたき石、軽石製火皿？があり、断面6角形で古式の水口

キセルに似た真鐵製吸口も出土した。礫は泥岩や砂岩の楕円礫、楕円扁平礫が多い。木製品には餌入

れ（オイペプ)、擢握部、樽の栓、樽側板、箸状製品、串状製品、有孔板材、樹皮製把手等がある。 I

黒からは、 I黒'層で立杭15か所、杭穴lか所、炭化物集中7か所、 I黒2層で立杭5か所、双礫4か

所、集石lか所、炭化物集中2か所が確認された。炭化物集中(IC)-5からはマタタビ、 タラノキ、

ブドウ等の種子が検出された。遺物には擦文時代の土器、砥石、加工痕のある軽石、棒状の礫のほか、

内耳鉄鍋、 カスガイがある。 ’黒!層の礫は泥岩、砂岩、片麻岩の楕円礫、楕円扁平礫が多く、 ’黒2

層では泥岩の楕円礫、楕円扁平礫が多い。木製品にはアイヌ文様の彫刻がある山刀（タシロ）の柄、

底に「上」と朱書きされた漆塗椀、箸状製品、串状製品、有孔板材などがある。 II黒層からは縄文時

代早期のコッタロ式土器、石嫉石斧、礫が出土した。 （田口 尚）
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5 A'地区の調査

5 A'地区の調査

当初はクラムシェルによる包含層採取のみが予定されていたことは、調査の方法でも説明した。 こ

こで若干の補足をする。人力調査は遺物の折損や破損を最小限とし、少しでも調査記録を採集する目

的から急邊、実施されたものである。日程の合間を縫って、遺物の密集地点のみを10日間程の日程で

調査（遺物採集のみの部分もある）した。その結果、平成2年度の調査以上に大型の建材やメカジキ

の線刻画の描かれた早權をはじめ、魚突き鉤台、回転式離頭銘の中柄・棹・指掛部、小刀樹皮製鞘な

どの木製品を良好な状態で取上げることができた。 さらにガラス玉、銭貨、 自然遺物等の微細遺物の

存在が判明したため、採取した包含層をすべて水洗選別してその検出に努めた。 しかし、 このような

調査方法であったため、遺構と遺物の検出層位についての充分な確認はできなかった。人力調査地点

の遺構や遺物が0黒層主体で､わずかにI黒層上位のものを含むと判断されたのみである。クラムシェ

ル採取の包含層については0黒層とI黒層のものが混在し、斜面部付近の一部ではII黒層のものまで

を含んでいる。 したがって、人力調査以外で検出され土器、石器・石製品、礫・礫片等の所属時代に

ついては、型式・形態の判るもの以外は特定できていない。陶磁器、木製品類、金属製品、ガラス製

品等については、C地区の調査やこれまでの調査結果から17世紀中葉～18世紀前葉の時代が主体と

考えられる。また、 I黒層上面の遺物については、木製品や金属製品の種類や状態からTa-b火山灰

(1667年寛文7年）の降下年代に非常に近いと推定される。

以上の経過を経て、遺構は建材群(木組）lか所、双礫lか所、集石3か所確認され、遺物は土器・

陶磁器41点、石器･石製品33点、礫･礫片2,589点、カラス製品6点、金属製品55点の他、木製品・

繊維製品･樹皮製品等約63,000点を採集することができた。木製品類、 自然遺物などの有機性遺物に

ついては、分類・集計を継続中である。

（1）遺構とその遺物

1） 建材群（木組） （図V-13～23,表V-1 ･ 2、図版V－6～10)

位置平成2年度のクリアランス部分。 c-66-59, c-67-50, c-66-69, c-67-60

規模斜面の等高線とほぼ並行するように､柱､桁･梁と考えられる建材群が折り重なり約11．0mx

約3.5mの範囲に細長く分布する。ただし､調査地点が平成2年度の作業スペースであったことから、

踏み込承などによる折損が多くあり、両端の加工部を欠損しているものは自然木と区別がつかず取り

上げてしまった場合もある。また、法面下付近は、出水及び崩落の危険から充分な調査ができていな

い。建材は法面下に何本も突き刺さっている状態であったので、建材群の分布は図示した範囲より広

↓､ものと推定される。長短太細合わせておよそ300本以上の規模であったのであろう。

確認既に平成2年のc-67-50の4インチポンプのカマ場掘削時に出土した柱頭に受部構造のあ

る柱材（北埋調報77図VI 35)が報告されており建材の存在は知られていた。今年度はトレンチを

兼ねた排水溝の掘削作業中に枝払い痕のある大型の建材の重なりを発見した。Ta-a層（昨年のクリ

アランス部分はTa-a層を除去していない。昨年度の数回の冠水による二次堆積を含む)を除去しな

がら、その重なりの面(O黒層）を追い範囲を広げた結果、 アイヌの家屋（チセ）の柱材や桁材に似

た多数の建材が横たわっていることを確認した。

特徴多数の杭状材のほか、上部に受け部構造を持つ柱と考えられる数本の材、桁や梁のような表

裏に扶りのある材、屋根の垂木状の材などが、一見すると不規則とも思える配置の中にある程度方向

性を持つことを確認できた。建材はすべて枝払いされている。

l～3 ． 5 ．15．17などの長尺の建材は棟木材、桁・梁材と考えられ、建材群の中央を貫くように

東西方向に配置されている。他の材の上に乗っていたように建材群の上段に位置する傾向がある。11･

23



V美を8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

14･16は柱材で、柱頭を建材群中央を貫く棟木材、桁・梁材の方向に向けている。 これらと同様に柱

材の多くは、捻じれ込みながら倒壊したように柱頭を建材群の中央へ向け、尖端部を外に向けて倒れ

ている場合が多い。また、西側に分布する8 ． 9 ．12･21･34等の柱材は尖端部を西に向けて東西方

向に倒れ、それと直角をなすように柱材の19.33が南北方向に倒れている。33には扶り部があり柱材

の12と直交して組合う。 33は柱としたが挾りがあるため桁或いは梁とも考えられる。 6．8．13･19･

34等の径15cm以上の柱は、主柱と考えられる。 24．29等は建材群中央を貫く棟木材、桁･梁材と直

交しており、垂木と考えられる。 20．32等は母屋と考えられ、 20IX29の下に位置し直行している。

母屋･垂木としたものの径は5cm前後で、折損しているものが多い。少し離れた東側の柱材の13は

昨年度の柱材（北埋調報77 図VI-35)と対になるものであろう。また、法面下の建材との関係する

かもしれない。 これらの建材の位置や方向性から、最初に中央の柱がねじれるように内に倒れだし、

続いて西側から東側に向かって倒れ、上部の棟木・桁が最後に落ちたと推測できそうである。

建材の長さ、太さ、量や構造から判断して、 アイヌの片流れ屋根の構造を持つもの（ニアッチセ）

や拝み屋根の小屋（エウカオマブ、 ムネウカオマプ）よりは構造的にしっかりしている。通常の「チセ」

等と比較すると貧弱な構造と考えられる。 しかも、屋根を葺いた萱が確認できなかった。 ここでは、

萱葺き以外(樹皮、ササ、 ゴザ、 ムシロ等）の「チセ」に近い構造の建物と考えておく。C地区では押

しつぶれたアシの茎（図V-50-2)が一定方向に並んで検出されている。

周辺からは、建材群とともに陶磁器、木製生活用具、漁携具、加工具、燈火･暖房用具、内耳鉄鍋、

キセル、銭貨等の金属製品、ガラス玉等が出土しており住居の可能性もある。縄や紐、結束部のある

樹皮は建材や用具を縛ったり、各種生活用具を釣下げるためのものと考えられる。また、昨年出土し

た早權（北埋調報77 V1-20-1)や板綴舟片（北埋調報77 V1 20-2．3)もc-67-50出土で

あり、本年度もメカジキの描かれた早擢はじめ、各種の擢、舟用具が建材群と共に出土していること

から、舟着場にかかわる舟小屋あるいは小休所とも考えられる。

建材（表V－1．2参照） ：材の名称は出土状況から判断されたものである。 1は棟木である。最大

の長さもつ材で、両端が鋭角に削りだされ、片側l方に約150cmの平坦面が削り出されている。材を

さらに長く繋ぐための接合面の可能性がある。 2 ． 3 ． 5 ．15．17．33は桁・梁と考えられる両端部

加工の材である。 2は2か所に表裏の挟りがある。棟木、桁・梁など材は樹皮が剥き取られ、長さが

140～365cmもあるにもかかわらず、径6～1lcmと比較的に細い。 20は母屋と考えられ、側面に刻

目列が認められる。 24．29．40は垂木と考えられる。 4 ． 6～14･16．18･19･21･22．25･34｡35･

39は柱材と考えられる。表面に樹皮が残こされたものが多い。 18は尖端加工がなく桁･梁の可能性も

ある。7は角釘やカスガイが打ち込まれたような断面四角錐の孔が多数あけられ､尖端部は角孔を切っ

ている。再利用された材であろう。 4 ．18･21･22．25･33･35．39は径8～10cmのもの、 9．10･

11．12．14．16．25は径10cm以上のもの、 6･8．13･19．34は径15cm以上のものであり、 15cm

以上の柱材は主柱を成すと考えられる。杭頭に受部構造をもつものには6 ． 8 ． 9 ．10．25．39のよ

うに股木部分利用して「Y」字状の受部としたものと11．12．13.19のように対面する2面削りによ

り「A｣字状の受部としたものがある。先端部加工の多くは、 2面削りや3面削りで極鋭角となってお

り、受け部の構造のあるものは、多面削りとなっている場合が多い。その他、 26～28.32は両端部加

工の50cm前後の補助木である。 32には階段状の決りがある。37.38･43～45のような割杭や23･30･

31．36のような杭状材も多数検出された。 23･30･36は部分的に炭化している。 41．42のような長い

先端部をもつ棒状の材もある。端部側には平坦面が作出されている。 （田口 尚）
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5 A'地区の調査
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表
V
-
1
A
'
地
区
掲
載
建
材
(
1
)

Gは
グ
リ
ッ
ド
取
上
げ
。

＊
は
接
合
資
料
。

※
は
中
間
部
を
わ
ず
か
に
欠
損
す
る
。
劉
直
は
推
定
値
。

湿
重
量

／
、

（
gノ

樹 皮

焼 痕

点 数
木
取
樹
種

備
考

幅
厚
さ

丸
木

両
端
部
加
工
で
1
面
削
り

・
2面
削
り
。
一
方
に
平
坦
面
作
出
。

8
.
5

1
4
5
0
0
.
0

11
．
0

２

9
.
3

1
0
.
8

丸
木

両
端
部
加
工
で
平
坦
・
2
面
削
り
。

2か
所
に
表
裏
快
り
あ
る
。

1
3
5
0
0
.
0

1

股
木

R
q

U
心
』

6.
1
4
7
9
0
.
0

一
端
股
木
で
欠
損
。

1面
削
り
。

1

7
.
8

8
.
0

6
2
5
0
.
0
○

丸
木

両
端
部
加
工
で
平
坦
・
2面
削
り
。

1

丸
木

両
端
部
加
工
で
2
面
削
り
・
2
面
削
り
。

6
.
4

6
.
4
5
0
1
4
.
0
○

○
3

*1
8．
4

8
.
6
7
8
5
2
.
0
○

股
木

柱
頭
「
Y
」
字
状
。
尖
端
部
5
面
削
り
、
極
鋭
角
。

２

角
釘
、
カ
ス
ガ
イ
の
打
込
痕
。
尖
端
部
3面
削
り
、
緩
鋭
角
。

1
0
.
8

丸
木

1
1
_
2
8
5
0
0
.
0

1

1
8
.
0
1
1
.
0
1
2
9
3
0
.
0

股
木

柱
頭
「
Y
」
宇
状
、
受
部
角
形
。
尖
端
部
7
面
削
り
、
極
鋭
角
。

1

1
0
.
8
1
0
.
6
1
0
4
5
0
.
0
○

股
木

柱
頭
「
Y
」
字
状
。
尖
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
、
極
鋭
角
。

1

1
4
.
6

○
股
木

柱
頭
「
Y
」
字
状
。
尖
端
部
交
差
す
る
2
面
削
り
、
極
鋭
角
。

7
.
7
8
3
9
9
.
0

２

1
4
.
7

1
3
.
1

2
8
5
0
0
.
0
○

丸
木

柱
頭
「
A
」
字
状
、
対
面
2
面
削
り
鈍
角
。
尖
端
部
欠
損
。

1

ｌ 銘

丸
木

1
0
_
6
1
0
_
0
5
1
0
0
.
0
○

柱
頭
「
A
」
字
状
、
対
面
2
面
削
り
鋭
角
。
尖
端
部
欠
損
。

３

1
7
.
5

T
員
原

人
』
．
』
2
8
0
0
0
.
0
○

丸
木

柱
頭
「
A
」
字
状
、
対
面
2
面
削
り
鈍
角
。
尖
端
部
欠
損
。

1

13
．
9
1
2
.
9
1
4
5
0
0
.
0
○

丸
木

柱
頭
欠
損
。
尖
端
部
3
面
削
り
、
極
鋭
角
。

1

8
.
7

8
.
6

丸
木

5
9
5
0
.
0

両
端
部
加
工
で
1
面
削
り
・
一
面
削
り
。

1

1
1
.
2

○
丸
木

1
2
.
7

柱
頭
欠
損
。
尖
端
部
対
面
す
る
2
面
削
り
、
鋭
角
。

9
2
8
0
.
0

２

9
-
9

丸
木

1
0
.
2

8
4
5
0
.
0

両
端
部
加
工
で
2
面
削
り
・
1方
は
粗
い
削
り
切
痕
多
数
。

２

丸
木

9
-
6

8
-
9

○
3
9
5
0
.
0

両
端
部
加
工
で
1
面
削
り
．
l方
は
粗
い
削
り
切
痕
多
数
。

1

1
6
.
0
1
2
.
0
1
1
8
6
0
.
0
○

丸
木

柱
頭
「
A
」
字
状
、
対
面
2
面
削
り
鈍
角
。
快
り
、
傷
痕
。

1

5
.
1

5
.
3

丸
木

1
5
5
6
.
0

一
端
欠
損
。
1
面
削
り
緩
鋭
角
。
表
面
に
刻
目
列
あ
る
。

２

8
.
6

○
○

丸
木

尖
端
部
4面
削
り
、
極
鋭
角
。
柱
頭
切
痕
多
数
。

ワ
ワ

1
－
J
3
6
2
9
.
0

1

丸
木

尖
端
部
対
面
す
る
2面
削
り
、
鋭
角
。
表
面
分
解
顕
著
。

庁
ハ

イ
ー
0

7
.
0
3
5
8
4
.
0
○

1

9
.
6

8
-
7

○
丸
木

尖
端
部
6
面
削
り
、
極
鋭
角
。
端
部
炭
化
。

2
0
0
0
_
0

1

丸
木

尖
端
部
対
面
2
面
削
り
鋭
角
。
端
部
欠
損

8．
2

7
K

1
－
J
1
5
6
5
_
0
○

２

股
木

柱
頭
「
Y
」
字
状
。
尖
端
部
欠
損
。

1
4
.
5

9.
1
3
0
6
0
.
0
○

1

○
丸
木

両
端
部
加
工
で
1
面
削
り

・
切
痕
多
数
。

両
端
部
加
工
で
1
面
削
り
・
凸
形
の
削
り
だ
し
。

5≦
5

5
_
0

9
6
5
.
0

1

丸
木

4
.
6

4
.
5

5
9
1
.
0
○

1

両
端
部
加
工
で
1
面
削
り
・
4面
削
り
。

5
.
0

4
.
4

4
8
2
.
0
○

丸
木

1

鴎
号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

1
２

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

0
0
ム
ム

9
q

白
』

2
4

り
員

ム
リ

2
6

2
7 28

祷 叱 8
2
0
1

8
2
0
2

8
2
0
3

8
2
0
4

8
2
0
5

8
2
0
6

8
2
0
7

8
2
0
8

8
2
0
9

8
2
1
0

8
2
1
1

8
2
1
2

8
2
1
3

8
2
1
4

8
2
1
5

8
2
1
6

8
2
1
7

8
2
1
8

8
2
1
9

8
2
2
0

8
2
2
1

8
2
2
2

8
2
2
3

8
2
2
4

8
2
2
5

8
2
2
6

8
2
2
7

8
2
2
8

仮 此 7
6
8

7
4
2

7
6
6

7
6
7

7
1
0

7
1
7

1
上
I

7
9
7

7
4
1

7
6
3

7
0
3

7
4
6

7
4
5

7
6
9

7
6
2

7
6
1

7
6
5

7
3
8

7
6
4

7
4
4

7
2
8

7
0
6

7
1
1

7
り
1

．
白
」

7
4
0

7
3
7

7
2
4

7
2
0

7
3
4

名
称

棟
木

桁
・
梁

桁
・
梁

柱 桁
・
梁

柱 柱
ま
た
は
桁

柱 柱 柱 柱 柱 柱 柱 桁
・
梁

柱 桁
・
梁

柱
ま
た
は
桁

柱 母
屋

柱 柱 ←
し

け
L

垂
木

柱 補
助
木

補
助
木

補
助
木

発
掘
区

c
-
6
7
-
5
0
.
6
0

c
－
6
7
－
5
0
．
6
0

c
－
6
7
－
6
0
－
c

c
-
6
7
-
5
0
-
a
．
。

c
-
6
7
-
5
0
.
6
0

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
-
6
7
-
6
0
-
a
｡
．

c
-
6
7
-
6
0
-
a
･
b

c
－
6
7
－
5
0
．
6
0

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c
－
6
7
－
5
0
－
a

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
-
6
7
-
3
0
-
a
．
．

c
-
6
7
-
6
0
-
a
･
b
｡
．

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c
-
6
7
-
6
0
-
a
･
c
。
．

c
-
6
7
-
6
0
-
c
。
。

c
-
6
7
-
6
0
-
b
･
c

c
－
6
7
－
6
0
－
d

c－
67
－
60
－
a。
．

c
－
6
7
－
6
0
－
a

c
－
6
7
－
5
0
－
d

c
-
6
7
-
5
0
-
d

c
－
6
7
－
5
0
－
d

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c
－
6
6
－
5
9
－
c

取
上

N
C

11 20

G

1
8 49 16

1
0
9 1
4

T
F
同

1
0
イ

1
9
7

戸
可

、
I

5
4

1
9
6

1
3
1 1
0

1
9
1 6
5

1
8
2 5
1 ３

1
5
1

1
8
3

1
7
0

且
0
J

7
8

6
9

’ ’

84
1

16
1

1

60
1’ ’ ’ ’ ’ ’ I I ’

計
澗

長
さ

3
6
5
-
0

2
9
5
-
9

(2
71
.5
）

1
9
5
-
0

(2
29
.8
）

1
6
2
-
9

(1
91
.4
）

2
0
7
-
2

2
2
2
-
0

K
2
2
4
.
0

(2
19
.0
）

(1
07
.0
）

(1
82
.5
）

(1
92
.5
）

1
8
0
.
5

(1
59
.8
）

(1
65
.2
）

1
4
8
-
8

(1
25
.9
）

*(
97
.2
）

1
3
9
.
3

(1
39
.2
）

4
8
.
3

（
45
.5
）

（
76
.0
）

（
50
.5
）

5
2
.
6

42
．
5



表
V
-
2
A
'
地
区
掲
載
建
材
(
2
)

~ ~ ~ ~ ~ ~

襟 恥
仮 叱

取
上

N
o

計
測
値

(c
m)

潟
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 痕

点 数

鴎
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

9
0

と
』
8
2
2
9

垂
木

7
1
2

c
-
6
7
-
6
0
-
b
。
。

(1
43
.5
)

1
1

1
0
.
4

9
.
3
4
6
3
4
.
0
○

丸
木

一
端
欠
損
。
1面
削
り
の
平
坦
面
。

尖
端
部
2面
削
り
極
鋭
で
炭
化
。
端
部
2面
削
り
。
補
助
木
？

尖
端
部
4面
削
り
極
鋭
。
端
部
切
痕
多
数
。

両
端
部
欠
損
。
一
方
に
快
り
部
作
出
。
分
解
顕
著
。

両
端
部
加
工
で
1面
削
り
・
枝
払
い
痕
。
快
り
に
刃
の
傷
多
数
。

杭
頭
欠
損
。
尖
端
部
2面
削
り
緩
鋭
角
。

1

3
0

4
－

↑
凡

8
2
3
0

ワ
リ
･

I
ム
J

c
-
6
7
-
6
0
-
a

19
4

1
5
6
.
7

6
.
9

6．
5
1
4
2
0
.
0
○

○
丸
木

1

皿
8
2
3
1

7
2
5
杭

c
-
6
7
-
6
0
-
a

ll
l

l
4
5
.
9

4
.
1

4．
1

4
0
2
.
9
○

丸
木

1

9
り
J
ム
8
2
3
2

母
屋

7
3
5

c
-
6
6
-
6
9
-
b

62
1

*(
76
.8
）

5
-
4

5
.
9
1
2
0
0
.
0
○

ま
l木

２

~
3
3

8
2
3
3

7
4
9
柱
ま
た
は
桁
・
梁

13
8

1
c
-
6
7
-
6
0
-
c
･
d

*
1
3
9
.
5

8．
0

7
.
0
3
9
3
0
.
0
○

丸
木

3

3
4

18
8

1
8
2
3
4

柱
ウ
o
n

l
Q
4

c
-
6
7
-
6
0
-
a
･
d

(1
08
.5
)
1
4
.
5

16
－
3
1
1
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5
0
.
0

丸
木

1

19
8

1 1

3
5

柱
8
2
3
5
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8

c
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6
7
-
6
0
-
a
･
b

(1
28
.0
)

9
.
2
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.
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6
0
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.
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○

丸
木
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1
5

’ ’

o
n

j
O
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8
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1
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.
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7
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9
･
6
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5
0
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1
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4
.
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1
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.
4

7
.
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9
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’
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9
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9
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1
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-
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0
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d

17
1
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1.
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.
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0

股
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1
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0
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2
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0
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1
5
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9
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b
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1
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，
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1
(1
79
.0
)
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J
寺
I

8
.
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3
0
1
3
.
0
○

丸
木

1

4
1
8
2
4
1

7
3
6
杭
状
木
製
品

66
1

c
-
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7
-
5
0
･
6
0

(7
1.
9)

q
q

J
●
』

旬
n

J
．
｡

3
7
8
.
0
○

丸
木

1

13
1

4
2
8
2
4
2

7
3
0
杭
状
木
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
a

(6
4.
6）

5
.
0

5
.
1

8
4
0
.
0

丸
木

１

17
7

1 1
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杭

4
3
8
2
4
3

7
3
3

c
-
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7
-
6
0
-
a

(5
3.
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0
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0

5
.
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1
1
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5
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偏
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。
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1
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1
7
2

4
4
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4
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杭

ワ
リ
リ

d
ム
ム

c
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0
-
a

(6
4.
4）

1
1
.
3

3
.
8
1
3
9
0
_
0

板
目

1
3
面
削
り
。
端
部
欠
損
。

4
5
8
2
4
5

割
杭

可
の
句

イ
ム
イ

c
-
6
6
-
5
9
-
b
･
c

22
1

6
8
.
4
1
6
_
7

7
-
7
2
8
2
0
.
0

○
1/
4割

1
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1

シ 、 苦 図 Ｓ 剴 鴎

’



V美を8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

2） 双礫・集石（図V-24、表V-3)

双礫

位置c-67-60-a

規模 lが1,2769， 2が4,4269

調査建材群の下位で検出。

特徴珪岩の亜角礫と安山岩の亜角礫によって構成されている。 1が1,2769， 2が4,4269で2は

1の3．5倍の重量を持ち、双礫としては重量差が大きく、特異な例である。

集石

位置c-67-50-a、 c-67-60-d

規模 3～6は42.69～6879， 7～10は20.79～1,5199， 12～14は8269～1,7959

調査建材群の下位で検出。双礫に較べてやや下位の層順から出土している。

特徴3～6 ． 7～10．12～14が3ヶ所に集まっている。集石としては礫の数が少なく、特異な例

である。集石ごとの特徴は12～14の重量が極めて重いことのほかはみあたらない。各集石とも岩質は

砂岩と片麻岩が多く、形態は楕円礫と円扁平礫が多い。 （鈴木信）
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5 A'地区の調査

（2）包含層の遺物

1） 土器・陶磁器（口絵4－2 ． 4，図V-25，表V－4、図版V-11)

縄文土器が12点、続縄文土器が4点、擦文土器が8点、近世の陶磁器が2点、不明が15点出土し

ている。擦文土器は調査区東側のc-66-47、 c-66-48に集中する。

縄文時代早期の土器（1～5） ：全体がやや摩耗している東釧路1V式の深鉢胴部片である。

続縄文時代の土器（6～8） ： 6．7の縄文は縦走している。 8は北大A式（田才1983）に分類さ

れるもの。 この土器はB地区の102区･105区からも接合資料が出土している。

擦文時代の土器（9～14) : 9～12は深鉢の口縁部。いずれも口縁部に刺突文を施す。 13は深鉢の

底部、外面はタテミガキ。 14は内黒の土師器碗、底部には回転糸切り痕が付く。内面はヨコヘラミガ

キの後に放射状のヘラミガキが放射状に施される。体部外面に補修孔をもつ。
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~V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

近世の陶磁器(15･16) : 15は播鉢の体部上半で、内面は摩耗していない。内外面に鉄釉を施す。胎

土に大粒の長石が多量に含まれる。 これらの特徴は信楽焼の製品と酷似する。 16は伊万里焼の碗。呉

須は全体に薄いが藍色によく発色している。高台畳付の釉を拭わず砂が熔着している。全体的に厚手

で外底面は兜巾状に削りだされている。内面にはタールのようなものが付着してし､る。 17世紀後半の

ものか。 （鈴木信）

2） 石器・石製品、礫（図V-26～33,表V－5、図版V-12)

石器が15点、 フレイク等が12点、石製品が6点出土しておりc-66-48に多く出土している。礫

は1,078点、礫片は1,511点出土しておりc-66-59aob、 c-67-60a．bから多く出土している。

石器・石製品： 1～3は黒曜石製の石鑛ですべて凹基である。 2は片面に主要剥離面を残す。 4は

頁岩製つまみつきナイフ。横長剥片を素材とする。腹面の打点側には厚みを減じるため調整が施され

る。周縁の調整は一側縁のみに施される。 5は緑色泥岩製石斧。両主面には調整が施されず素材面を

残す。基部側の破片で刃部からの衝撃によって折れてし､る。 6 ． 7は片麻岩製すり石で扁平楕円礫の

一端を使用している。 6は風化が著し↓､。 8 ． 9はすり石で、 8は泥岩、 9は細粒砂岩。扁平楕円礫

の一主面を使用している。 1～9は形態の特徴から続縄文時代以前の石器とおもわれる。

10～13は暗赤色のチャートを素材とし､14はやや透明のメノウの転石を素材とした火打石｡15は白

色の珪岩を素材とした火打石。 これらの使用部分は鋭角に交わる稜の長さが比較的長い部分を選択し

ている。稜は使用によってつぶれている。 16．17は凝灰岩製砥石。 16は薄い板状の両主面を使用して

いる。 17は断面角柱状の2面を使用している。 10～17は擦文時代以降の石器である。

礫(図V-27～33) :グラフはA'地区出土の完形の礫1,078点(礫片1,511点）についての形態を岩

質別に示した。縦軸は長さ／幅で平面を表し、横軸は厚さ／幅で断面形を表す。 よって、縦軸の値が

大きくなると平面形は棒状に近くなり、横軸の値が小さくなると断面形は扁平に近くなる。従って、
グラフの破線で区画された領域は形態の違いを表している。

形態の名称は、初めに平面形の名、次に断面形の名を付け、それらを組合わせることで礫の名称が

立体的になるようにし、略号としてアルファベットを付した。

横軸値0.8～1.0、縦軸値2.0以上の形態が棒状礫で略号はa・横軸値0.5～0.8、縦軸値2.0以上の

表V-4 A'地区掲載土器・陶磁器
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5 A'地区の調査

形態が棒状楕円礫で略号はb・横軸値0.5以下、縦軸値2.0以上の形態が棒状扁平礫で略号はc・横軸
値0.5～1.0,縦軸値l.2と横軸値0.5～0.8、縦軸値1.0～1.2の形態が楕円礫で略号はdo横軸値0.5
以下、縦軸値1.0～1.2の形態が円扁平礫で略号はe・横軸値0.8～1.0以下、縦軸値1.0～l.2の形態
が球礫で略号はfoまた、 ドッ ト記号に付くアンダーラインは礫の円磨度を表し、実線は亜円礫、線を
付していないドットは円礫を表す。以下グリッドごとに特徴を述べてゆくことにする。
c-66-47:礫全体の特徴は、横軸値0.3～0.8、縦軸値1.1～1.8付近に散在し、礫の形態は、棒状
楕円礫・棒状扁平礫・楕円礫・円扁平礫・球礫がある。

砂岩は横軸値0.66～0.35､縦軸値1.23～1.64に集中し、主に楕円礫(52.9%) ･楕円扁平礫(29.4%)
によって構成されている。泥岩の横軸値･縦軸値は砂岩よりも分散し、主に楕円礫(60.0％）によって
構成されている。片麻岩の横軸値・縦軸値は泥岩よりも分散し、棒状礫・球礫を除いた形態が存在す
る。チャートの横軸値・縦軸値は泥岩と同様に分散し、主に楕円礫(75.0%) より構成されている。
岩質ごとの形態別重量については、砂岩と泥岩とチャートの上．－クがいずれもO～209の範囲にあ

り、 またこの範囲の中においても楕円礫が多い。

c-66-48 :礫全体の形態の特徴は横軸値0.3～0.8、縦軸値1.2～2.0付近に集中し、棒状礫･棒状
楕円礫・棒状扁平礫・楕円礫・円扁平礫・球礫がある。

砂岩は横軸値0.33～0.76､縦軸値1.22～1.88に集中し、主に楕円礫(39.6％） ・楕円扁平礫(50.0%)
によって構成されている。泥岩は横軸値0.28～0.7、縦軸値1.15～1.8に集中し、主に楕円礫
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

(41.3%) ・楕円扁平礫(39.1%)によって構成されており、砂岩と同じ形態が多い。片麻岩は横軸値
0.28～0.52、縦軸値1.30～2.02に集中し、主に楕円扁平礫(68.0%)によって構成されている。チャー
トは横軸値0.33～0.76、縦軸値1.10～1.55に集中し、主に楕円礫(66.7%)によって構成されている。
岩質ごとの形態別重量については､砂岩はO～809の間に集中し、ピークは0～20gにある。泥岩は
0～209の間に集中し、ピークもO～20gにある。片麻岩は60～80gの間に集中し、ピークは20～609
のゆるやかなものとなる。チャートはO～209の間に集中し、 ピークもO～209の範囲にある。
c-66-49 :礫全体の形態の特徴は、横軸値0.25～0.65、縦軸値1.0～1.9付近に集中し、棒状礫・
棒状楕円礫・棒状扁平礫・楕円礫・円扁平礫がある。

砂岩は横軸値0.25～0.58、縦軸値1.00～1.82に集中し、主に楕円礫(21.4%) ・楕円扁平礫
（46.2％） ・円扁平礫(23.2％）により構成されている。泥岩は横軸値0.30～0.72、縦軸値1.20～1.76
に集中し、主に楕円扁平礫(53.3％）により構成されている。片麻岩は横軸値0.25～0.52、縦軸値
1.00～1.56に集中し､主に楕円扁平礫(68.0%)により構成されており、砂岩と同じ形態が多い｡チャー
トは横軸値0.40～0.90、縦軸値1.00～1.64に集中し、主に楕円礫(69.2%)により構成されている。
岩質ごとの形態別重量は､砂岩は0～1209の間に集中し、ピークは0～20g,にある。泥岩は0～209
の間に集中し、ピークもO～209にある。片麻岩は20～809の間に集中し、ピークは20～409にある
が比較的緩やかである。チャートはO～209の間に集中し、 ピークも0～209にある。
c-66-59 :礫全体の形態の特徴は、横軸値0.19～0.80、縦軸値1.0～2.04付近に集中し、棒状礫・
棒状楕円礫・棒状扁平礫・楕円礫・円扁平礫がある。

砂岩は横軸値0.19～0.66､縦軸値1.00～2.01に集中し、主に楕円礫(29.5%) ・楕円扁平礫(44.3%)
によって構成されている。泥岩は横軸値0.28～0.62、縦軸値1.15～2.04に集中し、主に楕円扁平礫
（55.6％）によって構成されている。片麻岩は横軸値0.20～0.63、縦軸値1.12～2.00に集中し、主に
楕円扁平礫(60.8％)によって構成されており、泥岩と同じ形態が多い。チャートは横軸値0.32～0.80、
縦軸値1.00～1.92に集中し、主に楕円礫(52.1%)によって構成されている。
岩質ごとの形態別重量については､砂岩は0～1609の間に集中し、ピークは20～80gにある。泥岩
は20～809の間に集中し、 ピークは40～609にある。片麻岩は20～1809の間にやや集中し、ピーク
は40～609にある。チャートは20～80gの間に集中し、 ピークは20～409にあるが高くない。
c-66-69 :礫全体の形態の特徴は､横軸値0.20～0.81､縦軸値1.33～1.84付近に分散し､楕円礫・
楕円扁平礫･円扁平礫がある。岩質ごとの形態別重量については、いずれの岩質についても集中、ピー
クはみられない。

c-66－50 :礫全体の形態の特徴は､横軸値0.20～0.80､縦軸値1.00～2.44付近に集中し､棒状礫・
棒状楕円礫・棒状扁平礫・楕円礫・円扁平礫・球礫がある。

砂岩は横軸値0.22～0.71､縦軸値1.23～1.94に集中し、主に楕円礫(27.8%) ・楕円扁平礫(40.3%)
によって構成されている。泥岩は横軸値0.27～0.62、縦軸値1.23～1.98に集中し、主に楕円礫
（44.1%) ・楕円扁平礫(26.5%)によって構成されている。片麻岩は横軸値0.22～0.51、縦軸値
1.05～1.81に集中し、主に楕円扁平礫(54.5％）によって構成されている。チャートは横軸値
0.46～0.88、縦軸値1.00～1.56に集中し、主に楕円礫(54.2%)によって構成されている。
岩質ごとの形態別重量については、砂岩ピークは0～209にある。泥岩は20～1009の間に集中し、
ピークはO～209にある。チャートは0～809の間に集中し、ピークは0～209にある。片麻岩のピー
クは60～809にある。

c-66-60 :礫全体の形態の特徴は、横軸値0.20～0.75、縦軸値1.00～1.90付近に集中し、棒状礫．
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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図V-28 A'地区礫グラフ・表(2)
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形態 個数 百分率

円

礫

亜
円

礫

９
個
８
恥

３

Ｍ

７
個
程
２
％

５１

棒状礫

棒状扁平礫

楕…~~円~~"礫
楕円扁平礫
球~~…~~"…~~"~礫
円~~~篇平礫

楕円礫
~~~~~~~~~ ~~~ ~~~~~~~~~ ~~楕円扁平礫

２
や
ワ
第
の
○
部
ワ
Ａ
１
》
４

１
皿
１

６
唾
１

１
割
１
－
ｑ
Ｈ
６
心
６
麺
３

５
》
５
距
Ｑ
〕
ハ
○
八
二
０

８
蹄
４
峅
轆
１

85 7

14． 3

片麻岩 25個(蕊而F〒TWT
円磨度

円

礫

５
個
０
弧

２

胴

形態

棒状楕円礫

棒状扁平礫
楕…~~円"~礫
楕円扁平礫
円…篇平礫

個数
『
１
浮
土
刀
註
冑
ｒ
汽
竺

1

百分率
０
岬
０
麺
０
班
０
０

■
■
口
早
ユ

４
４
“
６
”
８
“
８

１
“
６
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C－66－49

個

■

鰯癌
C-66－49

燗

チャート

し~‐"単|篭諜墓、L…
燗

爵ｮ耐綿鍋てす丁

C-66-49

罹訂型誌
珊
率
β
２
２
１
０
０
０

。

、

Ｔ

》

・

叩

０

．

。

‘

・

・

ｏ

・

岬
司
２
１
も
葱
５
》
０
５

＃
》
２
《
４
」
２
２
５
“
２

全

ｌ
何
酸
鼻
ふ
Ａ
２
１
、
２
１

６

１

叩

１

肥

２

皿

１

皿

皿

５

９
“
１
６
鋸
３

》
２
《
４
》
２

６
』
２
恥
２
１

5

11

24

1…2
５
蹄
０
￥
５

~~
２
抑
５
報
２

0

0

0

１
Ｍ
ワ
霊
１

｜ 片麻岩 30個(鮴020.3%）

円52

個

礫92.9
Ⅳ
幻

２個９％
並５

棒状楕円礫

楕…~円…礫
楕円扁平礫

~円…篇平礫

；
楕円礫

楕円扁平礫

~円…~篇平礫

八
乏
願
掴
司
１
Ⅳ
畑

『

Ｊ

１

チャート 26個(全
円磨度’ 形態 ｜ 個数

26個(全"17.6%)

百分率

１
個
３
％

１

哩

円

礫

１
４
辛
口
Ｕ
汽
筌

ｑ
Ｙ
２
￥
８

ろ

ｒ

即

１

入

１
韮
７
叩
２

~

５
個
７
％

１

師

亜

円

礫

棒状楕円礫

精…~円……礫
楕円扁平礫

球 礫 ’
八
二
六
Ｕ
零
ワ
篇
１

師

１

恥

恥

３
曲
６
印
３
《
６

１
皿
６
坐
１
叩

３
班
７
卸
３
班
７

~

C-66－59

個数

ね

５

０

属

片麻岩

鰐瞬融蝿 艤圃争閤華炉面

個
泥岩

個
個チャート

個数
珪岩

5

‘:当曙ｮが争烏両｝蛎騨皐了可藍跡園詩『面 一婚

a一棒状礫

b－棒状楕円礫

c－棒状扁平礫

d一楕円礫

e－楕円扁平礫

f一球礫

g一円扁平礫

個数 個数 個数

際
凝灰岩 片岩

5． 5 5

~毫旧嵜辮弱了司 ~電F芳志 匡
個数

5．

40 （gノ

図V-29 A'地区礫グラフ・表(3)

－47－

泥岩 32個(鮴の21.6%）
円磨度

８
個
５
％

２

Ｗ

剛
１
１
幽
珂
Ｉ

亜

円

礫

４
個
５
％

~
1り
上▲

形態

棒状楕円礫

稽…~円…礫
楕円扁平礫

円扁平礫

楕円礫
~~~~~ ~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~楕円扁平礫

個数
２
唖
５
卸
８
陣
３

1

３
》
１

百分率
１
抑
６
『
６
唾
７

■
■
凸
■

７
９
￥
８
０

~~
５
“
２
￥
１

（
Ｕ
六
Ｕ

Ｅ
Ｊ
叩
厘
〕

７
’
哩
、
二

円磨度

円

礫

０
個
０
Ⅳ
畑

３

Ⅲ

形態

棒状扁平

楕円

~ ~~~~~ ~~~~~~~~楕円扁

礫
礫

平礫

円扁平礫

個数

2

5

6

7

1

百分率
７
》
７
班
３
》
３

■
●
■
七

６
叱
６
恥
３
胆
８

轆

１

５

準

２

流紋岩 2個(緋のl‘4%）
円磨度

亜2

円 佃
1100

礫％

形態

棒状礫

~ ~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~楕円扁平礫

個数
１
印
１

百分率
０
皿
０

~~

０
“
０

５
戸
ｂ珪岩 2個(鮴01 可弼

円磨度

円

礫

亜

円

礫

１
個
０
％

５

１
個
戸
０
％

５

形態

円扁平礫

円扁平‘２

個数

］

1

百分率
100

100
~~



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度

棒状楕円礫・棒状扁平礫・楕円礫・円扁平礫・球礫がある。

砂岩は横軸値0.23～0.65、縦軸値1.00～1.91に集中し、主に楕円礫(32.6%)・楕円扁平礫(41.6%)

によって構成されている。泥岩は横軸値0.25～0.70、縦軸値1.00～1.96に集中し、主に楕円礫

（43.2％）・楕円扁平礫(27.3％）によって構成されている。片麻岩は横軸値0.15～0.48、縦軸値

1.16～1.88に集中し、主に楕円扁平礫(55.5%)によって構成されている。チャートは横軸値

0.43～0.82、縦軸値1.11～1.60に集中し、主に楕円礫(73.1%)によって構成されている。

岩質ごとの形態別重量については、砂岩は20～100gの間に集中し、 ピークは60～809にある。泥

岩は0～1409の間に集中し、 ピークは20～409にある。片麻岩はO～2009の間に集中し、 ピークは

C-66－59

砂岩 88個(鮴の38.1%)

円磨度’ 形態 ｜ 個数｜百分率

棒状礫

鶴ツミ糟円礫
棒状扁平礫

楕円礫

楕円扁平礫

円扁平礫

1

6

~…2

19

25

9

６
唖
７
皿
ワ
雷
ワ
４
３
州
５

~

~

~

~

~

~

１
９
９
￥
０
”
０
４

“

￥

￥

３

雫

４

』

１

■■
■． ２

個

６

礫 ５
％

０７

２

羽

祠
詞
刷
ｌ
到
蝿

棒状楕円礫

稽…~円~ ~~礫
楕円扁平礫

阿…扁平礫

６
個
５
％

l

…7

14

4

９
》
ｑ
Ｈ
８
平
４

、
ｄ
叩
６
“
ｑ
〕
”
５

叱

ウ

舎

眞

〕

耳

１

’

’

山 ’
安山岩

再磨度T－諺應
9個(全伽3.9%）

個数｜百分率

単
礫
礫
礫
礫

乎

車

平

一
局
円
篇
扁

状

一

円

捧

損

楕

円

〔
ご
仰
旧
Ｑ
Ｊ
Ⅳ
扣

令

８８

２
率
７
轆
７
婚
２

１
“
３
恥
３
雫
１

５
声
○
済
○
戸
０

１
唖
３
釦
３
１

楕円礫楕円礫 100１
個
１
％

１１

亜
円

1

礫

~

~

~

~

~！’
１
個
０
％

０１

C－66－69

訂

山

看

ｌ

ｌ

ｉ

吾

灰凝

占

個喋数

５

個

鈴

〕

石

麻片

拙

d一楕円礫

e－楕円扁

g一円扁平礫

個 （間 数

5

固 数
砂岩

泥岩

爵弱了可 40.･印四（9）

C-66-69

’

図V-30 A'地区礫グラフ・表(4)

－48－

泥岩 27個(緋の11.7%）
円磨
｜

円

礫

８
個
６
％

９２；

９
個
４
％

１

叩

－~諺莨盲
棒状礫
鶴芙楕円礫
稽~~~~閂…~礫
楕円扁平礫

棒状楕円礫
楕円礫

楕円扁平礫
再~…扁平礫

個数
１
津
１
》
５
学
２1

１
３
皿
８
１~

百分率
３
呼
３

色
凸

５
５

３

部

２
~~

（
ｂ
局
○

○
二
綜
○

12． 5

3‘~7~~;".5
37． 5

12－ 5

片麻岩 74個(全 ｊ眺
率

２
分

呪
百

体

円磨度 形熊 個数
円

礫

亜
円

礫

47

個

63．5
Ⅳ

ワ
ー
陶
画
Ｒ
Ｊ
Ｗ
ｍ

２

粥

礫
礫
礫
礫
礫

円

乎

平

平

峠
艤
円
驍
扁

棒
樺
楕
楕
円

1頚犬楕円礫

稽~~円~~礫
楕円扁平礫
再~篇平礫

ソ
常
令
上
汽
ｂ
局
０
５

３

ワ
第
ｑ
馬
ワ
箒
４

1

３
副
１
唖
８
錘
２
６

~
~
~
~
~

４
恥
２
咄
２
帖
０
０

１

叩

７

１

7． 4
Ｑ
Ｊ
刀
哉
声
己

■

●

■

３
語
４
”
４

ｑ
ｖ
４
》
１

珪岩 4個(鮴01．7%）
円磨度
円

礫

４
個
０
％

０１

形態

楕円礫

個数
4

百分率
10（〕

チャート 23個(全伽10.0%）

~円磨度
円

礫

亜

円

礫

２
個
２
％

１

鬼

１
個
８
％

１

口

形態

礫
礫
礫
礫

円
哩
平
平

楕
円
扁
扁

状
醐
円

捧
楕
楕
円

楕円礫
楕円扁平礫

円扁平礫

個数
１
“
６
零
３
》
２

６
皿
２
Ｍ
３

百分率

8－ 3

50． 0

2.ちW…0
1…6~~:…~7~~1

５
岬
２
“
３

~
~
~

４
眼
８
》
７

５
》
１
叩
２

礫岩 ……砺

円磨度’ 形態 ｜個数｜百分率形態 個数 百分率

円

磯

１
個
０
％

０

楕円扁平礫 1 100

片岩 1個(雑の0.4%）

円磨度 形態 {固数 百分率

棒状扁平礫 1 100

石炭 1個(鮴の〔}､4%）

円磨 宝 形態 個数 百分率

１
個
０
冊

０

楕円礫 1 100

凝灰岩 3個(鮴01．3%）

円磨度

亜

円

礫

３
個
０
％
~

Ⅲ

形態

棒状楕円礫
楕~~~再…礫
楕円扁平礫

個数
１

》

１

１

百分率
３

僻

３

３

凸
申
■

８
３
３

３
郡
３
３

片麻岩 3個(全蜘27,3%）

円磨度

３
個
０
％

０１：
形態

楕円礫

~~~~~~~ ~~ ~~~~ ~~~~ ~~~~~楕円扁平礫

個数
１
吋
２

百分率

33． 3

6~~6~~:‘…7

泥岩 2個(鮴018.2%）

円磨度

円| も
剣､'“
~1 幻

形態

楕円礫

~~~ ~~~~~~ ~~~~~~ ~~~~~ ~~~楕円扁平礫

個数
１
』
１

百分率

50． 0

5.~0~ ~:.…0

砂岩 4個(鮴036.4%）
円磨度

４
個
０
％

０１副
形態

楕円礫

楕円扁平礫
円…篇平礫

個数
１
肌
２
Ｍ
１

百分率

Ｏ
Ｏ
Ｏ

叩
。
。
■
二

５
》
０
班
５

２
５
坪
２

凝灰岩 1個(鮴の9.1%）
円磨度

円 1

個

礫100

％

形態

楕円礫

個数

1

百分率

100

安山 岩 1個(全伽9.1%）

円磨度
円

礫

１
個
０
％

０１

形態

楕円礫

個数

1

百分率

100
~~
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図V-31 A'地区礫グラフ・表(5)
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度

個

C－67－50

個

個

C-67-50

耐甦誌
72個(f"41.1%)

｜ 個数｜百分率

↓
ｌ
叩
↑
~
~
卿
１

棒状礫

棒状楕円礫

"鶴災扁平礫
~精"~再…礫
楕円扁平礫

~ 円… 篇平礫 ’
０
石
學
醐
０
４
唖
０
華
３

ワ
菅
８
雌
２
”
の
二
》
９
入
ｂ

』

“

荷

二

》

４

苛

工

１
－
４
評
１
岬
１
》
４
華
８

》

顎

》

１

準

２

》

９
個

８
％ 100

亜

円

礫

~

棒状礫

棒状楕円礫

鶴涜扁平礫
楕…円~"~礫~
楕円扁平礫

球…"…~ ~…~~…~礫1
円扁平礫

２
瓦
月
１
》
ｑ
罠
５
》
１
》
２

■
・
●
・
■
・
申
・
■

●

■

８
局
。
》
４
率
９
“
１
雫
４
》
８

吋

上

即

ｈ

Ｏ

為

竺

叩

叩

７
，
，
胃
Ｑ
里
イ
ェ
冑
１
門
○
序
Ｉ

23

個

31．9

％

一

壜

嵯
一
職

安
一
園

禧－

－

7個(鮴の4.0%） ｜
｜ 個数｜百分率 ’

４
，
『
Ｊ
》
ロ
Ⅷ
凸
咄
９

■

。

．

“

岻
配
且
ｐ
Ｚ
７
８
“
４
》
７

＃

５

》

３

》

￥

１

“

５

２

全
１

回
醒
凧
魚
山
１
２
６
９

４

’

１

~

・

・

チャート 2 迦
率
一
β
β
７
７
－
２
５
葱

円磨度’ 形態

副’3楕円礫

’剛楕円扁塘鰯54.2球
｜ ％ ~円…篇平礫

亜]Ⅲ權普…鴬円 梱

45．8球 礫
確 ％

０

唖

０

０

７

》

３

■
■
守
■
■

０

”

５

５

６

“

３

５

“

２

２

６

￥

３

０
”
５
５

５

“

２

２

０

唖

０

０

ハハ

○O

qq
四し

７
》
３

棒状楕円礫

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~楕円扁平礫矧
關‘

３
個
９
％

２

ワ
宝
１

佃
泥岩

1 ’
ド
ー
レ
隈
Ｉ 一亀

個 チャート

C－67－60

個数

砂岩

儀芽畠吉ても 』

L鼻争鼻。
個数

5

陣“
個数

5

源
計

q

d｢J d l卜了憧 ９
国,鼻， に~ﾄ肩-1 。

戸〃面 詰一会，．『雪,,ハ

個

図V-32 A'地区礫グラフ・表(6)

－50－

片麻岩● 33個(鮴の18．9%）

円磨度

円

礫

２
個
０
％

３

打

形態

礫
礫
礫
礫
礫

一

円

平

羊

状
楕
円
篇
篇

搬

一

円

捧
捧
楕
楕
円

個数
１
石
乙
嘩
４
郵
７
靴
８

1

百分率
１
鴎
３
》
５
“
１
岬
５

凸
■
由
凸
。

３
《
６
“
２
鰻
３
２

１
扣
５

亜

円

礫

１
個
０
％

3

楕円扁平礫 1

泥岩 34個(鮴0)19コ%）
円磨度

円

穐

５

個

５

％

２

門

形態

棒状楕円礫
鶴炎扁平礫
精"~再"~礫
楕円扁平礫

球~…~~~ "~~~…~礫
円…"扁蜀醸

個数
３
韓
１
唖
９
平
８
千
２
唖
２

百分率

０
０
平
０
０
平
０
６

●
●
■
■
■

２
￥
４
“
６
“
２
癖
８
￥
８

１

晦

叩

３

釦

３

覗

埋

棒状楕円礫

精…再…~礫
楕円扁平礫

２
鵬
６
部
１
~~
22． 2

6 ~6 .』・~ ,7
i…i~~j….~i

珪岩 2個(雑の’’1%）

癖

１
個
０
％

０５馴
雛

形態

楕円礫

楕円 5掌
~~

個数
1

1

百分率

100

100

片岩 2個(鮴の1．1%）

円磨度
円

礫

１
個
心
％

０５

亜

円

礫

１
個
０
％

０５

形態

楕円扁平礫

棒状楕円礫

個数

1

1

百分率
100

100

凝灰岩 1個(鮴00．6%）

円磨度 形態 個数 百分率

１
個
０
％

０１

楕円礫 1 100



5 A'地区の調査

20～409･80～1009にある。チャートは20～409の間に集中し、 ピークは0～209にある。

c-66-70 :礫全体の形態の特徴は､横軸値0.23～0.70､縦軸値1.06～1.98付近に集中し､棒状礫・

棒状楕円礫・棒状扁平礫・楕円礫・円扁平礫がある。

砂岩は横軸値0.25～0.70、縦軸値1.06～1.90に集中し、主に楕円礫(27.8%) ･楕円扁平礫(40.3%)

によって構成されている。泥岩は横軸値0.27～0.65、縦軸値1.15～1.75に集中し、主に楕円礫

C-67-60

~

’一

亜『

~

|nh 11 油

I
~

B8低A'地区C67－60

a－棒状礫

b一棒状楕円礫

c－棒状扁平礫

。一楕円礫

e－楕円扁平礫

9－円扁平礫

100

個 固
片麻岩個

砂岩

~…愚而~Yg) 喝"-r5-T
C－67－70

に二二
個匿塵

伽27.3%）

C－67－70

個灘
チャート

5

聖鍔曙耐忠魎-両了

個数

5

－

）

~

卜

円磨度

円17

個

礫94.4
％

亜 1

円 M

5．6

礫 ％

７個４％
Ｍ１

１個６％
５

ｌ
ｊ岬

言
0．5％

~分率
棒状扁平礫

楕円礫

楕円扁平礫

円~…篇平礫

１
》
４
》
９
門
。

貝
Ｙ
甸
○
司
垈
碁
ｆ

叩

の

竺

牌

、

弓

●

工

９
班
５
》
９
曲
６

ー

楕円扁平礫 100

~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~
1

図V-33 A'地区礫グラフ・表(7)
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砂岩 89個(全伽3q~師
円磨度

円

礫

亜

円

礫

７
個
３
恥

６

石

２

個

７

％

２

型

形態

棒状礫
嶺対盲円礫
楕円礫
楕円扁平礫
円扁平礫
棒状礫

棒状楕円礫
ｷ詞犬扁平礫

精~ ~ 閂~…礫
楕円扁平礫

円

個数
１
》
２
》
８
》
５
》
１

１
雫
３
雷
１

~~

２
才
上
弛
２
》
１
嘩
睡
４

．

亜

』

軸

○

会

1

百分率
５
０
－
９
岬
２
４

~
~
~
~
~

１
９
魂
６
２
“
６

龍
２
“
５
龍
１

１
》
５
曲
１
軸
０
叫
和
２

北

や

亜

”

１

叩

■
凸
●
■

９
噸
４
雫
９
》
０
錨
・
韓
８

．

地

勢

岬

９

』

５

，

叩

１

泥岩 44個(鮴の19.6%）
ｦ磨度

円25

個

礫56.8
％

形態

棒状楕円礫
檸|犬扁平礫

楕円礫
楕円扁平礫
閂扇平曄

個数
ｑ
Ｈ
２
弓
’
六
ｕ
肩
４

百分率
０
》
０
０
》
Ｏ
班
０

２
８
８
６
６

１
》
》
２
”
３
￥
１

円

礫

９

個

２

％

１

３

礫
礫
礫
礫
礫

再

一

平

平

状
峠
一
円
一
賑
扁

捧
棒
精
楕
円

１
》
ワ
語
２
両
○
隼
１

~~~
1

３
５
－
２
上
８
梱
ｑ
〕

◆
や
●
■
凸

一
○
》
（
Ｕ
５
ｏ
芦
Ｏ
恥
貝
〕

１
配
６
”
１

~

片麻岩 57個(鮴の25.3%）
円磨度
円

礫

３
個
程
３
％

５

亜

円

礫

54

個
)4．7

％

形態

礫
礫
礫
礫

乎

羊

平

扁
閂
扁
扁

雌
硫
円

捧
楕
楕
円

棒状楕円礫
~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~ ~~楕円扁平礫

個数
４
》
６
池
４
唖
０

３
恥
１

１
恥
２

百分率
４
千
１
恥
０
戸
わ

７
“
１
吉
３
恥
８

１
恥
６
釦
１

３
』
７

~~

３
恥
６

３
叩
６

チャート 26個(全蜘11.6%）

円磨度’ 形態 ｜個数｜百分率円磨度 形態 個数
円

礫

６
個
５
％

１

Ⅱ

楕円礫

球 礫
円……扁平礫

13

…~ i
2

３
》
３
５

~
~
~

１
龍
６
“
２

８

叩

叩

１

円

礫

０
峠
個
５
％

１

舟

楕円礫

楕円扁平礫
円…扁平礫

６
唖
２
吟
２

60． 0

20． 0

20－ 0

珪岩 4個(鮴の1.8％
円磨度
円

礫

３
個
０
％

５７

形態

楕円礫
~ ~~~~~ ~~~~~ ~~~ ~ ~~~~~ ~~~楕円扁平礫

個数
２
唖
１

百分率

66 7
nm へ

00． 。

円

礫

１
個
０
％

０

楕円鯉 1 100

円

礫

亜

円

礫

２
個
声
７
％

6

１
個
３
％

３３

楕円扁平礫

楕円礫

２

1

100
~~

100

形態 百分率

カンラン岩 1個(全蜘0.4%）
円磨度

円 1

個

礫100
％

形態

楕円扁平礫

個数

1

百分率
100

メノウ 1個(雑の〔).4%）
円磨度 形態 個数 百分率
~1 1

~I 4

円｜ 個

劉1叩％

楕円礫 １

刑 岩 36個(鮴“0.9%）
円磨度

円

礫

亜

円

礫

７
個
０
冊

２

渦

９

個

０

％

5

形態

礫
礫
礫
礫
礫

平

一

平

平

状
扁
角
扁
扁

状

畢

恥

円

捧
捧
楕
楕
円

棒状礫

棒状楕円礫
棒状扁平礫

楕…~円""礫
楕円扁平礫

個数
１
》
１
坪
９
唖
２
帖
４

1

1

1

1

5

1

７
ヶ
ｆ
Ｑ
Ｈ
４
痘
只
〕

■
令
●
■
二

３
龍
Ｑ
ｖ
ｑ
Ｙ
４
》
４

３
識
４
“
１

１
》
１
幸
１
心
５
千
１

１
》
１
》
１
》
５
￥
１

１
吟
１
》
１
》
５
龍
１

翔
詞
四
■
照
畦

２
個
３
％

8

楕円礫

~ ~~~~~ ~~~~~ ~~~~~ ~~~~~ ~~~楕円扁平礫

１
伽
１

０
唖
０

０
０

５
噸
５

２
個
７
乳

２

Ⅲ

棒状楕円礫

棒状扁平礫
楕円礫

楕円扁平礫
両.".篇並鯉

１
帷
２
秤
７
０
雫
２

1

５
》
１
唾
８
や
５
平
１

凸
■
■
●

４
繩
９
》
１
咋
５
ゞ
Ｑ

~
~
~

串
峠
３
》
４

形態 百分率

チャート 9個(鮴の10.2%）
円磨度
円

礫

亜

円

礫

１
個
Ｆ
１
乳

１１

８
個
９
％

8

形態

楕円礫

楕円礫

~~~~~ ~~~ ~ ~~~ ~ ~~~~~ ~~~楕円扁平礫

個数

1

６
曲
２

百分率

100

７ R O

25． 0

片岩 1個(鮴の1.1%）
円磨度
円

礫

１
個
０
％

０１

形態

棒状扁平礫

個数
１

百分率

100
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(44.1％） ・楕円扁平礫(265％）によって構成されている。片麻岩は横軸値0.23～0.55、縦軸値

1.13～1.54に集中し、主に楕円扁平礫(55.5%)によって構成されている。チャートは横軸値

0.27～0.74、縦軸値1.12～1.70に散在し、主に楕円礫(66.7%)によって構成されている。

岩質ごとの形態別重量については、砂岩はO～1009の間に集中している。泥岩はO～809の間に集

中し、 上．－クはO～209にある。片麻岩は60～1009の間に集中している。 （鈴木信）

3） ガラス製品（口絵4－3，図V-34，表V-6)

ガラス玉

所謂アイヌ玉（トンボ玉）が6点検出された。玉は色や筋のつけられたガラス製小玉で、紐を通す

穴のあいた刺玉である。ガラス玉は、建材群の分布範囲を取り巻くように出土している。微細遺物の

ため、排土の水洗選別によって検出されたものが多い。

1は半分を欠損した、深緑色の丸玉に近い平玉である。 2は半分を欠損した、水色の平玉である。

3は半透明のうぐいす色で、丸みをもつ平玉である。 4は筋の切れ目をやや不規則につけた、 7房の

透明な蜜柑玉である。側面はやや丸みをもつ。 5は筋の切れ目をやや不規則につけた、 6房の少し濁っ

た白色透明の蜜柑玉である。側面はやや平たい。 6は半分に欠損した、深緑色の蜜柑玉である。筋の

切れ目はやや不規則であり6房と推定される。側面は他と比較して高く、不整形となっている。

低湿部から検出された玉は、昨年のガラス玉1風化した琉珀丸玉をあわせると計8点となる。また、

蜜柑玉（筋玉）は、筋の切れ目が不規則で少ないものが古いとされる。 5 ． 6はやや古手のものであ

ろうか。なお、 1 ． 2 ． 6は現在、奈良国立文化財研究所肥塚隆保氏に材質分析をお願いしてい

る。 （田口 尚）

g

Q⑧， ２

⑪

戸
凹
①

簿犠
鰯

⑪ ‘

~鮮轌
魎

叩 ‘ 0 5 c、

図V-34 A'地区ガラス玉

表V－6 A'地区掲載ガラス製品
値

重さ(9)

0．22

0．27

1．15

1．80

1．22

0．96

遺物

番号

二~1

局T

長さ(cm)

0．70

0．80

1．10

1．10

1．13

1 ．13

測
者篇図番号 称″

･仁1 発 掘 区
ｍ

、

ノ

、

ノ

、

ｊ

Ｃ

３

５

５

５

４

４

く

３

４

０

０

０

６

０

０

１

１

１

０

く

く

ｌ

盲
田

Ｉ 、
ノ

ーｎ

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

／

、

《

ｂ

一

．

、

旬

Ｉ

Ｑ

〕

、

５

ハ

Ｕ

さ

０

０

０

０

０

１

厚

奈文研材質分析

奈文研材質分析

平玉（丸に近い）

平 玉

平 玉

蜜 柑 玉

蜜 柑 玉

蜜 柑 玉

Ｃ

１

ｂ

ａ

Ｃ

Ｃ

勺

。

~

~

~

~

Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
Ｏ
〈
Ｕ
ｎ
ｖ
ハ
Ｕ

４
戸
０
ハ
ｂ
｛
Ｏ
八
ｂ
５

~

~

~

〈

ｂ

ハ

ｂ

７

門

Ｉ

可

ｊ

７

６
八
ｂ
（
ｂ
（
ｂ
八
ｂ
（
ｂ

~

~

~

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｇ

即

Ｇ

ｌ

Ｇ

ｌ

Ｇ

ｌ

Ｇ

１

２

３

４

奈文研材質分析、
｜
ハ
ｂ

戸、

、乙



5 A'地区の調査

4） 金属製品（口絵4－5，図V-35．36，表V－7、図版V-13．14)

A'地区全体では55点出土している｡金属製品の分布は調査区南側のc-67-50,c-67-60,c-67-

70に集中する。出土金属製品の中では鉄鍋が全体の61.8%と多数を占めている。また、中国銭はc－

67 50に4点出土しており今までにない傾向を見せている。

鉄鍋（1～13） ： 1は内耳鉄鍋。 口縁端面は内斜する。 口唇は、断面が玉縁に近い三角形で内側に肥

厚する。外帯は急角度に外反し、内面側の屈曲部分が段状になる。耳は断面が円形で割合と細し､。 2

は口縁端面がほぼ水平である。 口唇は、断面三角形で内側に肥厚する。外帯の屈曲はややゆるく段に

なる。 3は足付きの鉄鍋の底部。足は断面が楕円形で、面取りが施されている。 4は外帯と体部の境

目の破片。内面側の屈曲は1と2の中間くらい。 5は口縁端面がわずかに外斜する。 口唇は、断面が

玉縁に近い長方形で内側に肥厚する。外帯は急角度に外反し、内面側の屈曲部分が段状になる。 6は

口縁端面がほぼ水平である。 口唇は、断面三角形で内側に肥厚する。外帯の屈曲はややゆるく段にな

る。 7は鉄鍋の外帯部分をふくむ体部。外帯の屈曲はゆるく段は不明瞭である。 8は口縁端面が外斜

する。 口唇は、断面が三角形で内側に肥厚する。外帯は外反し、内面側の屈曲部分が段状になる。 こ

の鍋はほかのものに較べて重量があるので、鉄分の溶脱が少なかったのであろう。 9は口縁端面がほ

ぼ水平である。 口唇は、断面三角形で内側に肥厚する。外帯は急角度に外反し、内面側の屈曲部分が

段状になる。 10は口縁端面がほぼ水平である。 口唇は外側に肥厚尖りぎみにする。外帯の屈曲はゆる

く段は不明瞭である。段が不明瞭であること、外帯部分が肥大していることより吊り耳鉄鍋の可能性

がある。 11は鉄鍋の底部を含む体部。底部と体部との屈曲は明瞭で、 135｡位で交わる。底部は丸底。

この鍋も8と同様に重量があるので、鉄分の溶脱が少なかったのであろう。 12は鉄鍋の底部。 13は鉄

鍋の底部。

不明鉄製品（14．15） ： 14の両面には木質痕が着いている。刀子の茎か。 15はやや厚みがある。

刀装具(16･17) : 16は銅製の鮒(はぱき)｡ 17は銅製の縁金具。

不明銅製品（18） ： 18は非常に薄い。刀装具の一部か。

キセル(19～21） ： 19は真鋪製？雁首。脂がえしの湾曲が大きく、補強帯が付かないことから古泉分

類の雁首第II類Bに入るもの。使用による脂がえし背面のつぶれや打撃痕は見られない。ラウとの接

合部が少しつぶれている。20は真鋪製吸口で古泉分類の吸口第Ⅱ類B｡l9の真鋪製？雁首と組み合わ

されていたものか。21は真鐡製？吸口で古泉分類の吸口第II類B｡20よりもやや厚手で肩がはってい

る。 20の材質鑑定は赤沼氏による。

銭貨（22～27） ： 22は約兇が残存し両面も摩耗しているので、銭名は判然としないが｢天禧通寳」と

判読できる。北宋銭で1017年初鋳。23は｢景祐元寳｣、北宋銭で1034年初鋳。24は約殆が欠損してい

るが､面文の残りがよく文字が輪読の位置関係にあるので｢嘉祐通寳｣、北宋銭で1056年初鋳｡25は全

体的に摩耗しているので、銭名は判然としないが｢元豊通寳」と判読できる。北宋銭で1078年初鋳。

穿孔は垂飾に転用した際のものであろうか。 26は｢洪武通寳｣、明銭で1368年初鋳。 27は両面の腐食

が著しく、銭名は判読できなし､。

鉄釘（28） ：洋釘、重量があるので、鉄分の溶脱が少なかったのであろう。

薬莱（29.30） ：朝鮮戦争当時にアメリカ軍が演習で残したものであろう。 （鈴木信）
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A地区金属製品(2)

表V-7 A'地区掲載金属製品
|図番号｜金属番号 名 称 ｜調査区|遺物番号｜ 長さ × 幅 × 厚さ (c卿) |重量(9)|破片釧材賞’ 備考

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

プラマイルMV－l減圧含浸

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

プラマイルMV－l減圧含浸

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

パラロイドB72処理

インクララツク処理

インクララツク処理

インクララック処理

インクララツク処理

インクララツク処理

インクララック処理

インクララック処理

インクララツク処理

インクララック処理

ｲﾝｸﾗﾗﾂｸ処理

インクララック処理

インクララック処理

プラマイルMV－l減圧含浸

ｲﾝｸﾗﾗﾂｸ処理

インクララック処理

内耳鉄鍋口縁部

鉄鍋口縁部

鉄鍋底部脚付

鉄鍋口縁部

鉄鍋ロ縁部

鉄銭口縁部

鉄鍋胴部

鉄鍋口縁部

鉄鍋口縁部

鉄鍋口縁部

鉄鍋底部

鉄鍋底部

鉄鍋底部

不明鉄製品

不明鉄製品

金祖

縁金具

不明銅製品

キセル雁首

キセル吸口

キセル吸口

天禰通賓

景佑元賓

嘉佑通賓

元豊通賓

洪武通賓

古 銭

釘

薬 莱

薬 英

６

２

０

０

（

Ⅲ

〉

■

◆

３

翻

刈

葱

心

剣

⑩

剥

刈

５

５

５

１

４

４

３

２

８

７

７

７

１

９

３

３

７

６

５

２

０

４

９

８

１

４

８

１

２

２

２

２

３

２

２

３

３

２

２

３

３
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２
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5） 木製品・樹皮製品・繊維製品（口絵1～4，図V-37～89･132,表V－8～23、図版V-14～38)

遺物の分布密度は、建材群やその周辺に濃く、建材群と共に出土したものが多い。計測値及び樹種

は一覧表に記してある。ただし、樹種同定は、抽出した一部の製品の象しか行えていない。今後、継

続して実施する予定である。

早擢(1～5) : 1は柄が3つに折れた状態で出土したが、全長193.9cm、柄部長158.4cm、柄部

径3.4cmの完全な状態に復元できた。水掻部は肩の張出す幅広の形態で、断面は凸レンズ形である。

水掻部の長さ35.5cm，幅14.lcm，厚さ2.5cmで、柄に近い表裏にアイヌ文様が彫刻が施されてい

る。表面には、 メカジキの長い吻体を柄側に向けた全体像が精密な線刻画として描かれている。最初

に胴部から尾鰭を描き、後で背鰭などをつけている。線刻画の大きさは長さ22.9cm、幅6.8cmで、

背鰭が短く、腹鰭がないことからメカジキと確認できた。水掻部の先端部は尾鰭部分から剥がれ、欠

損している。断面の厚さから後1～2cm程度長くなると考えられる。また､柄部末端に近い部分には

2本組の短刻に挾まれた「X」字状の祖印（イトクパ）が刻まれている。末端部は断面長方形でやや摩

耗していることから、擢握部が装着されていたと考えられる。木取りは板目で、樹種はサクラ属であ

る。柄部が非常に長いことから外洋型ともなる板綴舟等の舟の權と考えられる。 2～4は水掻部の肩

が張出す形態の擢の破損品である。 2は1のような形態の柄と水掻部肩部分の破片と考えられる。 3

は水掻部の肩から柄にかけての破片であり、表面が炭化している。 4は3と同様の部分で、他に比べ

て厚い。 4の樹種はスギ属であることから和舟の擢の可能性もある。 5はほぼ完全な形で出土した、

肩のない細長い水掻部の早權である。水掻部の先端をわずかに欠損しているが全長143cm、柄の径

2.9cm､水掻部幅6.5cmである。水掻部は全体の中央部付近から水掻部先端に向かって平坦面が徐々

に削り出されており、断面は隅丸長方形となっている。水掻部の表面には削り出し時の工具の刃傷痕

が多数残存している。柄部末端は細い楕円形で、わずかに摩耗していることから權握部が装着されて

いたと考えられる。樹種はコナラ属である。 6は肩の張出さない細長い水掻部の破片である。水掻部

は柄部を削り込んで作出している。水掻部の断面は凸レンズ型である。 7 ． 8は肩の張出しのない細

長い早擢あるいは車權の水掻部の可能性がある。表面には削り出し時の工具の刃傷痕が多数残存して

いる。

車擢（9～13) :いずれも軸差込孔から欠損した柄部分であり、断面は隅丸の長方形となっている。

9 ．10は軸差込部が幅広となるものであり、軸差込孔が2か所に存在する。軸差込孔は使用により表

裏で径が異なり、断面が円錐台形となっている。 9は縦方向に割れたもので、 2か所とも径約3.0cm

と推定される。10は9ほど軸差込部が幅広とならない。軸差込孔は欠損した方が径約3.0cm、その上

が3.5cm×3.0cmの楕円形となっている。 ll～12は柄部から徐々に軸差込部が幅広となるものであ

る。軸差込孔は1か所と推定される。11の柄部は残存している。軸差込孔は径約3.8cmと推定され最

大である。 12の軸差込孔は径約2.6cm、 13の軸差込孔は径2.8cmと推定される。木取りは2か所に

軸差込孔のある9 ．10が板目で、 lか所の軸差込孔の11～13は柾目である。

擢柄握部（14～16） ：早擢の柄末端に装着される握部で、形態が「T」字形となるものと「Y」字形

になるものがある。 14は「T」字形である。柄挿入部は長方形で、表裏から目釘が打ち込まれ内部で

交差している。 15は片側端を欠損した「Y」字形である。柄挿入部は長方形で上部がやや狭くなって

おり、 1本の目釘打ち込まれている。側面には2本組の縦、斜めの短刻と「X｣字状のイトクパが刻ま

れている。 16は緩い「Y」字形であり、柄挿入部は長方形であったと推測される。

舟あか汲み(17･18) : 17は先端部を欠損する。一木を横木取りして汲みだし部から握部までを割り

出している。表面及び内面に誉'｣り及び削り痕が顕著に認められる。握部の断面は長方形である。器厚
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が厚く、底面が丸いことから動物の餌入れ等の可能性もある｡18は1/3程を欠損している｡側縁は｢く」

の字状に斜めに立上り、欠損した尾部に向かってやや厚みを増す。内面の奥に小さな炭化部分がある。

開口部は器厚は薄く、側縁部及び裏面の縁辺は斜めに摩耗している。当初は箕と考えていたが、小型

で開口部の幅が狭く、欠損した尾部に握部が付く可能性もあるためあか汲みとした。

矢中柄部（19～22） :19の先端部は鉛筆先のように、円錐形に削られている。胴部の返しのある平坦

部には、 「X」字状のイトクパが刻まれている。 20．21の断面は丸く、尖端部に向かって徐々に細くな

る。尖端部は使用により摩耗し、薄く剥げている。 20の茎部は一段細く作出され、装着による摩耗が

認められる。 22は断面が角形となるものである。茎部は胴部から鋭く作出されている。

矢柄部(23) : ｢U」字状に扶られた矢筈部を残す矢柄である。樹芯をもつ丸木の表面を研磨したも

のである。先端部は刃物により切裁されており、樹種はモミ属である。

弓状扶入付製品(24） ：丸木材の両端部及び中央部に挾りがある。中央部の決りはやや平坦となって

いる。上端と中央部は同一面が扶られ、下端部の挟りはそれらと約90.ずれている。当初は、仕掛け弓

の弓部を想定したが、樹種がモクレン属であることから別の用途を検討する必要がある

挟入付Y字状製品(25) : ｢Y」字状の枝材の両上端・下部に決りがあるものである。挟りの裏には

平坦面が作出されている。上端部は稜を落すように削られ平坦となっている。Y字下部の先端は粗く

削りだされ緩い鋭角となっている。

挟入付半割股木製品（26） ：股木材のつけ根を半裁し、下端部にコケシ頭状の挟りを作出している。

下端部には巻縛った痕跡が認められる。上端部は欠損しているが、表面の面取り調整と摩耗が認めら

れ、何かに装着したと考えられる。

回転式離頭話中柄部(27～35） ： 27．28は一本式の中柄である。尖端部の断面はいずれも楕円形であ

る。基部は槍部と密着させるための平坦面が削りだされ、樹皮や紐などで固定するための挟り部が作

出されている。 27の尖端部は摩耗し、 28の尖端部は折損している。鈷先を装着し、漁に使用された痕

跡であろう。~29は同様の中柄である。尖端部の断面は円形で、基部には挟りのほかに短刻が刻まれて

いる。基部は極端に短く、意図的に切裁された可能性がある。 30･31は二本組合式の中柄である。尖

端部の断面は円形である。基部の密着面は平坦で共に扶りが廻り、表面に刻目列が付けられている。

縛った紐などがずれないように工夫したものであろう。30の尖端部は摩耗し、31の尖端部はわずかに

欠損しており使用痕と考えられる。 32．33は形態が中柄部に似た粗い作りのものである。 32の基部に

は紐を巻きつけた痕跡が認められる。 2点とも非常に細く、ヤス等の可能性もある。34は尖端部を欠

損しており、基部に刻目が付けられている。 35は回転式離頭鈷中柄部の二本組合式の片側のミニチュ

アである。表面にイトクパのような「H」字状の刻みが認めれらる。

回転式離頭鐇指掛部(36） ：柄部の最後部に装着される指を引っ掛ける部分である。鈷を投げる際の

支点及び力点となる。

回転式離頭銘柄部(37） ：一端を欠損し、表面の劣化が著しい。上部に中柄部を接合するための表面

加工とコケシ頭状の加工が認められる。

魚突き鉤台部(38） ：石突き部分は一段細く加工され、模が打ち込まれている。石突き部を保護する

ために鹿角や金属製のリングがはめられていたと考えられ、その下部には樹皮などが巻かれていた痕

跡が認められる。先は使用によりややささくれ､斜めにつぶれている。鉄鉤が乗る舟部分は､長さ10．5

Clm、深さ7mmで、上部に径7.5mmの孔がある。舟部直下に紐がずれないように浅い段が作出され

ている。基部には平坦部を作出し、柄との接合面としている。表面から側縁にかけて、樹皮や紐で柄

部と固定するための幅2cmの帯状の浅い決りがある。
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柄･棹との接合部（39～48） ：魚突き鉤台部または回転式離頭鈷中柄の柄や棹との接合部（基部）で

ある。いずれも柄に装着するための扶り部と裏面に平坦面が作出されている。挟り部は40･44～47の

ように帯状となるものと39.41～43のように両側縁だけの扶りのものとがある。41には扶り部の下に

斜めの刻目がある。 48は扶り部から切裁されている。

鉤形木鍬(49～51） ：股木を利用した木鍬である。 49は先端部のみを削りだしたもので、先は使用に

よりやや摩耗している。上部や下部は切裁下したままの状態で、表面に樹皮が残る。 50は表面の調整

加工が丹念に施され、握り部分がやや細くなるように加工されている。先端部には使用により摩耗し

ている。 51は柄部が欠損している。 49同様に先端部のみの加工である。

小刀柄（52.53） ：いずれも縁部を欠損し、緩く湾曲した柄部の破片である。断面は楕円形で、柄頭

は斜めにやや細く削り出されている。

小刀鞘（54） ：二枚合わせの鞘の片側と思われるものである。表面に径1.4cmの巴文が非常に細い

線で刻まれている。

小刀樹皮製鞘(55） ：一枚のシラカンバの樹皮を短軸方向に1回折り重ねた後、 さらに長軸方向に1

回折り畳んで鞘としている。縁は16か所の穿孔部を縫合し、さらに凸部は2か所の穿孔部を縫い留め

ている。数か所に縫合のための撚紐が残存していた。

鞘部材(56） ：山刀等の鞘板と考えられる。表面の上部と下部には樹皮などで鞘を縛り、固定するた

めの幅約l.lcmの帯状の溝が掘り込まれている。

鞘帯執部（57） ：山刀等の鞘にサクラの樹皮等で装着し固定された、帯に引掛ける突起部分である。

装着面には、上下にイトクパと考えられる「γ」字状の線刻が施されている。

縦槌（58～61) : 58･59は柄を挿入する槌頭である。 58は角形の断面の槌頭で模の打ち込まれた長

方形の柄が残存している。 59は丸形の断面の槌頭で模の打ち込まれた角形の柄が残存している。 60･

61は股木を利用して、幹を頭部、枝を柄としている。両端の敲打面に使用痕が顕著である。

横槌(62） ：丸木を横長に粗く面取り加工し、敲打部から比較的滑らかに柄部を削り出している。敲

打部には、つぶれや摩耗等の使用痕が認められる。

台木（作業台） （63.64） ： 63は敲打部から柄部を一回り細く削りだした横槌の形態である。敲打部

には平坦面が作出され、平坦面には鉈等の切裁具を使用した切傷痕が多数残存する。64は厚板の平坦

面中央に、小刀・鉈等の刃を打ち当てた無数の線状切傷痕が残存する。俎板の可能性もある。

木製発火具（65.66） ： 65は長さ7.8cm、 'i1昌1. 4cmの断面平行四辺形のヒキリ板である。摩擦面

と板底面が水平となるように加工しており、 「V｣字状の刻みのあるヒキリウスが板にたいして斜めに

3か所に認められる。lか所は発火前に加工された摩擦中のヒキリギネの脱落防止用の凹み痕であり、

中央2か所はウスの底面の周縁が凹み、中央部が盛り上がる断面となっている。アジサイ属等の髄の

軟らかな樹種をヒキリギネとして使用した結果と考えられる。 ヒキリ板の断面の形状からキリモミ式

の可能性が強い。 66は両端を欠損したヒキリ板である。いずれも樹種はイヌエンジュ属である。

炉鉤（67～71) : 67はコケシの頭状に挟りだされた板材のものである。 68･69は表面加工された股

木材のものである。68は鉤部分の周辺が炭化している。70は表面に樹皮を残す､股木材のものである。

上部は節目のためやや太くなっている。 71は角材の下端部を、鉤状に挟り出している

扶入付有孔板製品(72） ：上端部に角孔あけられ、下端部は両側縁から扶られている。角孔に紐を通

して挟り部に縛り、材の上下で炉鉤に付けられた紐の長さを調節するものであろうか。

燈火用筒状樹皮（73） ：筒状に巻き縛られた炭化したシラカンバ樹皮である。

燈火用樹皮挾木(74～77） ： 74は丸木の表裏に平坦面を作出し、上部から割裂いて模を挾んでいる。

｜
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75～77は丸木が割裂かれ、割れ口の内面から表面にかけて炭化している。

有孔棒状製品（78） ：棒状の丸木材の両端の表裏を決り、角孔が開けられている。

有孔板製品（79） ：楕円形板材の上部には円孔があけられ、下部に角孔があけられている。

曲物・折敷片(80～88) : 80･86は薄い柾目板である。曲物が伸びたものであろうか。 81は折敷の

板で、サクラの樹皮が縫い込まれている。 82．83は曲物の薄い柾目板の破片で、木釘が残存する。表

面に切傷痕が多数認められる。 84．87は薄い板目板であり、 84には側面に木釘穴がある。 85は木釘の

残存する柾目板である。 88は柾目板で木釘穴がある。

桶･樽（89～110) : 89は樽の蓋で円孔があいており、側面に目釘穴がある。 90～94は桶ないし樽の

蓋あるいは底板である。90は柾目板であり、側面に木釘が残存する。91～94は板目板であり、 94の表

裏は炭化している。 91．93の側面には木釘穴があり、 94の側面には目釘が残存する。 95．96．98．99

は木釘穴や木釘の残存する桶ないし樽を再加工して細くしたものである。97は表面加工の粗い樽の底

である。 101は柾目板であることから桶の側板片と考えられる。 102～110は板目板であることから樽

の側板と考えられる。 103は内面に焼痕と底板をはめた痕跡が残る。 104．105は口が開く桶と考えら

れる。 107～110は側板を再加工し、 口縁部分を残した破片である。

把手(111～113) : 111は湾曲した丸木の両端をコケシ頭状に決ったものである。樹皮製容器の把手

部分と考えられる。 112は曲物の容器の把手部分であり、両側とも挟り部分を欠損している。 113は端

部に決りがつけられた把手状のものである

栓(114～127) : 114～116は縦断面が円錐台形となるものである。頭部と挿入部の先が平坦となり、

樽の鏡板に差し込まれたものと考えられる。117～127はコケシ頭状の握部と挿入部に分化したもので

ある。酒樽等の栓の可能性がある。 117.119.121｡123～127は頭部直下の挿入部が摩耗しやや細くなっ

ている。120は挿入部の先端部が摩耗している。122は軸部分の面取り加工が顕著であり未製品と考え

られる。なお、 コケシ頭状の握部と挿入部に分化したものは、車權受軸部の軸部分の可能性も考慮し

なけれならない。

杓子（128.129） ：杓子の皿状頭部の破片である。 129の上部には小孔が認められる。

箆(130～134) : 130～132･134は溌形の箆と考えられる。 130は先端部を欠損し、両側面に2か所

の刻みが認められる。 131は端部が角棒状となる細身のもので、箆先を欠損している。 132は丹念に面

取り加工され､箆先が片刃となるように削り出されている。133は左右比対称なしゃもじ形のものであ

る。早擢のミニチュアの可能性がある。 134はミニチュアである。

箸状製品(135～179) :用途や機能を限定したものではなく、箸、刺し串、楊枝、かんじきに付けら

れる横軸等が含まれる可能性がある。全面に面取り加工を施し、幅･厚さ（胴部最大径）は0.5cm以

上1.5cm以下で、その比が1.5以下となる断面が丸形に近いものを取りまとめた。

A～C類の3タイプ．に便宜的に分類した。 さらにA類は3つ、 B類は4つに細分している。

A類(135～152) :所謂両口箸で、胴部を太くして両端に向かって徐々に細く削ったものである。AⅢ

類（135．136｡138～140･144･146)は両端部を平らにしたもの、A2類(147～152)は両端部を細く

尖らせたものである。A3類(137．141～143.145)は一方の端部を平らにし、 もう一方の端部を細く

尖らせたものである。

B類（153～175) :所謂片口箸で、端部の一方（基部）が太く、 もう一方（先端部）を端部に向かっ

て細く削り出したものである。B｣類(153～157)は基部端を削り尖らせたもの、B2類(158～163)は

基部端を平らに削ったもの、 B3類(164～169)は基部端を丸く加工したもの、 B4類(170～175)は基

部端を斜めに削ったものである。
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C類：胴部と両端部がほぼ同径で寸胴箸となるものである。A･B類の中に近い形態のもの認められ

るが、材を削りだした明瞭な寸胴は確認できていない。ササ属やアシ属等を切裁し、寸胴箸としたも

のがある思われる。端部を欠損したり、腐朽したものが多く明瞭なものを確認できていない。

D類(176～179) :先端部のみを鉛筆先状に削りだしたものである。かんじきの枠の小孔に差し込ま

れる横木の可能性がある。

断面の形態は、当初の素材形態、加工度、部位によって異なる。樹種はこれまで同定からスギ属と

アジサイ属に大きく2分されている。割裂性の良いスギ属等の針葉樹材の木取りでは、柾目取り及び

板目取りとなるものが多く、桶や樽の材を細割し再加工したものと考えられる。アジサイ属の木取り

では1/3～1/4割取りが多く、枝材等を蜜柑割したものと考えられる。いずれの属も形態を整えるため

に稜線を削っているものが多い。

串状製品(181～202) :箸状製品と同様に用途を限定したものではない。刺し串、挾み串、竹串に似

る極端に細いもの、扁平．幅広のもの、加工の中心が尖端部分となるもの等をまとめた。幅･厚さ（胴

部最大径)が2.0cm以下で、比は1.5以上のものである。断面形と尖端部加工を中心にA～H類の8

タイプに便宜的に分類した。

A類(181)は焼き鳥串ほどに細く面取り加工したものである。B類(181～185)は断面形が長方形

のものである。184は先端が斜め削りである。185は非常に長く先端部に焼痕が認めれれる。C類(186･

187）は先端部を尖らせずに、 2面削りで薄く幅広にしたものである。D類（188～191)は断面形が扁

平な楕円形となるものである。 E類(192～193)は断面形が半円形となるものである。 F類(194～196)

は断面形が扁平な多角形となるものである。G類(197～199)は丸木材の尖端部のみを鋭く削り出した

ものである。 199は上先端が2面削り、下先端1面削りである。 H類(200～202)はタケ･ササを割裂

き、薄くしたものである。樹種の選択は箸状製品同様である。

木玉（203） ：中央が穿孔された算盤玉形のものである。表面に放射状の削りが認められる。

根付･緒締等（204～206) : 204は表裏の大きさの異なる滑車形のものである。加工形態が段状とな

ることから、火口あるいは煙草入れの嵌め込み式の蓋の可能性もある。205は柾目板の断面を楕円形に

加工し、小孔を穿孔したものである。両端は水平に加工されている。206は丸木の表裏を削り、断面を

楕円形に加工している。両端は水平に加工され、樹芯部が穿孔されている。

下駄状製品(207) :上面観が長方形となる両歯を有する連歯下駄の半損品であろうか。鼻緒孔がな

く、製作過程あるいは作業台の可能性もある。横木取りされ、歯の下部が樹芯部となっている。

円板（208） ：表裏が平行面となるように平坦に加工されている。

宝刀ミニチュア(209) :わずかに反った刀鞘部分で、柄部分は欠損する。表面には栗形や返角を模

したと考えられる凸部が浮き彫りされ、 「8」の字形、頂点が向いあった大小の扇形等の文様が彫刻さ

れている。裏面には文様がない。鞘尻は山形となるように、削りだされている。

木幣(210.211) : 210は下端に快り部の付けられた角棒状の材である。削りかけは残っていない。

両側縁の稜線には、斜め下から上方向に、 2.5～4cm程の間隔で切り込みが連続している。 211は平

坦な頭部をもつものである。頭部の直下には、下から上方向に薄く削った痕跡がややめくれ上がった

ように多段となってめぐっており、削りかけの痕跡と考えられる。軸部の断面は八角形に近く、下方

の裏面に平坦面が作出されている。

短刻付製品(180･212～218) : 180．213は箸状の材に二本組の短刻が斜めに付けられる。 213は短

刻が二段付けられており、二本の目釘が残存する。212は斜め二本組の短刻を挾むように水平の短刻が

めぐる。214の端部側には二本組の短刻が水平にめぐる。215は丸木の正面と横に約5mm間隔の短刻
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列が二列ある。暦や算木の可能性がある。216は頭部に水平の短刻がめぐる。217は頂点の向い合う大

小の扇形等の文様が彫刻されてる。 218には細い短刻列がある。

ピン状製品(219～223.234～242) : 219～223は太い端部側から尖端部に向かって全面を粗く削りだ

したものである。 219は丹念に調整加工されている。220.221の断面は角形である。 223の先端部はや

や幅広い。234～242は先端のみを削りだしたものである。236～238は平らな削りだしにより模形の尖

端部を作出している。 239は長い削りにより尖端部を作出している。端部には切傷痕が多数認められ

る。御座を止めたり、獣皮を引き延ばすときの止め針のようなものであろうか。

軸状製品（224～233） ：224～228.230は太い端部側から先端部に向かって丹念に削り細くなるもの

である。 224．226．228は断面が楕円形となるものである。 227．228は端部に摩耗痕が認められる。

断面の丸い225．227は車擢受部の軸の可能性がある。 229･231～233は中央部から両端部に向かって

徐々に細く加工されている。孔等に挿入し、何かを鑿いたものであろう。

模付製品（243.244） ： 243は断面の丸い軸状の木製品に模が打ち込まれたものである。 244は角形

の頭部に模が打ち込まれたものである。軸部の断面は七角形である。

模形製品（245.246） ： 245は先の丸いものであり、断面は半円形である。 246は先の鋭角に尖るも

のであり、断面は長方形である。いずれも端部に敲打痕が認められる。

方形頭付丸棒状製品（247～251） ： 248.250.251は方形の頭部の角孔に木釘が残存するものである。

248の頭部直下は摩耗により細くなっている。 247．249は角孔のないものである。

有孔丸棒状材（252～255） ： 252は上端部に三角形の小孔がある。 253は上部の表裏の平坦面に縦長

の角孔があり、下端は炭化している。254は上端部の表裏に溝があり、円孔と繋がっている。欠損した

下端部には、溝が認められる。 255の上端部は断面楕円形で小孔に木釘が残存する。

挟入付丸棒状材（256～261．263．268．270･281．291) : 256～261．268はコケシ頭状の扶りのある

ものである。259は瘤状に加工されている。261は丹念に面取り調整されており、再加工された弓の筈

部の可能性がある。 263は茸形の頭部をもち、下端部に孔が開けられていた痕跡を残す。 270．291は

杭状の材を扶って鉤形としたものである。 281には一方向からの深い扶りがある。

挟入付割棒状材（264.267.272.283） ： 264．267は半割材にコケシ頭状の挟りがある。 264の表面

は丹念に面取り調整されている。 272は偏割材の端部を溝状に挟ったものである。

扶入付楕円棒状材(265.277.279） ： 265の端部は山形に削られており、挟りは一面だけである。 277

は側面から扶られ、両側面に平坦面が作出されている。279は幅のある側面部分に挟りがある。283は
両側縁が決られている。

扶入付蒲鉾棒状板材（266） ： コケシ頭状の挾りのある丸棒状材を縦に切裁したものである。

扶入付角棒状材(262･269･271．273～276･278･280･282･284) : 262．271は端部にコケシ頭状

の挟りがある。 269．274は隅丸長方形の材の端部を瘤状としたものである。 273は下端部が側面から

決られている。 275は表裏に平坦部を作出し、頭部としている。下端部には焼痕が残存する。 276は斜

めに溝状の扶りがある。 278は表面中央部に角形の挟りがある。 280は下端部に「V」字状の扶りがあ

る。 282．284は平坦面の作出により階段状となっている。

凸形頭付丸棒状材(285） ：端部周辺に数か所の平坦面を削りだし、一回り細い凸形に加工している。

角孔付丸材(286～289） ： 286は端部表裏に平坦面を作出し､横長と縦長の角孔を開けている。下端部

は炭化している。 287～289は角孔部分から切裁された縦槌頭部の可能性がある。

扶入付角材(290) :上端部に角形の扶りがある。下端部は炭化している。

丸棒状材（292～300) : 292の上端部は炭化している。 293は上端部の平らな杭状製品である。
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295～297は丸木材で、回転式離頭銘や魚突き鉤等の柄・棹の可能性がある。 298は上端部が湾曲して

いる。 300は裏面と両端部に平坦面が作出されている。

角棒状材(301～303･306) :断面が多角形になるものが多い。 301は平坦面に加工時の刃傷痕が多数

認めれる。 303は六角柱に近いものである。

楕円形棒状材（304．305･307．308) : 304．305は面取り加工時の刃傷痕が多数認めれる。 307は上

端部と下端部に炭化部分がある。木取りは柾目となるものが多い。

紡錘形棒状板材(309～312.324) : 309の表面は炭化し、裏面の下端にも炭化部分がある。 312は上

端部に小孔がある。下端部は表裏から切出されており、箆の可能性がある。324には加工時の刃傷痕が

多数認めれる。木取りは柾目となるものが多い。

蒲鉾形棒状板材(313～323) : 313･314は端部の尖ったものである。 316～321は端部が角形となる

ものである。木取りは柾目となるものが多い。 322は半割材である。 323は板目である。

薄柾目棒状板材(325～327） ： 325の下端部は斜めに削りだされている。 326の上端部は幅広である。

竹材（328.329） ： タケを偏割し、内面を削っている。表面に刃傷痕が多数認めれる。

有孔板材(330～345) :表面に加工時の顕著な削り痕が残存し、角孔の開けられたものが多い。

330～342は角孔の開けられたものである。角孔はどちらか一方の面から開けられたもので、孔口の大

きさが表裏で異なる。333.344は角孔と側縁に挟りがある。335.339は角孔部分を破損している。337.

338はわずかに湾曲し､板の中央に削り痕による稜線がある。滑走式の回転式離頭鈷のスキー状板の可

能性を考慮する必要がある。340には円孔と角孔の両方が存在する。342の角孔は樹皮あるいは紐など

で縛られた痕跡を残し、楕円に近い角孔となっている。裏の半分程が炭化している。341は台形の厚板

に左右対称に角孔が配置されている｡343の図中丸破線部は角孔痕とも考えられ､角孔が配列もってい

た可能性がある。 341．343は舟等の構造材の一部と考えておきた↓､。

挟入付板材（346～355） ： 346は上端部に突起部作出され、側縁に2か所の扶りがある。 347は薄い

板の側縁に小さな刻み認められる。348は角孔部から欠損したものである。351は曲物把手部の挟り部

破片と考えられる。 352は板の隅が角形に加工されている。 354は長辺側に突起が付いている。

348～350･353･355は側縁に決りがある。 350は曲物の把手部の可能性がある。

板材（356～363） ： 356～361．363は柾目板である。 362は柾目板である。 359の側縁は丸い。 362．

363は炭化している。

建材（364～372） ： 364～366は枝分かれ部を受部とした柱材と考えられる。 367～369は上端部を欠

損するが鋭角な先端部をもつことから柱材と考えられる。367の表面には浅い扶りがある。369の太い

中央部は面取り加工され､刃先の傷痕が多数認められる。370は鋭角な尖端部を持つことから柱材と考

えられる。 371．372の先端部角度はやや緩く、垂木や母屋材の可能性がある。

両端杭先状加工材（373～380･382～384) :両端部の先端角度が緩く加工され、長さは45～60cmの

範囲に纒まりがある。各種建材の補助木の可能性がある。また、378のように上端部には斜め上方から

の切蔵痕が多数認められるものがあり、建材の長さ調整のために切り落された部分かもしれない。383

には刃傷痕の多数残る平坦面が作出されてし､る。 384は長さ28.3cmと短い。

杭状材（385～388） ：先端部は鋭角で、端部には斜め上方からの切裁痕が多数認められる。

枝切痕材（381.397） ：枝払いされた材で、切り口は鋭角な－面削りとなっている。

木端（389～393） ：建材や各種部材の長さ調整のために切裁され木片で、多数の切裁痕がある。

炭化材（394～396） ： 394は丸木材の上端部が炭化したものである。 395は1/4割材の下端部が炭化

している。 296は偏割材の上端部が炭化している。

－62



5 A'地区の調査

|I⑪-|," | |-

Ll

｜ l
Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

１
ｊ

Ｉ

Ｌ

１

ｌ

ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
ノ
ノ

ー

ｌ

‐

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

ｉ

Ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

|’
l l l｜

！

~

~
I

｜

’
’ ’

｜

’

1

1

| ’

~~
｜ I

’○
Ｉ

Ｊ

Ｉ
~

I
IW」｜

’

I

’

一

~

’

魁

川
’1』

／

Cm

'1
ｎｒＣＯ

ｌ

１厘
〕
‐

ｎ
〕
１
１

’○
1~／
、〆／ ～~Ⅱ' ’

1~
l

I
ll

l
lll
W|

ﾉﾉﾉ’ I
~

~

１

１

１

１

」 ＝ベ、
＝

『/1
一

~

’
1

一
一

図V-37 A'地区木製品(1)

－63



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

｜

I｜ ’
0－' '1－

◎
０

‐

-III-○

|'.‐

’

＜二＞

Ⅲ

Ⅱ

咄

豈

Ｉ

Ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

○一

くこ＞

I
6

○

| I

~

~

／

○-1 1-

~

皐

~

ー
~~ ~ ~ ~~~ ~

Ⅱ
3

Ⅱ

’
’

一一llRﾆﾙHI- l l l

0－
~

I

’ ~~
伽

、 綱,l
＜7~ﾌｰﾌｰｱ7~ﾌフー ~

、＝－つ一

’

と－ ー＞－
4

~

| ’ ／ 5I

瞳炭化部分
以下同様

図V-38 A'地区木製品(2)

| ’ 8

－64－



5 A'地区の調査

’

ｈ
Ｉ
Ｈ
Ⅱ
川
Ｕ
Ⅱ
○

弓
⑪

刃
０
章 ~~

b、
田』

10

''1
○

○

○

鋤

~

~

｜ ’ ｜ ｜
○

皿皿

’~

13）
州

－
１ ~

｜ ’
11

12

0cm

｜
’

一

○弓Ⅲ
｜ 一’ ’

一
一

霊
｜ ｜ ’

誰 一
一
一
一
－

’
－
１

師
｜ ｜ ’ ｜ ’

~

~

｜ I
｜ ’ 14

の②

③
1－

15二

9 5 1pcm
~

16~

図V-39 A'地区木製品(3)

－65－



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

’

|/~、へ’
~

上 ｜ ’

~

’

Ｉ
４
Ｌ

I
－
１

Ⅶ

I
、

／
ノー田

、
Z

達三二妻 17
一

一

~

～

一

下庵<〉
’

1
ハI

Ｉ
~

１

‐

I

’
I

I１

Ｉ

ノ

ー
’

１
１

I｜ I

I

~

I
’
1

1

1
1
~1

1

1
~1

一1三一

'1
I

一

１ｎＣ
八
〕
０
１

１・
、

｜

〈
Ｕ
１

~

図V-40 A'地区木製品(4)

－66－



Ｆ
へ
』 1'地区の調査

| ’ | I｜ ’
⑩

○○

~

○

◎

○

~

○O_
~

~
~

~

~ ~

~~

O_

◎

３

~

19 20 21 22

nH

撫
ハ へ i7

L

甦）

○～○ W釧一
1
11

11

’
～

1m
へJ/か

I
、

Ⅲ
1

~

一

ノ1

帥
'1~

l l

W
、

餅ルu
}!!|1

| I| Y '
l ハ／

1帖‘

~

⑧
慨｜
A創りIﾙ
Wlﾘli

U ‘『’

~

’
、

、

）

＃
一

J

~
~

熟 ’
I ll

〃
| 、7－尻

~
~

|面
25〆

画、|| ’
ｏ
ｊ
ｌ
Ｊ

Ｍ
佃

峨
Ⅱ
Ⅱ

1

。、~~

"’

|I C-鰯一
26

0
1 c、

24

図V-41 A地区木製品(5)

－67－



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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A'地区の調査５
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美を8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査(平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美を8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美点8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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V美を8遺跡低湿部の調査（平成3年度
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5 A'地区の調査
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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5 A'地区の調査
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刃V-89 A'地区樹皮製品

縄･紐(398～405) : 398はみつあみ状に編み込んだもので、背負紐等の編み方と同様である。 399は

LR撚りの紐である。 400～403はLR撚りの縄である。 404．405は縄の結目であり、下駄等の鼻緒の

結目であろうか。

樹皮製品(406～428) : 406～426は細帯状樹皮で、大きく次の4種に分類できる。頭部挿入式

(406～410)はコケシ頭状に加工された端部を、菱形孔のあるスリットに挿入して環状とするもので

ある。釘打込式（411～413)は樹皮の中央に細い木釘を打ち込んで、樹皮と対象物を固定するもので

ある。413は半損した三段重ねの樹皮であり、欠損部に釘穴があったと考えられる。また、頭部挿入式

と併用する場合もあり、 406の中央には釘穴がある。結束式(414～424)は、対象物に樹皮を巻きつけ

て結び縛るものである。挟込式（425.426）は対象物に樹皮を巻きつけ、最後に巻いた樹皮の下に末

端部を挟み込んで締め括るものである。426の末端部は薄く加工されており、其の可能性がある。427.

428は太帯状樹皮である。 427は螺線状に巻かれ、 428は筒状に巻かれている。その他に、先に説明し

た73のような燈火用あるいは着火･焚付用に使用された炭化樹皮や取上げ困難であったが敷物状の樹

皮もある。樹皮製の容器は現在のところ確認できていない。

漆器（429） ： カラー図版のため、図V-132に掲載した。四隅の角が一手切り （辺にたいして45｡

の角度で切落すこと）された折敷側板の角部分である。釘の残存する面が底との接合面となり、両側

板との接合面は67．5。 の角度に切落されている。内外面、口縁部には生漆の上に朱漆が塗重ねられて

おり、各接合面の木質は露出している。 （田口 尚）

－115－



昇 洲 か 、 姉 雲 南 箇 鶚 ｓ 剴 鴎 （ 判 舜 四 補 岡 ）

表
V
-
8
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'
地
区
掲
載
木
製
品
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1
)

Gは
グ
リ
ッ
ド
取
上
げ
。

＊
は
接
合
資
料
。

※
は
中
間
部
を
わ
ず
か
に
欠
損
す
る
。
数
値
は
推
定
値
。

~ ~ ~ ~ ~ ~

計
測
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m
)

長
さ

幅
厚
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.
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4
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.
4

（
97
.6
)（

7.
3）

2．
8
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.
1
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4．
0
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7
3
.
6

6
.
5
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9

(7
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5．
2

3.
5

*(
54
.7
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9
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0
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4.
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9.
6
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6

（
24
.7
)（
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3．
2
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25
.8
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8

3．
9

（
69
.9
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8.
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3．
8

(
3
0
.
0
)
(
5.
3)

3.
1

(1
1.
9)

4.
7

2．
3

16
.3

3.
1

2.
9

(1
4.
1)

7.
6

3．
1

（
7.
3）

2．
4

2．
8

*(
17
.8
)(
12
.0
)
8.
8

20
．
7
（
14
.9
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6．
5

(1
1.
9)

1.
0

1.
2

12
.3

1．
0

1･
0

11
．
7

1．
0

0
.
8

1
1
.
1

0
.
8

0
.
6

(1
2.
3)

0.
8

0.
8

*
9
0
.
2

2
.
5

2．
5

＊
47
．
7

2．
6

2．
5

（
17
.4
）

2．
7

2．
3

44
．
9

2．
2

1．
6

(4
6.
0)

2.
6

2.
1

点 数 ３ ｌ ２ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ２ ｌ １ ｌ １ ｌ ２ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ３ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ２ ｌ ２ ｌ １ ｌ １ ｌ １

仮 叱
潟
重
量

／
､

（
g
ノ

樹 皮

焼 痕

祷 叱
取
上

N
o

備
考

称
鴎
号

名
発
掘
区

木
取
樹
種

擢
水
掻
部
に
文
様
と
メ
カ
ジ
キ
の
線
刻
画
。
柄
部
に
イ
ト
ク
パ
。

水
掻
部
の
肩
部
の
み
が
残
存
し
て
い
る
。

炭
化
し
た
水
掻
部
肩
の
片
側
で
あ
る
。

や
や
厚
い
水
掻
部
肩
の
片
側
で
あ
る
。

肩
の
張
り
出
さ
な
い
水
掻
部
の
擢
で
あ
る
。

肩
の
張
り
出
さ
な
い
水
掻
部
の
擢
で
あ
る
。

削
り
出
し
時
の
工
具
の
刃
傷
痕
が
顕
著
で
あ
る
。

削
り
出
し
時
の
工
具
の
刃
傷
痕
が
顕
著
で
あ
る
。

軸
差
込
部
が
幅
広
で
、
軸
差
込
孔
が
2
か
所
に
認
め
ら
れ
る
。

軸
差
込
部
が
幅
広
で
、
軸
差
込
孔
が
2
か
所
に
認
め
ら
れ
る
。

軸
差
込
孔
か
ら
水
掻
部
に
か
け
て
欠
損
し
て
い
る
。

柄
部
お
よ
び
軸
差
込
孔
か
ら
水
掻
部
に
か
け
て
欠
損
。

柄
部
お
よ
び
軸
差
込
孔
か
ら
水
掻
部
に
か
け
て
欠
損

「
T
」
字
形
。
表
裏
か
ら
二
本
の
目
釘
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

「
Y
」
字
形
。
片
側
か
ら
目
釘
が
1
本
。
イ
ト
ク
パ
が
刻
ま
れ
る
。

「
Y
」
字
形
。
柄
挿
入
部
か
ら
反
損
し
て
い
る
。

一
木
づ
く
り
で
容
器
部
か
ら
握
部
ま
で
削
り
出
し
て
い
る
。

一
木
づ
く
り
で
容
器
部
を
削
り
出
し
て
い
る
。
握
部
は
欠
損
。

平
坦
面
を
削
り
だ
し
「
X
」
字
形
の
イ
ト
ク
パ
が
刻
ま
れ
る
。

基
部
側
が
太
く
、
尖
端
部
に
向
か
っ
て
徐
々
に
細
く
な
る
。

基
部
側
が
太
く
、
尖
端
部
に
向
か
っ
て
徐
々
に
細
く
な
る
。

粗
い
削
り
痕
が
顕
著
で
、
断
面
が
角
形
で
あ
る
。

矢
柄
の
尾
部
が
「
U
」
字
状
に
快
ら
れ
て
い
る
。

~

両
端
・
中
央
部
に
快
り
が
あ
る
。
面
は
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。

「
Y
」
字
状
の
各
端
部
に
快
り
と
平
坦
面
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。

枝
分
か
れ
し
た
材
を
半
裁
し
、
下
端
部
に
快
り
部
を
作
出
。

1
本
式
の
中
柄
部
で
あ
る
。
尖
端
部
が
摩
耗
し
て
い
る
。

1
本
式
の
中
柄
部
で
あ
る
。
尖
端
部
が
折
損
し
て
い
る
。

板
目

板
目

○
柾
目

柾
目

板
目

板
目

板
目

柾
目

板
目

板
目

柾
目

柾
目

柾
目

板
目

板
目

丸
木

横
木

○
横
木

1
/
4
割

丸
木

丸
木

1
/
4
割

丸
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丸
木

股
木

股
木

半
割

丸
木

擢 擢
柄
部

擢
水
掻
肩
片

權
水
掻
肩
片

權 權
水
掻
部

擢
水
掻
部

擢
水
掻
部

車
擢
柄
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車
擢
軸
差
込
部

車
擢
軸
差
込
部

車
擢
軸
差
込
部

車
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軸
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込
部

権
柄
握
部

擢
柄
握
部

擢
柄
握
部

舟
あ
か
汲
み

舟
あ
か
汲
み

矢
中
柄
部

矢
中
柄
部

矢
中
柄
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矢
中
柄
部

矢
筈
部

弓
状
挟
入
付
製
品

快
入
付
Y
字
状
製
品

挟
入
付
半
割
股
木
製
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回
転
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離
頭
鈷
中
柄
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回
転
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離
頭
鈷
中
柄
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Ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ Ｃ

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ ０ ０ ９ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ０ ０ ０口 ● ● 凸 申 曲 ● 今 巳 ■ ■ 。 ● 血 守 ら ● ● ● ● ● ロ 寺 Ｇ ● ■ ● 画

４ ４ ０ ４ ８ ６ ５ ６ ６ １ ４ ６ ３ ０ １ ４ ４ １ ８ ８ ６ ３ ６ ２ ６ ７ １ ７

０ ６ ４ ８ ８ ３ ７ ２ ２ ３ ６ ３ ８ １ １ ２ ２ ３ ５ １ ３ ９ ２

０ ６ １ ２ ４ ３ ３ １ ４ ０ ３ １ １ ３ ４ ３ ２ １

２ １ １

ｻ
ｸ
ﾗ

ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

ｽ
ｷ

ｺ
ﾅ
ﾗ

ﾔ
ﾅ
ｷ

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

ﾄ
ﾈ
ﾘ
ｺ

ﾓｸ
レ
ン

カ
ツ
ラ

モ
ク
レ
ン

モ
ク
レ
ン

ハ
ン
ノ
キ

ス
稗
ﾋﾉ
ｷ？

ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ

ｶ
ｪ
ﾃ

ﾔ
ﾅ
ｷ

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

ｱ汁
イ

ア
汁
イ

ア
ジ
サ
イ

ア
ジ
サ
イ

モ
ミ

モ
ク
レ
ン

リ
ン
”

ｶﾏ
ｽﾐ
？

ア
ジ
サ
イ

ア
ジ
サ
イ

恥 一 伽 一 “ ｜ 岼 一 蜘 一 ” ｜ 唖 一 蹄 一 ” ｜ 唖 一 獅 一 ” ｜ ” ｜ 秘 一 蜘 一 伽 一 ” ｜ 恥 一 岬 一 州 一 伽 一 ” ｜ 恥 一 岬 一 鋤 一 岬 一 岬 一 岬

町 一 軒 一 吋 一 国 一 刎 一 酎 一 。 ‐ 一 い ‐ 「 町 一 吋 言 叫 一 吋 一 酎 一 酎 一 副 ‐ 一 副 ‐ 言 咽 言 叶 一 吋 一 皿 一 吋 一 ． 彗 創 ‐ ‐ 畑 ‐ 「 叫 一 国 一 団 一 国

門 一 布 一 幽 一 叩 一 噸 一 両 一 Ｗ 一 加 一 関 一 聡 一 布 一 門 一 阻 一 蝸 一 蝿 一 班 一 別 一 叩 一 釧 一 ｕ ｜ 池 一 知 一 知 一 細 一 叫 一 畑 一 Ｍ ｜ 脇

１ ｌ ２ ｌ ３ ｌ ４ ｌ ５ ｌ ６ ｌ ７ ｌ ８ ｌ ９ ｜ 加 一 Ⅱ ｜ 皿 一 喝 一 Ｍ ｜ 蛆 一 賄 一 Ⅳ ’ 昭 一 四 一 加 一 皿 一 塊 一 羽 一 別 一 泌 一 加 一 ” ’ 昭

巨 争 Ｉ



’

表
V
-
9
A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
2
)

~ ~ ~ ~ ~ ~

計
測
値

(c
m)

長
さ

幅
厚
さ

2
7
.
2

1
.
6

1．
7

23
．
5

2．
4

1
.
3

(2
3.
5）

2．
8

1．
7

2
2
.
3

1．
3

1
.
1

21
．
1

1．
4

1．
0

(1
5.
1)

2．
0

1.
2

7
.
2

1．
0

0．
6

9．
1

3．
0

2．
4

1
6
9
.
7

3．
1

3．
1

35
．
0

2．
5

2．
3

(2
2.
8)

2.
1

1.
3

（
21
.9
)
2
0
.
0

1.
4

（
23
.7
）

2．
0

1．
8

（
22
.4
）

2．
2

1.
2

(1
1.
5)

2.
0

1．
2

(2
2.
9)

1．
6

1.
6

1
5
.
3

1．
9

1
.
6

29
．
5

2
.
7

1．
2

(1
3.
5)

1.
8

1.
6

1
5
.
9

2
.
4

1．
5

61
．
7
2
1
.
0

3．
5

31
．
7

18
．
6

3．
7

(1
6.
6)
(1
5.
1)

3.
2

（
7.
4）

2．
5

1．
3

（
4.
6）

3．
1

1．
4

10
．
0

(
3.
9)

0.
8

15
．
5

5
.
6

4．
1

29
．
9

6．
4

1
.
0

湿
重
量

(
9
)

湿
重
量
樹
悦

(
9
)
皮
ソ

51
．
2

32
．
0

4
8
.
0

16
.0

1
13
．
5

1
7
.
4

2．
0

2
0
.
0

1
0
5
0
.
0

1
2
5
.
0

31
．
5

36
．
0

4
6
.
0

4
0
.
0

15
．
8

36
．
2

23
．
0

63
．
0

1
9
.
4

25
．
5

4
9
9
.
0
○

2
9
8
.
0

1
8
2
.
0

1
1
.
1

1
1
.
0

18
．
0

31
．
0

1
5
5
.
0

焼
痕

点 数

取
上

N
o

仮 叱
木
器

N
o

考
樹
種

備
木
取

名
称

発
掘
区

鴎
号

基
部
が
切
裁
さ
れ
た
、

1本
式
の
中
柄
部
で
あ
る
。

二
本
組
合
せ
式
の
中
柄
部
で
あ
る
。
基
部
に
刻
目
列
が
あ
る
。

赫 一 癩 一 緬 一 輝 一 癩 一 銅 一 罹 一 稗 一 赫 一 罹 一 鵠 一 翻 一 纒 一 顎 一 報 一 群 一 噸 一 幅 一 報 一 報 一 瞬 一 綜 一 幟 一 媚 一 睡 一 細 一 難 一 纒

？ ．

ユ

ヅ

ｊ イ ｙ イ イ イ ノ イ イ ‐

イ ‐ ○ イ

ク ４ ‐

汁 江 汁 汁 汁 汁 秤 汁 汚 巧 汁 汁 野 〃 虎 汁 叩 巧 ャ

７ か ４ 了 〃 了 ｒ 了 寺 Ｊ Ｘ 了 ‐ 。 ‐ 刀 了 ” ア ノ ‐ 刀 〃 ″ ア ノ キ ー ‐ 刀 ‐ 刀

ｌ － ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － １ ｌ １ ｌ １ － １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － １ ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － ｌ － １

回
転
式
離
頭
鈷
中
柄
部

回
転
式
離
頭
鈷
中
柄
部

回
転
式
離
頭
鈷
中
柄
部

回
転
式
離
頭
鈷
中
柄
部

回
転
式
離
頭
鈷
中
柄
部

回
転
式
離
頭
銘
中
柄
部

回
転
式
離
頭
鈷
中
柄
部

回
転
式
離
頭
鈷
指
掛
部

回
転
式
離
頭
鈷
柄
部

魚
突
き
鉤
台
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

鉤
形
木
鍬

鉤
形
木
鍬

鉤
形
木
鍬

小
刀
柄

小
刀
柄

小
刀
鞘

小
刀
樹
皮
製
鞘

鞘
部
材

酎 一 呪 一 吋 一 酬 一 酬 一 副 妻 酎 ‐ ｜ ‐ Ｑ ‐ 一 皿 一 町 一 国 一 酬 一 酬 一 酬 一 “ ‐ ｜ ‐ Ｑ ‐ 一 国 一 引 言 叫 一 田 一 判 一 吋 一 吋 ‐ ｜ ‐ 匂 ‐ 言 叫 一 叫 貫 叫 一 皿

ａ ‐ ｑ ａ ａ ａ ａ ａ 可 ， Ｔ ｂ ８ ， Ｃ Ｔ ｂ Ｃ １ ｂ ‐ ｂ ａ ‐ ， Ｃ Ｃ 、 ． Ｃ Ｃ ａ １ ｂ Ｃ ‐ ｂ 可 。 ａ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

ｎ Ｕ 〔 Ｕ ハ Ｕ 〈 Ｕ 八 Ｕ Ｏ 八 Ｕ ｑ 》 ｑ ） Ｑ Ｊ ｑ 〕 Ｑ Ｊ ｑ 》 ｑ Ｊ ｎ Ｕ ヘ リ Ｑ Ｊ ｎ ５ ０ Ｊ ハ リ Ｑ Ｊ ｑ Ｊ Ｏ ｎ Ｕ Ｑ Ｊ Ｑ Ｊ ｎ Ｕ Ｏ

《 ｂ ハ ０ ハ ０ （ ｂ ハ リ 戸 ひ （ ０ ４ Ｆ Ｄ Ｆ Ｄ ４ ↑ ０ ５ ５ 戸 、 Ｆ Ｄ Ｐ 、 ４ ４ 《 ０ ５ ５ Ｆ Ｄ ５ ５ ５ ６ ハ ｂ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

旬 Ｉ 〔 １ 庁 Ｉ 局 Ｉ 句 Ｉ 旬 Ｉ 行 Ｉ ハ ０ ハ ０ ハ ０ （ ｂ ハ ０ ハ ｂ ハ ０ 門 Ｉ 旬 Ｉ ハ リ ハ ｂ ハ リ ［ Ｉ く り ハ ｂ ［ Ｉ 局 Ｉ 〔 ０ ハ ｂ 句 Ｉ 句 ｌ

ハ リ ハ リ 八 ｂ 〈 ０ 〈 ｂ く り 戸 、 ｎ ｂ 《 ０ 〈 ０ ハ ０ ハ ｂ （ ｂ く り ハ リ ハ ０ ハ ０ ハ ｂ ハ ｂ （ ｂ 、 、 戸 、 〔 ｂ ハ ０ ハ ０ か り （ ｂ ハ リ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

Ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ

如 一 虹 一 恥 一 脈 一 脈 一 那 一 刈 一 舵 一 伽 一 刈 一 郷 一 冊 一 帥 一 秘 一 剛 一 畑 一 銅 一 ｍ ｜ 加 一 弛 一 氾 一 、 ｜ 弱 一 ｍ － ９ － 皿 一 仙 一 Ⅷ

羽 一 測 一 釧 一 犯 一 調 一 測 一 諦 一 洲 一 Ｗ 一 胡 一 羽 一 如 一 姐 一 蛇 一 娚 一 “ ｜ 妬 一 妬 一 卿 一 銘 一 朔 一 帥 一 別 一 団 一 粥 一 別 一 開 一 弱

州 一 恥 一 珊 一 ” ｜ 恥 一 郡 一 認 一 細 一 ” ｜ 恥 一 蝿 一 恥 一 恥 一 ” ｜ 恥 一 岬 一 鋤 一 畑 一 郷 一 辨 一 岬 一 辨 一 恥 一 ” ｜ 班 一 秘 一 州 一 Ⅷ

二
本
組
合
せ
式
の
中
柄
部
で
あ
る
。
基
部
に
刻
目
列
が
あ
る
。

全
体
に
摩
耗
し
て
い
る
が
紐
の
圧
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

粗
く
削
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
、
全
体
に
摩
耗
し
て
い
る
。

尖
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
基
部
に
挟
り
が
あ
る
。

二
本
組
合
せ
式
の
中
柄
部
の
片
側
で
あ
る
。
イ
ト
ク
パ
が
あ
る
。

柄
（
棹
）
の
最
後
部
に
装
着
さ
れ
る
、
指
を
ひ
っ
か
け
る
部
分
。

全
体
に
摩
耗
し
て
い
る
が
コ
ケ
シ
頭
状
の
加
工
が
あ
る
。

石
突
部
が
細
く
加
工
さ
れ
、
模
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

柄
（
棹
）
に
接
合
す
る
た
め
の
平
坦
面
と
快
り
が
あ
る
。

柄
（
棹
）
に
接
合
す
る
た
め
の
平
坦
面
と
快
り
が
あ
る
。

柄
（
棹
）
に
接
合
す
る
た
め
の
平
坦
面
と
快
り
が
あ
る
。

ｌ 匡 司

柄
（
棹
）
に
接
合
す
る
た
め
の
平
坦
面
と
快
り
が
あ
る
。

柄
（
棹
〉
に
接
合
す
る
た
め
快
り
部
か
ら
欠
損
し
て
い
る
。

に
接
合
す
る
た
め
平
坦
面
が
あ
る
。

に
接
合
す
る
た
め
の
平
坦
面
と
快
り
が
あ
る
。

に
接
合
す
る
た
め
平
坦
面
が
あ
る
。

に
接
合
す
る
た
め
挟
り
部
か
ら
欠
損
し
て
い
る
。

陶 一 ㈱ 一 個 ｜ 鰯

柄 一 柄 一 柄 一 柄 柄
（
棹
）
に
接
合
す
る
た
め
快
り
部
か
ら
切
裁
さ
れ
て
い
る

股
木
の
枝
側
に
先
端
部
を
作
出
し
、
幹
側
を
柄
に
し
て
い
る
。

ｶ
ｴ
ﾃ

ｲ
ﾇ
ｴ
ﾝ
ｼ
ｭ

ｺ
ﾅ
ﾗ

ﾄﾈ
ﾘｺ

ﾊｺ
ﾔﾅ
ｷ？

ｶ
ｴ
ﾃ

ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

ｼ
ﾗ
ｶ
ﾊ

ｽ
秤

丹
念
に
表
面
加
工
し
て
い
る
。
握
部
を
や
や
細
く
加
工
。

柄
部
を
欠
損
し
て
い
る
。

柄
頭
側
の
破
片
で
あ
る
。

柄
頭
側
の
破
片
で
あ
る
。

表
面
に
巴
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

切 鈩 、 苦 図 ｓ 剴 鴎

樹
皮
を
折
重
ね
、
紐
綴
じ
し
た
も
の
で
あ
る
。

細
長
い
六
角
形
の
板
材
。
帯
状
樹
皮
結
束
用
の
溝
が
あ
る
。
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表
V
-
1
0
A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
3
)

~ ~ ~ ~ ~ ~

仮 比

木
器

N
o

取
上

N
o

計
測
値
(
c
m
)

長
さ

幅
厚
さ

14
．
5

3．
3

2
.
1

(
14
.1
)(
15
.0
)

5.
8

6．
6

16
．
8

6．
5

(
16
.5
)(
13
.0
)

4．
8

(
13
.8
)
13
.3

5.
0

34
.
1

7
.
0

6
.
8

28
．
4

9.
1

7．
1

(
26
.6
)
10
.5

4．
9

*(
7.
8)

1.
5

1．
4

(
1.
6)

1.
1

1.
2

*
1
7
.
7

3
.
2

1
.
6

（
25
.8
)
5.
5

3.
1

(
14
.8
)

3.
1

1.
7

34
．
2

5．
7

3．
6

（
33
.3
）

5．
0

3.
1

27
．
3

5．
3

3．
0

11
．
6

3
.
5

2．
1

41
．
7

5．
4

4．
7

*(
44
.6
）

5．
4

5．
6

*(
59
.7
）

3．
8

3．
6

*(
41
.4
)
6.
1

4.
8

(
7.
7)

1.
5

1．
5

18
．
2

3
.
3

1
.
7

*(
65
.8
)(
9.
1)

0.
8

（
6.
6)
（

6.
6）

0．
8

(
11
.7
)
3.
9

0．
8

(
13
.5
)(
2.
4)

0．
5

(
12
.5
)

7．
6

1.
0

潟
重
量

／
、

（
g
ノ

樹 皮

焼 痕

点 数

鴎
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４

５ ５ ５ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ ８ ８ ８ ８ ８

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

１

１

１ １ １ １ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２３ ３ ３ ３ ３ ３

３ ３ ３ ３ ３

３

３

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３８ ８ ８ ８ ８ ８ ８

８ ８ ８ ８

８ ８

８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８

鞘
帯
執
部

坊 一 別 一 噸 一 皿 一 畑 一 鮒 一 噸 一 噸 一 恥 一 郎 一 妬 一 聞 一 畑 一 服 Ⅷ 皿 恥 能 別 朗 弱 脇 妬 帥 昭 妬 氾 柘７ ２ ７ ５ ５ ５ ３

ｂ ｄ

車

●

刊 、 ａ ‐ 、 、 ． ａ ‐ ｂ ‐ ， 、 ． 、 ｂ Ｃ 可 ． ｃ ｃ ａ Ｃ ａ １ ｄ ａ １ Ｄ ‐ 、
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装
着
面
の
両
端
部
に
イ
ト
ク
パ
状
の
刻
み
が
あ
る
。

柄
差
込
式
。
頭
部
の
断
面
は
角
形
で
あ
る
。
柄
は
ス
ギ
？
。

柄
差
込
式
。
頭
部
の
断
面
は
円
形
で
あ
る
。

股
木
利
用
式
。
幹
側
を
頭
部
、
枝
を
柄
部
と
し
て
い
る
。

ｌ ｌ １ ｌ １ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ２ ｌ １ ｌ ２ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ２ ｌ ６ ｌ ４ ｌ １ ｌ ｌ ｌ ２ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ ｌ １

縦
槌

錘 一 雑 一 雑 横
槌

台
木
（
作
業
台
）

台
木
（
作
業
台
）

木
製
発
火
具

木
製
発
火
具

炉
鉤

炉
鉤

炉
鉤

炉
鉤

炉
鉤

扶
入
付
有
孔
板
製
品

燈
火
用
筒
状
樹
皮

燈
火
用
樹
皮
挟
木

燈
火
用
樹
皮
挟
木

燈
火
用
樹
皮
挟
木

燈
火
用
樹
皮
挟
木

有
孔
棒
状
製
品

有
孔
板
製
品

曲
物
・
折
敷
片

曲
物
・
折
敷
片

曲
物
・
折
敷
片

曲
物
・
折
敷
片

曲
物
・
折
敷
片

織 一 織

で
あ
る
。
ヒ
キ
リ
ウ
ス
は
4
か
所
に
あ
る
､

~~
~

~
~~
~

~

で
あ
る
。
両
端
2か
所
の
ヒ
キ
リ
ウ
ス
を
半
損
。
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長
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幅
厚
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.
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.
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.
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1
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.
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.
1
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.
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(
1
7
.
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(
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9
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9
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1
.
0
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5
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9

1．
2

4．
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(
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0

1
3
.
6
2
3
.
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(
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8.
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1.
5

洞
重
量

(
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焼 痕

点 数 一 ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ ｌ １ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － ｌ

仮 恥
取
上

N
o

木
器

N
o

備
考

称
木
取
樹
種

離
号

名
発
掘
区
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ま ま ま ま ま ま ま ま ま ま

Ｉ １ １ １ １ １ １ １ １ Ｉ

癩 癖 癩 捕 塞 塞 蓋 毒 華 塞 毒 塞 蓋 篝 手

岬 坤 蝿 蝿 轄 癖 砕 癖 諏 諦 癖 諦 蕊 搾 癖 緬 轆 鋤 》 鋤 》 鋤 岬 岬 恥 榊 密 幟

側
面
に
木
釘
が
2
か
所
残
存
す
る
。

表
面
に
削
り
痕
が
顕
著
。

下
端
部
の
角
が
切
り
落
さ
れ
て
い
る
。

両
端
部
が
普
及
し
て
い
る
。
側
面
に
木
釘
穴
l
か
所
。

栓
の
円
孔
が
あ
る
。
側
面
に
木
釘
穴
3
か
所
。

側
面
に
木
釘
穴
が
2
か
所
。
残
存
す
る
木
釘
は
タ
ケ
？

側
面
に
木
釘
穴
が
2
か
所
。

周
縁
が
普
及
し
て
い
る
。

表
裏
に
削
り
時
の
刃
傷
痕
が
顕
著
。
側
面
に
木
釘
穴
2
か
所
。

表
裏
が
炭
化
。
側
面
に
木
釘
穴
2
か
所
。
木
釘
1
本
残
存
。

細
い
棒
状
に
再
加
工
さ
れ
た
も
の
。
側
面
に
木
釘
穴
2
か
所
。

細
い
棒
状
に
再
加
工
さ
れ
た
も
の
。
残
存
す
る
目
釘
は
タ
ケ
？

表
裏
は
粗
い
削
り
面
。
下
端
面
に
再
加
工
時
の
削
り
痕
顕
著
。

細
い
棒
状
に
再
加
工
さ
れ
た
も
の
。
側
面
に
木
釘
穴
1
か
所
。

両
端
部
と
の
腐
朽
が
著
し
い
。
側
面
に
木
釘
穴
2
か
所
。

下
端
部
が
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

側
板
の
口
縁
部
側
破
片
。
下
端
部
が
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

側
板
の
口
縁
部
側
破
片
。
下
端
部
が
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

側
板
の
底
部
側
破
片
。
内
面
の
削
り
痕
顕
著
。
上
端
部
が
炭
化
。

表
裏
が
腐
朽
し
て
い
る
。
口
縁
部
側
が
幅
広
と
な
っ
て
い
る
。

口
縁
部
が
摩
耗
し
て
い
る
。
口
縁
部
側
が
幅
広
と
な
っ
て
い
る
。

下
端
部
が
腐
朽
し
、
欠
損
し
て
い
る
。

口
縁
部
を
残
し
て
斜
め
に
切
裁
し
て
い
る
。

口
縁
部
を
残
し
て
斜
め
に
切
裁
し
て
い
る
。

口
縁
部
を
残
し
て
斜
め
に
切
裁
し
て
い
る
。

口
縁
部
を
残
し
て
斜
め
に
切
裁
し
て
い
る
。

丸
木
の
両
側
に
挟
り
が
あ
る
。

両
側
の
挟
り
部
分
を
欠
損
し
て
い
る
。
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表
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1
2
A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
5
)

器 Ｏ

木 Ｎ

仮 叱
取
上

N
o

計
測
値
(
c
m
)

湿
重
量

(
9
)

焼 痕

樹 皮

点 数
図
溺

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

幅
長
さ

厚
さ

把
手

1
1
3
8
3
5
8

3
0
0

c
-
6
7
-
6
0
-
d

(1
4.
9）

G
|

｡
’

ム
．
1

1
.
6

3
7
.
0

柾
目

半
損
し
て
い
る
。
快
り
部
を
作
出
。
断
面
は
楕
円
形

ﾆｼ
ｷｷ
ﾞ

1

8
3
5
9

栓
1
1
4

1
1
0

c
-
6
6
-
4
9
-
a

G
I

3
.
4

則
り

U
句
些

柾
板

1
0
-
0

頭
部
と
挿
入
部
が
平
坦
と
な
る
や
や
長
い
逆
円
錐
台
形
。

5
0
.
0

ｽ
ｷ

1

栓
1
1
5
8
3
6
0

1
9

c
-
6
7
-
6
0
-
a

G
|

6
.
6

柾
板

q
員

J
◆
』

3．
4

3
5
.
0

頭
部
と
挿
入
部
が
平
坦
と
な
る
逆
円
錐
台
形
。

ｽギ
1

1
1
6
8
3
6
1

栓
1
7

G
I

c
-
6
7
-
5
0
-
d

6.
1

n
F

。
．
、

3．
3

柾
板

3
8
.
0

頭
部
と
挿
入
部
が
平
坦
と
な
る
逆
円
錐
台
形
。

ｽギ
1

G
|

1
1
7
8
3
6
2

栓
1
3
8

c
-
6
7
-
5
0
-
a

2
2
.
5

2
.
8

1/
4割

ｶｴ
ﾃﾞ

2
.
0

5
4
.
0

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
直
下
が
摩
耗
。

1

｜ 幽 一 知 一 例 一 Ｍ 一 別 ｜ 咽 一 稲

測

134

580

67

190

91

652

285

231

1
1
8

8
3
6
3

栓
c
-
6
7
-
6
0
-
a

G
2
1
_
3

2
.
5

2
.
1

1
/
4
割

1
ゴ

カ
エ
プ

5
2
.
0

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
直
下
が
摩
耗
。

１ － １
1
1
9

8
3
6
4

栓
c
-
6
6
-
5
9
-
c

(2
1.
9)

G
柾
板

2
.
7

9
反

と
．
』

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
直
下
が
摩
耗
。

1
2
.
8

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

1
2
0

栓
8
3
6
5

c
-
6
6
-
5
9
-
b

G
2
7
.
9

3
.
8

1/
4割

3
.
7

1
5
0
.
0

ｶｴ
ﾃﾞ

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
挿
入
部
先
端
が
摩
耗
。

1

1
2
1
8
3
6
6

栓
c
-
6
7
-
6
0
-
a

(2
2.
0）

G
I 1

ワ
ワ

ど
●
巴

2
.
1

6
0
.
0

柾
板

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
を
欠
損
。
頭
部
直
下
が
摩
耗
。

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
加
工
痕
が
顕
著
。

1

1
り
り

ﾕ
ム
ム
8
3
6
7

栓
c
-
6
6
-
4
8
-
c

G
I

3
1
_
7

4
.
2

4
.
0

丸
木

2
4
7
-
0

ｺ
ﾅ
ﾗ

1

1
2
3
8
3
6
8

栓
c
-
6
6
-
5
9
-
c

G
I

（
1.
4）

7
.
6

2
.
9

丸
木

1
7
.
4

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
を
作
出
。
縦
に
半
損
。
挿
入
部
欠
損
。

1

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
を
作
出
。
頭
部
直
下
が
摩
耗
。
挿
入
部
欠
損
。

1
2
4
8
3
6
9

栓
G

|
c
-
6
6
-
5
9
-
a

(1
1.
5）

2
.
8

2
.
9

』 い つ Ｉ

5
8
.
0

丸
木

ｻｸ
ﾗ？

1

G
I

1
2
5

栓
8
3
7
0

c
-
6
6
-
5
9
-
b

（
8.
2）

2
.
4

2
.
4

2
6
.
8

丸
木

ﾘﾝ
ｺ？

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
を
作
出
。
頭
部
直
下
が
摩
耗
。
ナ
ナ
カ
マ
ド
？

1

G
1
2
6
8
3
7
1

5
6
2
栓

c
-
6
6
-
5
9
-
b

（
8.
9）

n
句

ム
．
0

2
.
1

29
．
8

1
/
4
割

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
を
作
出
。
頭
部
直
下
が
摩
耗
。
挿
入
部
欠
損
。

1

1
2
7
8
3
7
2

栓
7
5
9

c
-
6
6
-
4
9
-
b

G
(1
0.
0)

(
1.
9）

ワ
7

日
●

~。
柾
板

3
4
.
9

コ
ケ
シ
頭
の
頭
部
を
作
出
。
頭
部
直
下
が
摩
耗
。
挿
入
部
欠
損
。

1

杓
子

1
2
8
8
3
7
3

1
9
1

c
-
6
6
-
5
9
-
b

（
6.
6）

（
6.
2）

G
1
.
3

30
．
8

横
木

皿
状
の
頭
部
の
破
片
。

皿
状
の
頭
部
の
破
片
。

ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ

２

｜ 皿 一 知 一 羽 一 蝿 一 噸 一 卸 呵 一

118

367

38

148

159

650

651

1
2
9

8
3
7
4

杓
子

c
-
6
6
-
4
8
-
a

（
9.
3）

G
（
3.
8）

0
.
9

横
木

2
0
.
0

3
ﾓ
ｸ
ﾚ
ﾝ

1
3
0
8
3
7
5

觜 上
上

c
-
6
7
-
7
0
-
c

(1
1.
5)

G
|

，
q

巳
Q
呼

柾
目

0
.
6

上
端
部
の
側
縁
に
2か
所
の
刻
目
。
箆
先
部
分
を
欠
損
。

9
.
9

1

1
3
1

銭 エ
ヒ

8
3
7
6

c
-
6
6
-
6
9
-
b

G
I

(2
2.
1)

（
2.
3〉

板
目

1
.
1

3
0
.
0

ﾔﾅ
ｷﾞ

擦
形
。
箆
先
部
分
を
欠
損
。

1

２ ’

1
句
｡

1
0
ム
8
3
7
7

鐺 上
上

G
|

c
-
6
6
-
4
9
-
d

(2
0.
1)

板
目

6
.
0

1．
0

5
0
.
0

溌
形
。
上
端
部
を
欠
損
。

ｽギ
1

G
|

1
3
3
8
3
7
8

篦
c
-
6
6
-
5
9
-
b

(1
3.
0)

3
.
6

0
.
5

1
2
.
0

柾
目

し
や
も
じ
形
。
上
端
部
を
欠
損
。

ﾄﾈ
ﾘｺ

1

G
|

1
3
4
8
3
7
9

篦
ミ
ニ
チ
ュ
ア

c
-
6
6
-
5
9
-
c

（
9.
0）

柾
目

1
.
1

0
.
4

擴
形
。
箆
先
部
分
を
欠
損
。

1
_
6

ﾋﾉ
ｷ？

1

1
3
5

箸
状
製
品

8
3
8
0

c
-
6
6
-
5
9
-
c

(1
6.
0)

G
0
.
8

板
柾

0
.
8

6
.
9

A
1
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
角
形
。

1

1
3
6
8
3
8
1

箸
状
製
品

5
5
2

c
-
6
6
-
5
9
-
b

G
1
6
_
6

柾
目

0
-
7

0
.
5

3
-
4

○
A
1
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

A
3
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

1

1
3
7
8
3
8
2

箸
状
製
品

直
ワ
ワ

J
I
I

c
-
6
6
-
5
9
-
b

G
|

2
2
.
0

0
.
8

0
.
6

板
目

n
，

0
．
J

1

1
3
8

箸
状
製
品

8
3
8
3

5
4
9

c
-
6
7
-
6
0
-
c

G
|

2
0
.
2

0
.
6

板
目

0
.
5

3
.
6

A
I
類
の
両
口
箸
。

A
1
類
の
両
口
箸
。

A
1
類
の
両
口
箸
。

断
面
は
三
角
形
。

断
面
は
円
形
。

断
面
は
角
形
。

1

1
3
9

箸
状
製
品

8
3
8
4

6
8
0

c
-
6
6
-
5
9
･
6
7
-
6
0
G

I
0
.
8

板
目

*
2
1
_
1

0
.
8

7
.
4

３

箸
状
製
品

1
4
0
8
3
8
5

4
2

G
|

c
-
6
6
-
5
9
-
b

2
2
.
0

0
_
8

板
目

0
.
7

8
.
0

1



表
V
-
1
3
A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
6
)

~ ~ ~ ~ ~

点 数

計
測
値

(c
m)

潟
重
量

(
9
)

焼 痕

樹 皮

仮 叱

取
上

N
o

木
器

N
o

考
備

樹
種

木
取

称
発
掘
区

ﾛ謡
名

厚
さ

長
さ

幅

A
3
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
隅
丸
長
方
形
。

板
目

(3
0.
0）

l
_
0

9
9
9

ム
ム
･
と

1
箸
状
製
品

1
q

4
●
u

c
-
6
7
-
6
0
-
a

G
3
0
6

8
3
8
6

1
4
1

A
3
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

板
目

1
1
_
9

1
箸
状
製
品

G
2
9
.
9

O
_
9

0
=
7

c
-
6
7
-
6
0
-
b

6
2
0

1
4
2
8
3
8
7

A
3
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

1/
4割

1
2
3
.
9

0
-
8

0
.
8

9
.
0

箸
状
製
品

G
c
-
6
6
-
5
9
-
c

8
3
8
8

り
貝
ム
リ

1
4
3

A1
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
六
角
形
。

板
目

G
I

2
8
-
4

箸
状
製
品

c
-
6
6
-
5
9
-
b

＊
25
．
6

0
.
8

0．
7

1
4
4
8
3
8
9

6
6
0

G
|

A
3
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

1/
4割

1
箸
状
製
品

0
句
ワ

ム
0
－
J

1
-
0

0．
8

9
.
0

c
-
6
7
-
6
0
-
a

1
4
5
8
3
9
0

4
0
3

G
|

A
1
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

柾
目

1
2
2
.
9

0
.
6

0
.
7

7
_
0

箸
状
製
品

c
-
6
6
-
4
8
-
c

1
4
6

1
0
1

8
3
9
1

A2
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
五
角
形
。

0．
6

2
.
8

1
0
.
6

箸
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
c

G
1
5
.
2

1
4
7
8
3
9
2

6
5
5

A2
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
六
角
形
。

1
箸
状
製
品

G
1
6
.
3

0
.
7

0
.
7

5
.
7

8
3
9
3

c
-
6
7
-
6
0
-
a

1
4
8

6
4
7

A
2
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
台
形
。

1/
4割

２
＊
18
．
4

0
.
8

0
.
6

5
.
9

箸
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
c

G
5
4
8

1
4
9
8
3
9
4

A
2
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
円
形
。

1
0
.
8

0
.
8

7
.
5

箸
状
製
品

G
|

2
1
.
5

c
-
6
7
=
6
0
-
a

6
0
7

1
5
0
8
3
9
5

A
2
類
の
両
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

1/
4割

0
-
8

7
.
8

1
箸
状
製
品

G
|

0
.
7

c
-
6
6
-
4
9
-
c

ワ
ワ
ワ

臼
一
●
臼

1
5
1
8
3
9
6

4
0
2

A
2
類
の
両
ロ
箸
。
断
面
は
角
形
。

G
I

板
柾

8
.
2

0
.
8

I
箸
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
c

ワ
リ
q

竺
凹
●
凹

0
.
8

1
5
2
8
3
9
7

4
1
7

１ 局 』 Ｉ

G
|

B｣
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
六
角
形
。

半
割

1
5
.
0

1
箸
状
製
品

2
6
.
9

1
.
2

0
.
9

c
-
6
7
-
6
0
-
c

9
9

1
5
3
8
3
9
8

G
|

B1
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

1
/
4
割

1
箸
状
製
品

2
4
.
2

0．
9

0
.
7

1
1
.
2

c
-
6
7
-
5
0
-
b

4
1
8

1
5
4
8
3
9
9

l l l
B
,
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

1
/
4
割

】
G

n
口
、

ム
ム
．
、

0
.
9

0
.
7

1
0
.
0

箸
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
d

1
8
3

1
5
5
8
4
0
0

B1
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

板
目

1
0
.
7

6
.
2

β ｜ 加

肥 一 皿

0．
7

箸
状
製
品

c
-
6
7
－
7
0
-
b

G
1
5
6
8
4
0
1

4
1
5

B】
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
角
形
。

板
柾

２
0．
8

0
.
7

5
.
4

箸
状
製
品

c
-
6
6
-
4
9
-
b

G
1
F
向

L
O
I
8
4
0
2

6
4
4

B
2
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

柾
目

２
1
4
.
8

1
.
3

1．
1

箸
状
製
品

c
-
6
6
-
4
8
-
b

G
|

＊
20
．
4

1
5
8
8
4
0
3

6
3
8

B
2
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

丸
木

G
|

1
_
3

2
4
.
5

1
箸
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
c

2
1
-
8

1
.
5

1
5
9
8
4
0
4

6
2
3

B2
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
角
形
。

板
目

G
I

1
22
．
9

1
.
2

1－
0

1
5
.
2

箸
状
製
品

c
-
6
6
-
5
9
-
b

5
6
6

8
4
0
5

1
6
0

G
I

B
2
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
6
角
形
。

板
目

1
.
0

0
.
9

1
5
.
0

１
箸
状
製
品

c
－
6
6
－
6
9
－
b

2
4
.
6

8
4
0
6

2
8

1
6
1

’ 1 1

B
2
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
隅
丸
の
角
形
。

板
目

0
.
7

1
-
0

1
4
.
0

1
箸
状
製
品

c
-
6
7
-
7
0
-
c

G
27
－
9

1
6
2
8
4
0
7

1
2
8

1 1 1
B2
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

柾
目

1
5
.
0

I
3
1
_
0

0
.
9

0．
8

箸
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
c

G
2
0
5

1
6
3
8
4
0
8

B
3
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
角
形
。

1
0
.
8

0
.
8

3
.
6

箸
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
d

G
1
3
.
3

1
6
4
8
4
0
9

6
6
9

B
3
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

1
/
4
割

(1
8.
2)

9
.
1

I
0
_
9

0
.
8

箸
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
d

G
6
6
6

8
4
1
0

1
6
5

B3
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
五
角
形
。

1/
4割

1
16
．
0

G
2
1
.
8

1
Q

L
－
J

1
_
0

箸
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
a

5
9
2

1
6
6
8
4
1
1

、 シ 、 昏 図 ｓ 剴 崩

B
3
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

1/
4割

2
1－
0

0
-
8

1
0
_
1

G
箸
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
c

＊
22
．
2

6
5
4

8
4
1
2

1
6
7

板
柾

B
3
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

rへ
,

｜

lユ
I

1
2
8
.
9

0
.
8

0
.
8

1
1
.
6

箸
状
製
品

c
-
6
6
-
5
9
-
b

1
6
8
8
4
1
3

6
5
8
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表
V
-
1
4
A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
7
)

~

１ 局 い Ｉ

l l l i l l

~

’ 1 1 1 1 1 1 1 1

鴎
号

1
6
9

1
7
0

1
7
1

1
7
2

1
7
3

1
7
4

1
7
5

1
7
6

1
7
7

1
7
8

1
7
9

1
8
0

1
8
1

1
8
2

1
8
3

1
8
4

1
8
5

1
8
6

1
8
7

1
8
8

1
8
9

1
9
0

1
9
1

1
9
2

1
9
3

1
9
4

1
0
員
L
J
J

1
9
6

木
器

N
C

8
4
1
4

8
4
1
5

8
4
1
6

8
4
1
7

8
4
1
8

8
4
1
9

8
4
2
0

8
4
2
1

8
4
2
2

8
4
2
3

8
4
2
4

8
4
2
5

8
4
2
6

8
4
2
7

8
4
2
8

8
4
2
9

8
4
3
0

8
4
3
1

8
4
3
2

8
4
3
3

8
4
3
4

8
4
3
5

8
4
3
6

8
4
3
7

8
4
3
8

8
4
3
9

8
4
4
0

8
4
4
1

仮 恥 6
4
5

2
6
6

6
4
3

6
3

6
5
7

6
6
1

6
8
4

6
6
8

5
8
9

3
3
3

7
1
9

6
7
7

5
5
0

5
8
7

り
1
q

白
人
U

6
8
6

6
3
9

Q
O
J
J

6
6
7

6
1
8

5
7
6

6
8
5

｡
可
勺

ム
ィ
⑨

6
8
7

6
6
4

6
2
1

3
9
5

6
7
1

名
称

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

短
刻
付
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

発
掘
区

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
-
6
7
-
6
0
-
c

c
－
6
6
－
4
9
－
b

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c－
67
－
50
－
c

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
-
6
6
-
4
9
-
b

c
-
6
7
-
6
0
-
b

c
-
6
7
-
5
0
-
a

c
-
6
7
-
6
0
-
c

c
-
6
6
-
4
8
-
c

c
-
6
7
-
6
0
-
c

c
-
6
7
-
5
0
-
b

c
←
6
7
-
5
0
-
a

c
-
6
6
-
5
9
-
c

c
-
6
7
-
6
0
-
a
．
。

c
-
6
6
-
4
8
-
b

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
－
6
6
－
5
9
－
a

c
-
6
7
-
6
0
-
b

c
-
6
6
-
5
9
-
b

c
-
6
7
-
6
0
-
c

c
-
6
6
-
4
8
-
b

c
-
6
6
-
5
9
-
a
･
b

c
-
6
7
-
5
0
-
a

c
－
6
7
－
5
0
－
c

c
-
6
6
-
4
9
-
c

c
-
6
6
-
4
9
-
c

取
上

N
C G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G G

’I I

計
測
値
（
c
､
）

長
さ

3
1
.
0

3
7
.
4

3
3
-
8

①
｡
句

J
ム
．
0

＊
31
．
9

(2
2.
3）

*
26
－
9

(1
0.
7）

(1
0‘
8）

(1
1.
1）

（
7.
5）

(1
1.
3）

1
7
8

(2
3.
5）

28
．
8

(3
1.
7）

*(
82
.7
）

(2
2.
1）

31
－
6

(2
3.
5）

(2
3.
0）

*(
18
.9
）

*(
61
.0
）

*
7
2
．
5

*(
20
.0
）

(2
7.
9）

(2
0.
6）

(2
9.
7）

幅 0
.
8

1
.
0

1
ワ

ユ
凸
凹

0
.
9

1
.
3

1
.
0

0
-
9

0
-
9

0
8

0
.
8

0
.
6

0
.
8

0
6

1
-
6

1
-
2

1
q

L
D
J

1
-
7

1．
0

1
ハ

1
．
0

1
.
0

1
-
2

0
-
8

句
庁

。
‐
I

1
.
6

1.
6

1
.
3

1．
1

1.
6

厚
さ 0
-
7

1
.
0

1
.
1

0
-
8

1－
2

0
-
9

0
.
9

0
-
8

0
.
7

0
.
6

0
.
5

0
.
7

0
.
6

1
.
3

0
-
6

0
-
7

0
.
7

0
.
7

1
.
5

0
.
7

0
.
9

0
-
4

1.
9

0
-
9

0
-
8

0
.
8

0
.
6

1
.
0

湿
重
量

(9
） 8
.
3

1
7
-
8

1
9
-
1

13
．
0

1
9
.
0

1
0
.
2

1
3
-
1

3
.
8

4
.
1

q
q
U
e
U

1
.
9

4
=
0

4
-
1

2
9
.
9

1
2
.
0

2
1
.
8

5
8
-
5

9
.
0

3
8
.
6

8
-
8

16
－
6

4
.
0

2
8
0
.
0

6
4
.
4

1
5
-
7

1
5
-
0

1
0
-
1

２
6
-
4

樹 皮

焼 痕
木
取

柾
目

1/
4割

l
/
4
割

l/
4割

1/
4割

板
目

板
目

丸
木

板
目

板
目

板
目

板
目

板
目

板
目

柾
目

板
目

板
目

板
目

板
目

板
目

板
目

柾
目

半
割

半
割

l
/
3
割

板
目

l
/
6
割

樹
種

点 数

1 1 1 I 4 1 ３ 1 1 1 I 1 ２ 1 1 3 ３ 1 1 2 1 1 ３ ３ 1 1 1 I

備
考

B3
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

BI
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

B4
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
楕
円
形
。

B4
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

BI
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
三
角
形
。

BI
類
の
片
口
箸
。
断
面
は
五
角
形
。

B#
類
の
片
口
箸
。
断
面
の
上
部
は
角
形
、
先
端
部
八
角
形
。

D
類
の
先
端
部
が
鉛
筆
先
状
も
の
。
断
面
は
円
形
。

D類
の
先
端
部
が
鉛
筆
先
状
も
の
。
断
面
は
角
形
。

D類
の
先
端
部
が
鉛
筆
先
状
も
の
。
断
面
は
七
角
形
。

D
類
の
先
端
部
が
鉛
筆
先
状
も
の
。
断
面
は
六
角
形
。

箸
状
製
品
の
両
端
部
を
欠
損
。
斜
め
に
二
本
の
短
刻
が
あ
る
。

A
類
。
焼
き
鳥
串
状
に
細
い
。

B類
。
断
面
は
長
方
形
。
先
端
部
の
み
粗
く
削
り
だ
す
。

B
類
。
断
面
は
長
方
形
。

B
類
。
断
面
は
長
方
形
。
先
端
部
斜
め
削
り
。

B
類
。
断
面
は
長
方
形
。
細
く
長
い
。

C類
。
先
端
が
二
面
削
り
で
幅
広
野
も
の
。
断
面
は
長
方
形
。

C類
。
先
端
が
二
面
削
り
で
幅
広
野
も
の
。
断
面
は
角
形
。

， D類
。
断
面
は
楕
円
形
。
先
端
は
舌
先
状
の
形
態
。

D
類
。
断
面
は
楕
円
形
。
先
端
は
舌
先
状
の
形
態
。

D類
。
断
面
は
楕
円
形
。
先
端
は
舌
先
状
の
形
態
。

E
類
。
断
面
は
半
円
形
。
先
ウ

E類
。
断
面
は
半
円
形
。
先
端
は
舌
先
状
の
形
態
。

F
類
。
断
面
は
扁
平
な
多
角
形
。

F類
。
断
面
は
扁
平
な
多
角
形
。

F類
。
断
面
は
扁
平
な
多
角
形
。

1．
断
面
は
楕
円
形
。
先
端
は
舌
先
状
の
形
態
。

ま
舌
先
状
の
形
態
。



表
V
-
1
5
A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
8
)

~ ~ ~ ~ ~ ~

点 数

焼 痕

計
測
値
(
c
m
)

源
重
量

(
9
)

樹 皮

取
上

N
o

仮 叱
木
器

N
o

考
備

樹
種

木
取

発
掘
区

称
名

鴎
号

幅
長
さ

厚
さ

1 1
G類
。
先
端
部
の
み
を
削
り
出
し
て
い
る
。

丸
木

1
(1
3.
2）

6
.
7

0
.
9

G
0
.
9

串
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
b

6
6
5

1
9
7
8
4
4
2

G
類
。
先
端
部
の
み
を
削
り
出
し
て
い
る
。

丸
木

1
(1
1.
4)

0
.
6

0
.
7

3．
1

G
I

串
状
製
品

c
-
6
6
-
4
8
-
c

1
9
8
8
4
4
3

2
9
1

G類
。
先
端
部
の
み
を
削
り
出
し
て
い
る
。

H類
。
竹
を
割
裂
き
内
面
か
ら
薄
く
削
っ
た
も
の
。

丸
木

1
0．
9

1
6
.
8

G
|

0
.
9

2
9
.
7

串
状
製
品

c
-
6
6
-
4
8
.
6
7
-
5
0

3
3
4
3
3
7

1
9
9
8
4
4
4

1/
4割

1
(1
8.
0)

G
I

2
.
6

1
.
0

0
.
2

串
状
製
品

c
-
6
6
-
5
9
-
a

2
7
9

2
0
0
8
4
4
5

H類
。
竹
を
割
裂
き
内
面
か
ら
薄
く
削
っ
た
も
の
。

H類
。
竹
を
割
裂
き
内
面
か
ら
薄
く
削
っ
た
も
の
。

算
盤
玉
形
で
中
心
を
穿
孔
。
表
面
の
削
り
痕
が
顕
著
。

l
/
4
割

G
I

1
(1
2.
5)

0
.
5

2
.
8

1
.
1

串
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
b

8
4
4
6

6
3
5

2
0
1

G
I

1/
6割

1
2
.
4

0
.
3

17
．
0

0．
8

串
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
a

6
4
8

2
0
2
8
4
4
7

ｱ汁
イ

1
1
.
3

1
.
7

1
-
7

1．
1

c
-
6
7
-
5
0
-
c

G
木
玉

8
4
4
8

4
2
6

2
0
3
~

表
裏
の
環
の
大
き
さ
の
異
な
る
滑
車
形
の
加
工
。

断
面
が
楕
円
形
で
、
中
央
に
小
孔
が
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。

断
面
が
楕
円
形
で
、
樹
心
部
に
孔
が
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。

連
歯
下
駄
に
似
る
が
、
鼻
緒
孔
が
無
い
。

ﾋﾉ
ｷ？

板
目

1
（
2.
7）

1
.
5

6
.
0

G
3
.
1

根
付
・
緒
締
等

c
-
6
7
-
7
0
-
b

8
4
4
9

1
2
0
4

1 1 1
柾
目

1
1－
0

1
-
8

1－
9

1．
2

G
根
付
・
緒
締
等

c
-
6
6
-
5
9
-
c

2
5
2

2
0
5
8
4
5
0

丸
木

1
4
6
.
0

3
.
0

G
I

4．
2
4
4

~
▲
ゆ
ユ

根
付
・
緒
締
等

c
-
6
6
-
4
9
-
d

1
6
3

2
0
6
8
4
5
1

横
木

1
(1
2.
8)

ｶ
ﾂ
ﾗ

3
3
0
.
0

10
．
3

7
6

~
U
●

G
|

下
駄
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
c

2
0
7
8
4
5
2

8
8

表
裏
が
平
行
と
な
る
よ
う
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

柾
目

1
G

I
1
9
.
2

n
斤

』
．
｛

1
.
6

4．
6

c
-
6
6
-
4
8
-
c

円
板
材

8
4
5
3

2
9
8

2
0
8

１ 局 四 １

柄
部
分
を
欠
損
。
表
面
に
の
み
浮
き
彫
り
、
線
刻
が
あ
る
。

材
の
稜
線
に
下
方
か
ら
斜
め
に
山
形
の
切
り
込
み
が
連
続
す
る
。

頭
部
直
下
に
削
り
か
け
の
痕
跡
が
多
段
に
め
ぐ
る
。

水
平
の
短
刻
に
挟
ま
れ
た
二
本
組
の
短
刻
が
あ
る
。

二
本
組
の
短
刻
が
斜
め
刻
ま
れ
る
。

二
本
組
の
短
刻
が
水
平
に
め
ぐ
る
。

板
目

G
I

ﾄ
ﾈ
ﾘ
ｺ

2
1．
0

1
0
.
8

1
5
_
5

1
ワ

ユ
今
哩

c
-
6
7
-
6
0
-
a
･
d

宝
刀
ミ
ニ
チ
ュ
ア

8
4
5
4

6
1
6

2
0
9

G
|

板
目

ｺ
ﾅ
ﾗ

1
2
9
3
.
4

3
.
1

4
6
.
6

3
.
3

木
幣

c
-
6
6
-
5
9
-
c

1
9
3

8
4
5
5

2
1
0

1 1 1

ﾐ
ｽ
ｷ

丸
木

1
(3
6.
4）

9
8
.
0

2
.
4

G
2
-
4

木
幣

c
-
6
7
-
7
0
-
b

4
2
4

0
1
1

4
1
1
8
4
5
6

1 1 1
丸
木

ﾔﾅ
ｷﾞ

1
（
4.
0）

6
.
9

1
.
9

1
.
5

G
短
刻
付
製
品

c
-
6
6
-
4
9
-
a

2
1
2
8
4
5
7

7
5
8

1 1 1
板
目

ｽ
ｷ
?
ﾋ
ﾉ
ｷ
？

1
（
8.
3）

0
.
8

1
.
0

5
.
5

短
刻
付
製
品

G
c
-
6
6
-
5
9
-
c

8
4
5
8

6
7
5

2
1
3

丸
木

ﾔﾅ
ｷﾞ

1
2
4
.
0

8
.
9

2
.
0

2
-
0

c
-
6
6
-
4
8
-
d

G
|

短
刻
付
製
品

8
4
5
9

1
6
6

2
1
4

短
刻
が
縦
に
連
続
す
る
。

丸
木

ﾔﾅ
ｷﾞ

1
(1
4.
7)

2
.
4
9
Q

し
－
J

5
2
.
0

G
|

短
刻
付
製
品

c
-
6
6
-
4
9
-
d

1
4
2

8
4
6
0

2
1
5

水
平
に
短
刻
が
め
ぐ
る
。

大
小
の
扇
形
の
文
様
が
向
い
合
う
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

細
い
短
刻
が
縦
に
連
続
す
る
。

ま
I木

ﾔﾅ
ｷﾞ

G
|

1
（
5.
2）

1
1
.
8

n
o

ム
．
ム

2
.
1

短
刻
付
製
品

c
-
6
6
-
4
9
-
a

6
9
3

2
1
6
8
4
6
1

ｽ
ｷ
?
ﾋ
ﾉ
ｷ
？

G
I

柾
目

I
4
.
6

0
.
8

1．
3

可
寸

イ
．
上

c
-
6
7
-
5
0
-
c

短
刻
付
製
品

8
4
6
2

6
5
3

2
1
7

３ ４

６ ６

４ ４

８ ８

８ ９

１ １

２ ２

8463218

91q
白人』8464

G
|

~
，

一

ｶ
ｴ
ﾌ
ﾟ

柾
目

1
（
3.
0）

0．
6

1．
3

1
_
1

c
-
6
7
-
6
0
-
c

短
刻
付
製
品

6
7
4

先
端
部
に
向
か
っ
て
粗
く
削
り
出
し
た
も
の
。
断
面
は
楕
円
形
。

先
端
部
に
向
か
っ
て
粗
く
削
り
出
し
た
も
の
。
断
面
は
角
形
。

柾
板

１
1
.
0

0
.
8

2
.
3

G
6
.
2

ピ
ン
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
a

6
4
6

柾
目

］
(1
0.
0)

3
.
6

0
.
7

0．
8

G
ピ
ン
状
製
品

c
-
6
7
-
7
0
-
b

8
4
6
5

3
5
6

2
2
0

６ ７ ８ ９

６ ６ ６ ６

４ ４ ４ ４

８ ８ ８ ８

１ ２ ３ ４

２ ２ ２ ２

２ ２ ２ ２

8466221

2228467

99q
ムム』8468

8469224

1 1 1
先
端
部
に
向
か
っ
て
粗
く
削
り
出
し
た
も
の
。
断
面
は
長
法
方
形
。

板
目

1
1．
0

6
.
6

1
.
2

グ
ヨ

L
ヱ

13
－
5

ピ
ン
状
製
品

c
-
6
7
-
5
0
-
a

2
7
1

先
端
部
に
向
か
っ
て
粗
く
削
り
出
し
た
も
の
。
断
面
は
楕
円
形
。

先
端
部
に
向
か
っ
て
粗
く
削
り
出
し
た
も
の
。
断
面
は
多
角
形
。

表
面
を
丹
念
に
削
り
だ
す
。
断
面
は
隅
丸
三
角
形
。

板
目

1
0
.
7

6
.
8

1．
2

G
|

1
4
.
1

ピ
ン
状
製
品

c
-
6
7
-
6
0
-
a

6
6
2

、 Ｐ 、 佳 図 Ｓ 剴 叫

丸
木

ア
ザ
サ
イ

′
″
~
ノ
~
I

1
1
.
2

1
.
1

1
4
.
5

G
|

1
6
.
1

ピ
ン
状
製
品

c
-
6
6
-
5
9
-
b

6
5
9

ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

1/
3割

1
2
4
.
0

ハ
l

L瓦
’

1
.
8

1
_
1

1
9
.
0

c
-
6
6
-
6
9
-
b

軸
状
製
品

q
7

J
~
ロ
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表
V
-
1
6
A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
9
)

ｌ 』 蟹 Ｉ

－

図
溺

2
2
5

2
2
6

り
り
ワ

ム
ム
I

2
2
8

9
9
q

白
白
』

2
3
0

ワ
q
l

“
U
L

9
q
り

ど
U
白

祷 叱 8
4
7
0

8
4
7
1

8
4
7
2

8
4
7
3

8
4
7
4

8
4
7
5

8
4
7
6

8
4
7
7

仮 叱 1
0
5

2
2
5

1
8
6

1
5
2

4
1
9

6
7
8

5
8
1

6
4
9

名
称

輌
犬
製
品

鋤
犬
製
品

軸
状
製
品

軸
状
製
品

軸
状
製
品

軸
状
製
品

軸
状
製
品

軸
状
製
品

発
掘
区

c
－
6
6
－
4
9
－
a

c
-
6
6
-
5
9
-
c

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
－
6
6
－
5
9
－
a

c
-
6
6
-
4
9
-
c

c
-
6
6
-
4
9
-
c

c
-
6
6
-
5
9
-
c

c
－
6
6
－
5
9
－
c

取
上

N
C G G G G G G G G

’ ’ I

計
測
値
（
c
､
）

長
さ

1
6
=
6

18
－
6

9
兵
E

ム
リ
二
J

(2
6.
5）

2
2
.
9

＊
18
．
5

1
2
.
3

8
.
6

幅 1
-
7

1－
7

n
の

ム
ー
ム

9
1

竺
●
4

1
.
6

1
Q

上
凸
J

1．
4

0
.
9

厚
さ

1
F

1
－
0

1－
3

9
9

日
●
凸

1
.
3

1．
5

1
.
3

1
.
2

0
.
9

湿
重
量

（
9） 2
5
.
0

2
9
.
0

7
0
.
0

4
7
.
0

3
2
-
1

1
8
.
5

1
2
-
0

4
-
6

樹 皮

焼 痕
木
取

l
/
4
割

板
目

丸
木

半
割

板
目

柾
目

板
柾

板
柾

樹
種

ｱ汁
イ

ｽ
秤 ﾄﾈ
ﾘｺ
？

ｱ！ ﾓミ ｽギ ｽギ

ｻイ

数

1 1 1 1 1 ２ 1 1

備
考

先
端
部
に
向
っ
て
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
円
形
。

先
端
部
に
向
っ
て
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
楕
円
形
。

先
端
部
に
向
っ
て
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
円
形
。

先
端
部
に
向
っ
て
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
楕
円
形
。

両
端
に
向
っ
て
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
五
角
形
。

先
端
部
に
向
っ
て
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
角
形
。

両
端
に
向
っ
て
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
五
角
形
。

両
端
に
向
っ
て
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
五
角
形
。

2
3
3

2
3
4

2
3
5

2
3
6

｡
、
可

ム
J
1

2
3
8

2
3
9

2
4
0

2
4
1

2
4
2

2
4
3

2
4
4

2
4
5

2
4
6

2
4
7

２
1
8

2
4
9

2
5
0

9
E
1

ム
J
1

2
5
2

8
4
7
9

8
4
8
0

8
4
8
1

8
4
8
2

8
4
8
3

8
4
8
4

8
4
8
5

8
4
8
6

8
4
8
7

8
4
8
8

8
4
8
9

8
4
9
0

8
4
9
1

8
4
9
2

8
4
9
3

8
4
9
4

8
4
9
5

8
4
9
6

8
4
9
7

6
9
0

6
0
3

6
2

２

2
1
8

1
4
1

5
5
9

6
8
1

3
6
2

2
1
1

4
7

0
ヴ
O

J
I
ム

5
4
1 1
4

1
1
9

2
4

5
6
3

1
2
0 6

6
9
8

ピ
ン
状
製
品

ピ
ン
状
製
品

ピ
ン
状
製
品

ピ
ン
状
製
品

ピ
ン
状
製
品

ピ
ン
状
製
品

ピ
ン
状
製
品

ピ
ン
状
製
品

ピ
ン
状
製
品

模
付
製
品

模
付
製
品

模
形
製
品

模
形
製
品

方
形
頭
付
丸
棒
状
製
品

方
形
頭
付
丸
棒
状
製
品

方
形
頭
付
丸
棒
状
製
品

方
形
頭
付
丸
棒
状
製
品

方
形
頭
付
丸
棒
状
製
品

有
孔
丸
棒
状
材

c
-
6
7
-
6
0
-
c

c
－
6
7
－
6
0
－
c

c
-
6
7
-
5
0
-
c

c
-
6
7
-
6
0
-
a

c
－
6
7
－
5
0
－
a

c
-
6
6
-
5
9
-
b

c
－
6
7
－
6
0
－
a

c
-
6
6
-
4
8
-
d

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c
－
6
7
－
6
0
－
a

c
-
6
6
-
4
8
-
c

c
－
6
6
－
4
8
－
b

c
-
6
6
-
5
9
-
c

c
-
6
7
-
7
0
-
c

c
-
6
6
-
5
9
-
b

c
-
6
6
-
5
9
-
b

c
-
6
7
-
6
0
-
b

c
-
6
6
-
5
9
-
a

c
-
6
7
-
6
0
-
b

G G G G G G G G G G G G G G G G G G G
’’ I

6－
1

15
－
8

16
．
5

(1
9-
4）

19
．
8

(2
8.
4）

(2
0.
5）

(1
9.
9）

(1
9.
5）

2
5
-
0

2
2
-
4

ワ
T

I
C
上

11
－
0

(2
6.
0）

(2
6.
5）

(5
.8
）

(1
2.
1）

(8
.8
）

(8
.3
）

1－
4

1
.
6

1
Q

入
舎
』

1
0

1
－
ム

2．
0

3
-
3

1－
6

2－
4

1
-
9

9
R

白
◆
U

旬
ワ

｡
‐
I

3－
1

3
-
8

4
.
0

4－
1

ワ
q

臼
=
ゾ

3
-
1

4
-
4

1
-
7

1
.
4

1－
3

0
.
9

1
2

1．
7

3
.
0

1
-
0

2
-
1

1－
5

2
.
1

2
.
8

1．
6

1－
3

り
り

ム
ー
ム

2－
0

1．
2

2
-
0

1
-
5

1－
2

6
.
8

26
．
6

12
．
4

1
9
-
0

4
9
-
0

1
1
7
.
0

1
7
-
8

5
6
.
9

4
8
.
0

5
2
.
0

1
4
5
.
2

1
8
.
2

3
0
-
0

9
8
.
0

7
8
.
0

11
－
0

5
5
.
0

3
3
.
0

9
.
0

丸
木

半
割

半
割

丸
木

l/
4割

丸
木

板
目

丸
木

柾
目

丸
木

柾
目

板
目

柾
目

柾
目

柾
目

柾
目

丸
木

柾
目

柾
目

ア
ャ
ノ
』

ｱ》 ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

－ ７
１ 丁

。 ｽ
粋
ﾋ
ﾉ
ｷ
？

ｸﾏ
ｼﾃ
ﾞ

ｽ
稗

ｶｴ
ﾃﾞ

ｶ
ﾂ
ﾗ

ｶ
ﾂ
ﾗ

ｽギ ﾄ
ﾈ
ﾘ
ｺ

ｶｴ
ﾃﾞ

ｶ
ﾂ
ﾗ

f
〒
〃
÷

ゴ イ ノ叶
イ ﾄイ

1 1 1 1 1 1 1 1 Ｉ 1 1 1 1 ２ 1 1 1 1 1

先
端
部
の
み
7

先
端
部
の
み
ヌ

先
端
部
の
み
7

先
端
部
の
み
ス

先
端
部
の
み
ス

先
端
部
の
み
ズ

先
端
部
の
み
が
削
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
偏
平
な
楕
円
形
。

先
端
部
の
み
が
削
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
円
形
。

先
端
部
の
み
が
削
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
角
形
。

端
部
に
長
め
の
模
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
断
面
は
円
形
。

角
形
の
端
部
に
模
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
断
面
は
七
角
形
。

舌
先
状
の
丸
先
端
で
あ
る
。
削
り
痕
顕
著
。

先
端
部
が
鋭
角
で
あ
る
。
削
り
痕
顕
著
。

方
形
の
頭
部
の
下
は
丸
棒
状
で
あ
る
。

方
形
の
頭
部
の
角
孔
に
模
状
の
木
質
（
ク
ル
ミ
）
が
残
存
す
る
。

方
形
の
頭
部
の
下
は
丸
棒
状
で
あ
る
。

方
形
の
頭
部
の
角
孔
に
模
状
の
木
質
が
残
存
。
下
端
部
欠
損
。

頭
部
の
角
孔
に
模
状
の
木
質
（
ス
ギ
）
が
残
存
。
下
端
部
欠
損
。

上
端
部
に
三
角
形
の
小
孔
。
断
面
は
三
角
形
。

;l
｣り
だ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
円
形
。

；
lj
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
楕
円
形
。

判
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
楕
円
形
。

ﾘ
ﾘ
り
だ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
円
形
。

11
1り
だ
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
隅
丸
長
方
形
。

；
り
り
だ
さ
れ
、
削
り
が
長
い
。
断
面
は
円
形
。

8
4
7
8

5
6
9
軸
状
製
品

c
－
6
6
－
5
9
－
b

G
6－
8

0
-
8

0
-
6

2
-
0

板
柾

ﾋﾉ
ｷ？

1
両
端
に
向
っ
て
細
く
加
工
点
れ
て
い
ろ
、
断
而
は
楕
円
形
←

~~
~~

~
~~
~~

~~
~~

~
~

~
~~~

~
~

~~
~

~~
~~

~
~

~
~

~~
~~

~~
~~

~~
~
~~

~
~~
~~~

~~



表
V
-
1
7

A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
1
0
)

~ ~ ~ ~ ~ ~

仮 、

木
器

N
o

さ β Ｊ 〃 ３ ２ ２ β β 〃 β ２ β 〃 β 』 β 〃 〃 刀 ９ ９ β ３ β 幻 〃 ｊ ２

ｍ 厚 ４ ３ ２ １ ２ ２ １ ２ １ ０ ２ ０ １ ０ ４ ６ １ １ ２ ２ １ ２ ４ ３ ２ １ １ ２

Ｃく

５ ４ ８ ３ ４ ４ ７ ６ ７ ７ ４ ２ ４ ７ ８ ７ ４ ６ ５ １ ２ ０ ７ ２ ４ １ ０ ７

直 幅 ４ ａ ２ Ｌ ２ ２ Ｌ ２ Ｌ ｑ ２ Ｌ ３ ２ ４ ｄ ２ Ｌ ２ ｆ ２ ４ ａ ４ ａ ４ ＆ ３１
湿
重
量

(
9
)

取
上

N
o

計
測

長
さ

22
．
0

（
32
.4
）

（
22
.8
）

(1
9.
4)

(1
5.
4)

(1
4.
1)

(1
3.
0)

41
．
7

31
．
2

6．
7

（
9.
3）

(1
3.
6)

（
74
.9
）

（
18
.5
）

（
55
.5
)

（
54
.1
）

*(
26
.5
)

（
9.
4）

*(
17
.0
)

（
7.
8）

（
13
.3
）

(1
2.
0)

（
22
.4
）

19
．
5

（
17
.5
）

16
．
2

(2
0.
0)

18
．
2

樹 皮

焼 痕

点 数 一 ｌ ｌ １ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ２ ｌ １ ｌ ２ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ

鴎
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

１ ， Ｉ １ Ｉ Ｉ Ｔ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ト ー １ １ １ １ ・ 卜 Ⅱ ’ ’ ’ ’ ’ 十 Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ｌ Ｌ Ⅱ １ １ １ ・ Ｉ Ｌ Ｉ ｌ Ｂ Ⅱ １ １ ． ０ Ⅱ Ⅱ ０ １ 日 守 ■ ０ １ ｌ Ｉ Ｉ Ｔ ｌ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ４ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ・ ▲ Ⅱ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ｆ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ⅱ 上 Ｉ ｌ Ｉ Ｉ Ｉ 上 Ⅱ Ｉ ８ Ｉ ｒ Ｉ 函 ｆ Ｉ ０ ｌ ８ Ｉ 》 ■ Ⅱ Ｄ ０ Ｐ ０ ｌ Ｔ ｌ ■ Ⅱ Ｉ ■ ４ ０ １ １ １ １ “ 卜 Ⅱ Ｉ ｌ ｏ Ｄ ｌ Ⅱ 什 日 Ⅱ ｌ ｌ １ ４ Ｉ ｊ Ｉ １ ・ Ｉ 上 １ １ １ １ Ⅱ ’ 二 Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ 守 Ⅱ ｌ ■ Ｉ Ｉ ８ Ｔ ９ ｌ Ⅱ ■ Ⅱ ４ ０ １ １ １ １ ． ４ Ⅱ １ １ １ １

有
孔
丸
棒
状
材

有
孔
丸
棒
状
材

有
孔
丸
棒
状
材

挟
入
付
丸
棒
状
材

快
入
付
丸
棒
状
材

快
入
付
丸
棒
状
材

快
入
付
丸
棒
状
材

快
入
付
丸
棒
状
材

上
端
部
の
表
裏
に
平
坦
面
作
出
。
縦
長
角
孔
。
下
端
部
炭
化
。

上
端
部
の
表
裏
に
垂
下
す
る
溝
と
円
孔
が
あ
る
。

上
端
部
の
表
裏
に
平
坦
面
作
出
。
角
孔
に
木
質
残
存
。

コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。
断
面
は
円
形
。

コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。
断
面
は
偏
平
な
円
形
。

コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。
首
が
長
く
挟
り
込
ま
れ
て
い
る
。

瘤
状
の
頭
部
を
作
出
し
て
い
る
。
断
面
は
円
形
。

上
端
部
を
浅
く
挟
り
、
コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。

小
さ
な
コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。
下
端
部
は
切
裁
。

下
端
部
が
コ
ケ
シ
頭
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
長
方
形
。

茸
形
に
頭
部
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
断
面
は
円
形
。

片
面
の
み
を
帯
状
に
挾
り
、
コ
ケ
シ
頭
状
に
加
工
し
て
い
る
。

片
面
の
み
を
帯
状
に
挟
り
コ
ケ
シ
頭
状
に
加
工
。

全
体
を
削
り
、
コ
ケ
シ
頭
状
に
加
工
。

コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。

片
側
の
み
を
挟
り
込
ん
で
い
る
。

端
部
が
瘤
状
と
な
っ
て
い
る
。
下
端
部
を
欠
損
す
る
。

杭
状
の
先
端
部
を
持
つ
コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。

小
さ
な
コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。

曲
面
側
を
溝
状
に
挟
り
、
コ
ケ
シ
頭
状
の
頭
部
を
作
出
。

下
端
部
の
側
縁
が
挟
ら
れ
て
い
る
。

片
側
端
部
を
瘤
状
に
加
工
し
て
い
る
。

平
坦
面
を
削
り
だ
し
、
頭
部
を
作
出
し
て
い
る
。
下
端
部
炭
化
。

斜
め
に
溝
状
の
挟
り
が
あ
る
。

上
端
部
が
片
側
か
ら
快
り
、
階
段
状
に
加
工
し
て
い
る
。

表
面
に
溝
状
の
挟
り
が
あ
る
。

恥 一 籾 一 統 一 獅 一 獅 一 籾 一 籾 一 加 一 畑 一 畑 一 坤 一 地 一 姉 一 価 一 獅 一 畑 一 畑 一 ｍ 一 ｍ ｜ 、 ｜ 、 ｜ 恥 一 恥 一 恥 一 ｍ ｜ 畑 一 加 一 卸

螂 一 岬 一 蜘 一 蜘 一 馳 一 恥 一 鋤 一 繩 一 鋤 一 剛 一 蹴 一 剛 一 郵 一 蜘 一 卸 一 恥 一 剛 一 恥 一 趾 一 卸 一 皿 一 “ ｜ 蜘 一 蜘 一 秘 一 跡 一 秘 一 蹄

ｂ ａ ｂ ａ ａ ｂ ａ ｄ ｄ ｂ ｄ ｂ ｂ ｂ ｄ ｄ ａ ａ ｄ ａ ａ Ｃ ａ Ｃ ｄ ｂ ｂ ｂ
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９ ９ ０ ０ ０ ９ ０ １ ０ ０ ０ ９ ０ ８ ０ １ ０ ０ ０ ０ ９ ８ ０ ９ ９ ０ ０ ９
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６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

Ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ Ｃ

Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｜ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｜ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｜ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ

１ １

群 癩 癩 赫 赫 燕 赫 赫 癖 癩 群 顎 罹 繩 銅 赫 赫 稗 幟 嗣 曄 詞 娃 魎 砺 砺 砺 輝

○ ○

剥 一 刈 一 知 一 細 一 切 ｜ 叩 一 剛 一 獅 一 肪 一 伽

０ ４ ６ ８ ０ ０ ６ ９ ０ ８ ０ ９ ４ ２ ３ ０ ９ ０ ９ １ ０ ０ ２ ０ ２ ９ ２ ０』 ● ● 白 。 ● ロ ● ● ● の ● ● ① 包 ら ぬ ■ ● ■ 申 ● ● ● 参 。 ● ■

７ ４ ９ ５ ６ ７ ３ ２ ９ １ ０ ８ ９ ２ ２ ３ ２ ８ ３ ２ ６ ４ １ ５ ５ ５ ２ ６

０ １ ９ １ ４ ４ ２ ７ ４ ２ ４ ２ ４ ０ ８ １ ５ ７ ２ ６ ５ ５ ６ ５ ６ ０

２ ２ １ ４ ６ ３ １ １

１

ス
ギ

司
十
弓

‐
』
ﾉ
ﾉ

ｵ
ﾆ
ｸ
ﾙ
ﾐ

憐 一 端

快
入
付
丸
棒
状
材

挟
入
付
丸
棒
状
材

挟
入
付
角
棒
状
材

快
入
付
丸
棒
状
材

快
入
付
割
棒
状
材

扶
入
付
楕
円
棒
状

挟
入
付
蒲
鉾
棒
状

挟
入
付
割
棒
状
材

快
入
付
丸
棒
状
材

挟
入
付
角
棒
状
材

快
入
付
丸
棒
状
材

快
入
付
角
棒
状
材

快
入
付
割
棒
状
材

ﾅ
ﾅ
ｶ
ﾏ
ﾄ

~力悔

2
0

稗 必 一 種 一 群

9
0
ワ

ム
ム
I

届 切
材 一 材

獅 一 剛 一 ｍ ｜ 恥 一 郷 一 知 一 ｍ 一 噸 一 釧 一 郡 一 ｍ 一 Ⅷ ｜ 郷 一 汕 一 班 一 面

種 一 弐 一 怖 一 耕 一 憐

快
入
付
角
棒
状
材

快
入
付
角
棒
状
材

快
入
付
角
棒
状
材

挟
入
付
角
棒
状
材

快
入
付
楕
円
棒
状
材

快
入
付
角
棒
状
材

快
入
付
楕
円
棒
状
材

快
入
付
角
棒
状
材

夘 一 峅 ﾄﾈ
ﾘｺ

ロ
ー
I

胴
部
が
ふ
く
ら
み
、
側
縁
が
挟
ら
れ
て
い
る
。

夘 一 海
少 、 苦 図 ｓ 剴 鴎

上
端
部
は
平
坦
に
切
裁
さ
れ
、
下
端
部
は
深
く
挟
ら
れ
て
い
る
。
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表
V
-
1
8

A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
1
1
)

木
器

N
o

仮 叱
計
測
値

(c
m)

長
さ

幅
厚
さ

(2
8.
1)

3.
2

3.
3

（
29
.0
）

3．
2

1．
8

9．
5

4．
6

2．
8

1
8
.
3

2
.
0

1．
1

(3
0｡
4)

5．
0

5.
5

(3
0.
6)

8.
9

4.
8

9．
9

5．
1

4
.
2

11
．
3

5．
7

4
.
8

ネ
(1
3.
5)

6.
6

6.
2

21
．
2

5．
5

4．
2

（
58
.7
）

6．
5

6．
3

(2
9.
6)

2.
1

2.
1

＊
26
．
4

2．
7

2．
6

1
1
.
0

1
.
9

2
.
0

（
39
.9
）

2．
6

2．
7

(9
1.
1)

2.
8

2.
8

*
(
1
0
1
.
2
)
3.
3

3．
2

(
1
7
.
2
)
(
2
.
6
)
1.
4

(1
7.
4)

1.
8

1.
8

34
．
9

2．
7

2．
2

X
(
3
7
.
0
)
(
3.
5)

2.
1

(2
7.
6)

2.
4

1．
2

(1
8.
0)

1．
3

1.
1

(1
7.
4)

2.
0

1．
3

(1
4.
2)

2.
4

1．
2

27
．
6

3．
5

1
.
6

(4
4.
5)

3.
5

1.
9

1
(3
9.
8)

3.
9

1.
8

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 痕

甦 恥

点 数
雛
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

‐ 母 「 い ｛ 田 一 団 一 創 一 叫 二 副 ‐ ｜ 副 ‐ 一 町 言 酎 一 団 ↓ 酎 一 酬 一 酬 一 “ ‐ ｜ ‐ 駒 ‐ 「 叫 一 叫 言 酬 一 酬 一 田 一 吋 ‐ ｜ 酎 ‐ 鄙 ‐ 「 い 「 母 「 叫 一 酬

挟
入
付
丸
棒
状
材

挟
入
付
角
棒
状
材

挟
入
付
割
棒
状
材

快
入
付
角
棒
状
材

凸
形
頭
付
丸
棒
状
材

角
孔
付
丸
材

角
孔
付
丸
材

角
孔
付
丸
材

角
孔
付
丸
材

挟
入
付
角
材

快
入
付
丸
棒
状
材

快
入
付
丸
棒
状

丸
木

柾
目

板
目

柾
目

丸
木

○
丸
木

丸
木

丸
木

丸
木

○
板
目

丸
木

○
丸
木

丸
木

板
目

丸
木

丸
木

丸
木

柾
目

丸
木

丸
木

柾
目

板
目

柾
目

柾
目

板
目

○
板
目

○
柾
目

柾
目

表
面
が
粗
く
削
ら
れ
、
胴
部
が
挟
ら
れ
て
い
る
。

平
坦
面
の
削
り
出
さ
れ
、
頭
部
が
角
鉤
状
と
な
っ
て
い
る
。

側
縁
部
が
挟
ら
れ
て
い
る
。
断
面
は
半
円
形
で
あ
る
。

平
坦
面
の
削
り
出
さ
れ
、
頭
部
が
角
鉤
状
と
な
っ
て
い
る
。

頭
部
が
凸
形
に
削
り
だ
さ
れ
て
い
る
。

上
端
部
に
大
小
2
か
所
の
角
孔
が
あ
る
。
下
端
部
は
炭
化
。

丸
材
の
角
孔
部
が
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

丸
材
の
角
孔
部
が
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

丸
材
の
角
孔
（
角
快
り
）
部
か
ら
折
損
し
て
い
る
。

上
端
部
が
角
形
に
挟
ら
れ
て
い
る
。
下
端
部
は
炭
化
し
て
い
る
。

杭
状
の
先
端
部
を
持
ち
、
鉤
形
に
挟
ら
れ
て
い
る
。

上
端
部
が
炭
化
し
、
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

上
端
部
は
平
坦
に
加
工
さ
れ
、
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

両
端
部
が
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

両
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
。

両
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
腐
朽
が
著
し
い
。
ナ
ナ
カ
マ
ド
？

両
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
。

湾
曲
し
た
楕
円
形
の
材
で
あ
る
。
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

表
面
の
加
工
痕
が
顕
著
で
あ
る
。
上
端
部
を
欠
損
す
る
。

両
端
部
は
対
面
す
る
二
面
削
り
さ
れ
、
裏
面
に
平
坦
面
を
作
出
。

表
面
に
削
り
時
の
刃
傷
痕
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。

上
端
部
を
欠
損
し
、
下
端
部
は
腐
朽
。
断
面
は
長
方
形
で
あ
る
。

上
端
部
を
欠
損
す
る
。
断
面
は
六
角
形
で
あ
る
。

下
端
部
を
欠
損
す
る
。

表
面
に
削
り
時
の
刃
傷
痕
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。

上
端
部
は
炭
化
し
、
下
端
部
は
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

先
端
部
が
徐
々
に
細
く
な
る
。
上
端
部
側
縁
と
下
端
部
が
炭
化
。

両
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
部
が
幅
広
と
な
る
。

輝 一 市

加 一 醜 一 郷 一 蝿 一 恥 一 郷 一 ” ｜ 獅 一 畑 一 柳 一 畑 一 獅 一 畑 一 浬 一 郡 一 郡 一 獅 一 郷 一 畑 一 汕 一 刈 一 皿 一 畑 一 池 一 畑 一 畑 一 知 一 畑
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眺 一 妬 一 犯 一 畑 一 ｍ 一 晩 ｜ 唖 一 姉 一 知 一 邨 一 皿 一 知 一 池 一 祁 一 畑
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１
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州 一 抑 一 群 一 種 一 峅 一 妨 一 調

丸
棒
状
材

丸
棒
状
材

丸
棒
状
材

丸
棒
状
材

丸
棒
状
材

丸
棒
状
材

丸
棒
状
材

丸
棒
状
材

丸
棒
状
材

角
棒
状
材

角
棒
状
材

１ 国 つ Ｉ

幟 榧 一 市

ワ
q
J
J

7
4

9
6

輝 一 汚 一 岬

4
0
0

2
0
2

2
2
9

2
7
5

角
棒
状
材

澤
鱒
：

角
棒
状
材

澤
鴬
：

迦 一 知 一 飛 一 知 一 ｍ ｜ 知

ｽ
秤
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表
V
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1
9

A'
地
区
掲
載
木
製
品
(1
2)

~ ~ ~ ~ ~ ~

祷 叱
仮 叱

計
測
値

(c
m)

長
さ

幅
厚
さ

(2
6.
8）

3．
5

1．
7

(2
1.
5)

3.
7

1.
4

(2
4.
0)

3.
5

1.
4

(3
2.
7)

3.
0

0.
7

(2
2.
0）

2．
8

0．
9

(2
1.
7)

3．
2

0.
9

(2
3.
2）

2．
1

0.
9

(1
9.
9）

2．
4

0．
8

(1
5.
1)

2．
0

0.
6

(1
9.
0）

2．
3

0．
7

(1
9.
3)

1．
9

0．
9

(2
2.
2）

3．
2

0．
9

(2
7.
0)

2.
3

0．
9

(2
4.
4)

2.
0

1.
0

(2
7.
8）

2．
5

1．
2

(1
8.
4)

1．
8

0.
6

(2
8.
9）

2．
1

0.
7

(1
9.
8)

3．
8

0．
8

(2
7.
8）

2．
5

0．
3

2
0
.
8

2
.
9

0
.
9

(
7.
7)

1．
0

0．
5

1
2
.
2
1
9
.
4

2
.
1

(1
1.
4)
13
.9

2．
3

(
1
1
.
2
)
(
1
3
.
4
)

1.
4

(1
5.
4)

3.
3

1.
6

(2
0.
8）

6．
0

2．
0

(
1
5
.
9
)
(
4
.
7
)
0.
6

(2
2.
8)
(1
1.
8)

2.
3

湿
重
量

(
9
)

取
上

N
o

樹 皮

焼 痕

点 数
瀦
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

紡
錘
形
棒
状
板

紡
錘
形
棒
状
板

紡
錘
形
棒
状
板

紡
錘
形
棒
状
板

蒲
鉾
形
棒
状
板

蒲
鉾
形
棒
状
板

蒲
鉾
形
棒
状
板

蒲
鉾
形
棒
状
板

蒲
鉾
形
棒
状
板

蒲
鉾
形
棒
状
板

蒲
鉾
形
棒
状
板

材 一 材 一 材 一 材 一 材 一 材 一 材 一 材 一 材 一 材 一 材

汕 一 汕 一 、 ｜ 池 一 畑 一 池 一 那 一 那 一 如 一 畑 一 細 一 卸 一 迦 一 ” ｜ 畑 一 池 一 錨 一 恥 一 切 ｜ 郷 一 細 一 知 一 知 一 知 一 知 一 到 一 繩 一 郷

蝿 一 睡 一 蹴 一 耐 一 糀 一 蜘 一 蜘 一 細 一 蹴 一 繩 一 蜘 一 繩 一 蹴 一 蜘 一 秘 一 蜘 一 蜘 一 知 一 繩 一 恥 一 州 一 恥 一 跡 一 湖 一 純 一 岬 一 州 一 畑

○
柾
目

板
目

柾
目

柾
目

柾
目

柾
目

柾
目

柾
目

○
柾
目

柾
目

柾
目

柾
目

柾
目

半
円

板
目

柾
目

柾
目

柾
目

柾
目

1/
4割

1
/
4
割

板
目

板
目

板
目

板
目

柾
目

柾
目

板
目

郷 一 胡 一 “ ｜ 刈 一 即 一 茄 一 却 一 畑 一 迦 一 畑 一 蠅 一 細 一 蝿 一 珈 一 知 一 仙 一 即 一 翔 一 郷 一 町 一 迦 一 恥 一 皿 一 ｍ ｜ 師 一 肥 一 即 一 噸

ｂ ｂ ｄ Ｃ Ｃ Ｃ ｄ ｂ Ｃ ｄ ｂ ｄ ａ ａ Ｃ Ｃ ａ ｂ ａ ｄ ｄ ｄ Ｃ ｄ ａ ｄ ａ ｄ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

８ ９ ０ ９ ９ ９ ９ ０ ０ ８ ０ ９ ０ ０ ９ ８ ０ ０ ９ ０ ８ ８ ０ ０ ９ ９ ０ ８

４ ６ ５ ５ ５ ５ ４ ７ ６ ４ ７ ４ ６ ５ ４ ４ ６ ５ ５ ６ ４ ４ ６ ５ ５ ５ ６ ４~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~６ ６ ７ ６ ６ ６ ６ ７ ７ ６ ７ ６ ７ ７ ６ ６ ７ ７ ６ ７ ６ ６ ７ ７ ６ ６ ７ ６

６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

Ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｜ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ － Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ ｌ Ｇ

両
端
部
を
欠
損
す
る
。
表
面
が
炭
化
し
て
い
る
。

先
端
部
は
徐
々
に
細
く
な
る
舌
先
形
で
あ
る
。
下
端
部
を
欠
損
。

両
端
部
を
欠
損
す
る
。
上
端
部
は
幅
広
で
丸
く
加
工
。

上
端
部
に
円
孔
が
l
か
所
。
下
端
部
は
切
り
出
さ
れ
て
い
る
。

上
端
部
は
欠
損
。
先
端
部
は
徐
ﾉ々
に
細
く
な
る
舌
先
形
で
あ
る
。

上
端
部
が
細
く
突
が
る
。
下
端
部
は
斜
め
に
切
裁
さ
れ
て
い
る
。

上
端
部
は
欠
損
。
下
端
部
は
や
や
細
い
。
刃
傷
痕
多
数
。

表
面
の
腐
朽
著
し
い
。

上
端
部
は
欠
損
。
下
端
部
表
面
に
炭
化
部
分
が
あ
る
。

下
端
部
は
欠
損
。
上
端
部
の
幅
が
や
や
細
く
加
工
さ
れ
て
い
る
。

上
端
部
は
欠
損
。
下
端
部
は
摩
耗
し
て
い
る
。

下
端
部
は
欠
損
。
上
端
部
に
削
り
痕
が
顕
著
に
残
る
。

上
端
部
を
欠
損
す
る
。

両
端
部
を
欠
損
す
る
。
平
行
な
刃
傷
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

両
端
部
を
欠
損
す
る
。

両
端
部
を
欠
損
す
る
。
斜
行
し
た
刃
傷
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

上
端
部
を
欠
損
す
る
。
下
端
部
は
舌
先
状
に
削
り
だ
さ
れ
る
。

や
や
幅
広
な
上
端
部
を
欠
損
す
る
。

全
体
の
腐
朽
が
著
し
い
。

表
面
に
刃
傷
痕
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
下
端
部
に
節
が
あ
る
。

中
央
部
に
節
が
あ
る
。
内
面
が
削
ら
れ
て
い
る
。

上
端
部
に
2
か
所
の
角
孔
が
並
ん
で
い
る
。

角
孔
が
3
か
所
あ
る
。

片
側
に
よ
っ
た
角
孔
が
l
か
所
あ
る
。

上
端
部
の
側
縁
に
は
挟
り
が
あ
り
、
下
端
部
に
角
孔
が
l
か
所
。

上
端
部
に
角
孔
が
l
か
所
あ
る
。

５ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ７ ７ ４ ０ ６ ２ ８ ０ ０ ７ ０ ３ ０ ８ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ０

● ● ● ●

４ ３ ２ ． ＆ ＆ １ １ ＆ 。 ａ ｌ Ｌ ＆ ２ ２ ４ ０ ５ ３

● ● ● ● ● ● ● の ■ 。 ●

９ ２ ２ ７ ８ ０ ２ ７

６ ５ ６ ４ ２ ３ ３ ２ １ ２ ２ ４ ３ ２ ６ １ ３ ４ １ ２ ５ ２ ６ ５ ６ ２ ２

３ ２

１ １ ４

１ 二 ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ １ ］ ｌ １ ｌ １ 二 １ 二 １ ｌ １ ｌ １ － １ ｌ １ － ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ １ ’ １ 二 ｌ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １ 二 ’ ’ １ ’ １

Ｉ １ Ｔ ｌ Ｉ ｆ １ Ｉ ｆ ｉ ｌ ↓ ｌ １ ｌ １ Ｉ ｌ ｌ ｌ ｌ － ｌ ｌ Ｉ １ Ｉ ｌ Ｔ Ｉ Ｉ ↑ １ １ ＋ １ １ ↓ ｌ ｌ ｊ Ｉ ｌ ｌ Ｉ Ｉ ｌ － ｌ ｌ ｌ ｌ Ｉ Ｉ Ｔ Ｉ ｌ ｔ Ｉ Ｉ 十 Ｉ Ｉ ４ Ｉ Ｉ ｊ Ｉ １ １ ｌ ｌ － － － ｌ ｌ Ｔ ｌ － １ Ｉ Ｉ １ Ｉ Ｉ ｆ Ｉ １

群 一 恥 一 群

蒲
鉾
形
棒
状
板
材

蒲
鉾
形
銅
犬
板
材

蒲
鉾
形
棒
状
板
材

蒲
鉾
形
棒
状
板
材

紡
錘
形
棒
状
材

薄
柾
目
棒
状
板
材

薄
柾
目
棒
状
板
材

薄
柾
目
棒
状
板
材

竹
材

竹
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

ｌ 』 函 司

ス
ギ
？

ｽ
将

岬 一 岬 一 州

虹

上
端
部
の
角
孔
部
が
欠
損
し
、
角
快
り
状
と
な
っ
て
い
る
。

上
端
部
の
角
に
角
孔
が
1
か
所
あ
る
。

シ 、 菅 同 ｓ 剴 眠

ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ
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表
V
-
2
0

A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
1
3
)

ｌ 』 圏 Ｉ

酪
号

句
の
句

d
d
I

3
3
8

3
3
9

3
4
0

3
4
1

3
4
2

3
4
3

3
4
4

3
4
5

3
4
6

3
4
7

3
4
8

3
4
9

3
5
0

3
5
1

3
5
2

3
5
3

3
5
4

n
F
F

d
O
D

3
5
6

n
F
旬

6
3
イ

3
b
8

3
5
9

3
6
0

3
6
1

3
6
2

、
八
n

d
O
j

3
6
4

襟 叱 8
5
8
2

8
5
8
3

8
5
8
4

8
5
8
5

8
5
8
6

8
5
8
7

8
5
8
8

8
5
8
9

8
5
9
0

8
5
9
1

8
5
9
2

8
5
9
3

8
5
9
4

8
5
9
5

8
5
9
6

8
5
9
7

8
5
9
8

8
5
9
9

8
6
0
0

8
6
0
1

8
6
0
2

8
6
0
3

8
6
0
4

8
6
0
5

8
6
0
6

8
6
0
7

8
6
0
8

8
6
0
9

仮 血

5
8

R
7

U
d

2
2
6

1
6
5

9
4

1
1
3

36
5＆ 2
3

2
7
4

1
5
0

6
9
6

5
8
4

5
8
2

1
1
6

1
1
5

3
3
6

3
1
0

3
7
8

1
2
4

3
4
7

2
4
3

3
6
4

9
9
9

ム
ム
ム

n
n
n

j
O
d

3
1
8

5
9
7

6
1
4

7
1
8

名
称

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

有
孔
板
材

快
入
付
板
材

挟
入
付
板
材

挟
入
付
板
材

挟
入
付
板
材

快
入
付
板
材

快
入
付
板
材

快
入
付
板
材

快
入
付
板
材

快
入
付
板
材

快
入
付
板
材

板
材

板
材

板
材

板
材

板
材

板
材

板
材

板
材

柱
材

発
掘
区

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c
-
6
6
-
6
9
-
b

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c
-
6
6
-
4
8
-
d

c
-
6
6
-
4
8
-
a

c
-
6
6
-
4
9
-
a

c
-
6
7
-
7
0
-
c

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c
-
6
7
-
6
0
-
d

c
－
6
6
－
4
8
－
d

c
-
6
7
-
5
0
-
a

c
-
6
7
-
5
0
-
a

c
-
6
6
-
5
9
-
c

c
-
6
7
-
6
0
-
b

c
-
6
6
-
4
9
-
a

c
－
6
6
－
4
9
－
b

c
-
6
7
-
7
0
-
c

c
-
6
6
-
5
9
-
d

c
-
6
6
-
5
9
-
a

c
-
6
6
-
5
9
-
d

c
-
6
7
-
5
(
)
一
b

c
－
6
7
－
7
0
－
c

c
－
6
6
－
5
9
－
b

c
－
6
7
－
7
0
－
c

c
-
6
7
-
7
0
-
c

c
-
6
7
-
5
0
-
a

c
-
6
7
-
7
0
-
a

c
-
6
7
-
6
0
-
c

Ｉ Ｌ Ｏ

取 Ｎ

G G G G G G G

1
9
5

G G G G G G G G G G G
’

G G G G G G G G G

I I I I ’ ’ I ’ ’ I I I ’

計
測
値
（
c
､
）

長
さ

/
9
ワ
リ
、

(
ム
1
．
ム
ノ

(2
7.
7）

(1
5.
0）

12
≦
0

(4
5.
7）

(3
2.
5）

*(
41
.9
）

(2
3.
4）

(3
2.
3）

(1
3.
2）

（
5.
3）

(1
0.
8）

（
6.
0）

9．
0

7
q

~
d
e
U

(1
7.
0）

1
3
.
9

(1
2.
9）

(1
5.
5）

(1
8.
4）

10
．
0

ノ
リ
翅
7
，

、
白
J
・
I
ノ

*(
11
.1
）

(1
7.
0）

(1
4.
4）

11
－
6

9
-
0

1
5
3
-
8

幅 9
-
7

8
.
5

4．
4

9≦
4

（
7.
8）

1
3
.
9

（
8.
0）

（
3.
5）

(1
0.
8）

4－
6

り
り

ム
ー
ム

2－
1

1
-
8

(4
.3
）

／
句
｡
､

{
0
．
0
ノ

(1
0.
9）

]
_
1

（
7.
0）

（
3.
7）

5
-
9

（
9.
8）

（
9．
1）

（
6.
6）

4－
6

3
-
8

5
.
3

4
.
0

8
-
2

厚
さ 2
.
4

1
-
8

1－
5

1．
7

句
、

0
．
4

2
-
1

2
-
0

（
1.
6）

3
-
0

1．
5

0
.
4

1
7

ユ
ー
~
I

0
.
6

1
.
7

1
弓

上
．
I

1
9

上
=
ム

1
｡

』
－
4

2
.
1

1－
8

2
-
1

1．
5

1．
２

q
7

U
b
I

1
.
0

1
.
3

1
.
6

9
9

ム
ー
ム

7
-
0

湿
重
量

（
9）

3
2
0
.
0

2
8
6
.
0

5
5
-
8

1
1
5
.
0

7
2
3
.
0

5
0
8
-
0

3
8
6
-
0

5
7
.
0

5
9
3
-
0

3
7
.
0

3
-
7

2
2
.
0

4
.
0

5
6
.
0

2
8
.
0

11
2．
0

ﾜ
q
ワ

臼
叫
●
“

1
1
0
.
1

6
2
.
0

1
5
8
.
0

9
5
.
0

1
5
1
．
U

1
6
7
.
0

4
4
.
3

4
6
.
7

4
6
.
0

6
1
.
6

2
5
6
7
-
0

樹 皮

焼 痕 ○ ○ ○ ○

木
取

板
目

板
目

板
目

柾
目

板
目

柾
目

板
目

柾
目

板
目

板
目

板
目

柾
目

柾
目

柾
目

板
目

板
目

柾
目

板
目

板
目

板
目

板
目

板
目

板
目

板
目

板
目

柾
目

板
目

股
木

樹
種

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

ﾊ
ﾝ
ﾉ
ｷ

ｽキ ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ

ｼ
ﾅ
ﾉ
ｷ

ｶ
ﾂ
ﾗ

ｽギ ｽｷ
？

ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ

ハ
リ
ギ
リ

ダ
~
ﾛ
ゴ

ｽキ ﾄﾈ
ﾘｺ

点 数

I 1 1 1 1 1 4 1 1 １ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ２ ］ 1 1 1 1

備
考

湾
曲
し
、
中
央
が
稜
線
と
な
る
。
両
端
に
2
か
所
角
孔
が
あ
る
。

湾
曲
し
、
中
央
が
稜
線
と
な
る
。
両
端
に
l
か
所
角
孔
が
あ
る
。

3か
所
の
角
孔
部
分
が
欠
損
。

2
か
所
の
角
孔
部
分
が
欠
損
。
円
孔
と
角
孔
の
2
種
で
あ
る
。

左
右
対
称
と
な
る
4
か
所
の
角
孔
が
あ
る
。

2
か
所
の
角
孔
が
あ
る
。

4
～
5
か
所
の
角
孔
部
分
を
欠
損
。

上
部
に
角
孔
l
か
所
。
側
縁
部
角
形
の
挟
り
。

3
か
所
の
角
孔
が
あ
る
。

上
部
に
突
起
部
。
側
縁
部
に
2
か
所
の
快
り
が
あ
る
。

周
縁
に
刻
目
状
の
挟
り
が
あ
る
。

角
孔
部
か
ら
欠
損
し
た
も
の
か
。

側
縁
部
に
快
り
が
あ
る
。

上
部
に
快
り
が
あ
る
。
下
端
部
は
炭
化
。
曲
物
把
手
の
快
り
？

上
部
に
挟
り
が
あ
る
．
曲
物
把
手
の
快
り
？

上
部
に
角
形
の
快
り
が
あ
る
。

下
部
側
縁
部
に
快
り
が
あ
る
。

上
端
部
隅
に
突
起
部
分
が
残
る
。

側
縁
中
央
に
角
形
の
挟
り
が
あ
る
。

側
縁
部
の
削
り
痕
が
顕
著
で
あ
る
。

側
縁
部
が
摩
耗
し
て
い
る
。

表
面
に
斜
め
方
向
の
刃
傷
が
残
る
。

側
縁
部
が
丸
い
。

表
面
の
削
り
痕
が
顕
著
で
あ
る
。

両
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
。

上
端
部
が
炭
化
し
て
い
る
。

上
端
部
が
炭
化
し
て
い
る
。

枝
分
か
れ
部
を
利
用
し
た
「
Y
」
形
の
受
け
部
で
あ
る
。



表
V
-
2
1

A
'
地
区
掲
載
木
製
品
(
1
4
)

仮 叱
計
測
値

(c
m)

長
さ

幅
厚
さ

(1
52
.6
)
14
．
3

8.
1

(
51
.4
)
12
.8

5.
3

(1
33
.8
)

7．
6

7.
4

(1
42
.6
）

7．
1

6．
2

(1
50
.8
)
11
.8

10
.1

1
6
4
.
5

6
.
5

6
.
7

(1
50
.7
)
7
.
0

7．
0

1
3
4
.
5
1
0
.
0
1
0
.
6

45
．
2

2．
0

2
.
8

5
0
.
1

2．
8

2．
9

5
4
.
1

4．
2

3
.
8

55
．
2

4．
3

3．
9

5
9
.
9

3
.
0

3
.
1

71
．
4

4
.
6

4
.
7

60
．
1

5．
2

5
.
0

42
．
5

5．
5

5．
6

（
52
.8
）

7．
5

8．
2

＊
50
．
2

3．
2

3．
2

＊
35
．
4

4．
1

3．
4

28
．
3

1．
3

1．
3

14
．
1

2．
2

2．
5

3
0
.
7

2
.
9

2
.
9

(1
4.
4)

2．
6

2.
7

1
4
.
6

4
.
0

4
.
2

14
．
6

6．
9

6．
3

9．
3

3．
8

2．
9

（
12
.0
）

4．
3

2．
7

8
.
2

5
.
1

4
.
9

湿
重
量

(
9
)

樹 皮

点 数 一 ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ ｌ １ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ｌ － ２ ｌ ２ － １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － ｌ ｌ ｌ ｌ １ ｌ １

木
器

N
o

Ｌ Ｌ Ｏ

取 Ｎ

焼 痕
鴎
号

考
夕
．
"
口

称
備

発
掘
区

木
取
樹
種

‐ 叫 一 叫 訓 国 一 団 一 吋
~
刈 一 。 ‐ 。 ‐ 一 吋 一 吋
~
酬 一 酬 一 画 一 副 一 鄙 ‐ ‐ 由 ‐ 言 酎 一 軒 一 酬 一 叫 一 函 一 副 一 吋 ‐ ‐ 田 ‐ 言 山 一 叫 一 酬 一 画

枝
分
か
れ
部
を
利
用
し
た
「
Y
」
形
の
受
け
部
で
あ
る
。

枝
分
か
れ
部
を
角
形
に
削
っ
た
受
け
部
で
あ
る
。

上
端
部
を
欠
損
。
先
端
部
は
一
面
削
り
で
極
鋭
角
で
あ
る
。

上
端
部
を
欠
損
。
先
端
部
は
四
面
削
り
で
極
鋭
角
で
あ
る
。

胴
部
が
太
く
角
形
に
削
っ
て
い
る
。
先
端
は
多
面
削
り
極
鋭
角
。

上
端
部
を
欠
損
。
先
端
部
は
交
差
す
る
2
面
削
り
で
極
鋭
角
。

上
端
部
を
欠
損
。
先
端
部
は
一
面
削
り
で
極
鋭
角
で
あ
る
。

上
端
部
は
両
側
か
ら
粗
い
削
り
。
先
端
部
は
四
面
削
り
で
鋭
角
。

上
端
部
四
面
削
り
、
下
端
部
一
面
削
り
。
両
端
部
が
炭
化
。

上
端
部
平
坦
に
近
い
削
り
、
下
端
部
三
面
削
り
。

上
端
部
二
面
削
り
、
下
端
部
四
面
削
り
。

上
端
部
四
面
削
り
、
下
端
部
三
面
削
り
。

上
端
部
四
面
削
り
、
下
端
部
三
面
削
り
。

上
端
部
は
斜
め
上
か
ら
の
切
痕
多
数
。
下
端
部
は
三
面
削
り
。

上
端
部
一
面
削
り
、
下
端
部
4
面
削
り
。

上
端
粗
い
四
面
削
り
、
下
端
部
交
差
す
る
二
面
削
り
。

枝
分
か
れ
部
分
は
一
面
削
り
。
下
端
部
欠
損
。

上
端
部
対
面
す
る
2
面
削
り
、
下
端
部
一
面
削
り
。

上
端
部
四
面
削
り
、
下
端
部
一
面
削
り
。
平
坦
面
作
出
。

上
端
部
一
面
削
り
、
下
端
部
四
面
削
り
。

上
端
部
斜
め
上
か
ら
の
切
痕
多
数
。
先
端
部
四
面
削
り
。

上
端
部
斜
め
上
か
ら
の
切
痕
多
数
。
先
端
部
五
面
削
り
。

上
端
部
斜
め
上
か
ら
の
切
痕
多
数
。
先
端
部
四
面
削
り
。

上
端
部
斜
め
上
3
方
向
か
ら
の
切
痕
。
先
端
部
五
面
削
り
。

上
端
部
は
鈍
角
に
削
ら
れ
、
下
端
部
対
面
す
る
二
面
削
り
。

表
裏
に
平
坦
面
作
出
。
上
端
部
は
凸
形
に
削
り
、
下
端
部
平
ら
。

表
裏
に
平
坦
面
作
出
。
上
端
部
は
凸
形
に
削
り
、
下
端
部
平
ら
。

両
端
部
は
顕
著
な
切
裁
痕
で
あ
る
。

湖 一 翻 一 函 一 酎 一 鋤 一 鋤 一 罐 一 躍 一 計

母屋

岬 一 時 一 淋 一 淋 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 幟 一 群 一 群 一 燕 一 群 一 癖 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群 一 群

一 一 一 一 一 一 一 一 ○ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

姉 一 知 一 知 一 畑 一 畑 一 ｍ 一 ｍ ｜ ” ｜ 畑 一 弛 一 妬 一 抽 一 輌 一 那 一 如 一 知 一 皿 一 郷 一 畑 一 池 一 細 一 細 一 知 一 細 一 細 一 釧 一 知 一 皿

Ⅷ ｜ 剛 一 池 一 咄 一 弛 一 恥 一 秘 一 細 一 皿 一 細 一 州 一 蜘 一 岬 一 岬 一 畑 一 蝿 一 吋 一 咽 一 孵 一 岬 一 州 一 蜘 一 蜘 一 蝿 一 州 一 糀 一 僻 一 咽

Ｃ

●

． ａ ｂ ｄ ｂ ｄ Ｃ Ｃ ｂ ｂ ｄ ｄ ａ ｄ ｄ ｄ ｄ ｂ ｂ ａ ｂ ｄ ｂ Ｃ ａ ｂ Ｃ ｂ

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~０ ９ ９ ０ ９ ０ ０ ９ ０ ０ ０ １ ９ ０ ０ ０ １ ０ ９ ０ ８ ０ ８ ０ ０ ８ ８ ０

６ ５ ５ ６ ５ ６ ６ ５ ５ ５ ６ ６ ５ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ４ ６ ４ ６ ６ ４ ４ ６~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

７ ６ ６ ７ ６ ７ ７ ６ ７ ７ ７ ７ ６ ７ ７ ７ ７ ７ ６ ７ ６ ７ ６ ７ ７ ６ ６ ７

６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

Ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ Ｃ Ｃ ｃ ｃ ｃ

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １ ０ ７ ２ ０ ２ ０ ０ ０車 ■ ● ● ● ① ● ● ● ① Ｇ ひ ● ● ひ ● 合 ● ● ■ ● ● ● ● の ■ ● ④

４ ５ １ １ ４ ３ ９ ４ ８ ４ ２ ２ ３ ２ ４ ８ ６ ９ ９ ７ ７ ０ ７ ５ ６ ０ ９ ３

９ ８ ３ ０ ９ ５ ２ ５ ４ ８ ９ ３ ８ ４ ２ ８ ６ ３ ７ ３ ４ ６ ５ １ ２ ７ ８ １

６ ８ ５ １ ８ ２ ５ ２ １ ２ ４ ６ ３ ９ ０ ５ ８ ２ ２ １ １ ３ １

４ ３ ３ ８ ２ ３ ８ １

7
0
9

○ ’ ○ ’ ○

1
9
7

7
0
7

7
0
1

7
0
8

7
1
6

ま
た
は
垂
木

母
屋
ま
た
は
垂
木

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

枝
切
痕
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

両
端
杭
先
状
加
工
材

○ 一 ○

7
0
4

7
0
2

畑 一 獅 一 獅 一 郷 一 皿 一 籾 一 畑 一 池 一 籾 一 蠅 一 脳 一 皿 一 面 一 細 一 即 一 知 一 妬 一 Ⅷ ｜ 邪 一 ｍ

’ 二 Ｃ Ｐ Ｉ

卜 ｔ く

○

榊 一 榊 一 榊 一 榊 樵 一 輪 輪 捧

○ 一 ○

可 シ 、 答 図 ｓ 剴 鴎
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表
V
-
2
2

A'
地
区
掲
載
木
製
品
(1
5)

~ ~ ~ ~ ~ ~

器 Ｏ

木 Ｎ

仮 恥
計
測
値
(
c
m
)

取
_t

N
o

潟
重
量

(
9
)

樹 皮

焼 痕

点 数
鴎
号

名
称

発
掘
区

木
取
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

木
端

q
O
q

J
J
U
8
6
3
8

5
6
1

c
-
6
6
-
5
9
-
b

G
I

8
-
3

丸
木

5
.
8

4
.
5

8
8
.
3

両
端
部
に
切
裁
痕
が
顕
著
。

］

炭
化
材

3
9
4
8
6
3
9

3
0
3

c
-
6
7
-
7
0
-
c

G
|

1
6
.
3

4
.
6

○
丸
木

先
端
部
は
杭
状
に
切
裁
さ
れ
、
上
端
部
が
炭
化
し
て
い
る
。

4
.
6

1
9
1
.
3

ﾅラ
1

炭
化
材

3
9
5
8
6
4
0

3
0
2

c
-
6
7
-
7
0
-
c

G
I

1/
4割

1
9
.
7

5
.
2

4．
1

1
9
8
.
4

○
下
端
部
が
炭
化
し
て
い
る
。

ﾅラ
1

炭
化
材

3
9
6

G
|

8
6
4
1

2
8
3

(1
5.
9）

c
-
6
7
-
7
0
-
c

3
.
6

3
.
6

丸
木

先
端
部
は
杭
状
に
切
裁
さ
れ
、
上
端
部
が
炭
化
し
て
い
る
。

○
T
n
n
O

l
0
凸
．
4

1

G
|

枝
切
痕
材

3
9
7
8
6
4
2

3
7
1

c
-
6
6
-
4
9
-
c

2
3
.
6

9
.
3

3
.
8

股
木

切
裁
痕
は
す
べ
て
一
面
削
り
。

2
1
9
.
7

1

G
3
9
8
8
6
4
3

み
つ
あ
み
状
紐

2
4
6

c
-
6
6
-
5
9
-
b

（
8.
9）

1．
8

0
.
6

4
.
5

お
ぶ
り
紐
等
の
組
紐
部
分
に
似
る
。

1

撚
り
紐

3
9
9
8
6
4
4

5
2

(1
0.
5)

c
-
6
6
-
5
9
-
b

G
0
.
5

0
_
5

L
R
撚
り
°
他
に
比
べ
や
や
細
い
。

1
_
2

２

撚
り
縄

4
0
0
8
6
4
5

2
4
4

（
7.
4）

c
-
6
7
-
6
0
-
c

G
0
_
9

0．
9

L
R
撚
り
。
撚
り
が
や
や
戻
っ
て
い
る
。

1
.
4

３

撚
り
縄

4
0
1
8
6
4
6

2
1
7

(1
5.
2）

c
-
6
7
-
7
0
-
b

G
1
_
4

1
.
4

3
.
8

L
R
撚
り
。
他
に
同
様
の
破
片
が
3
点
あ
る
。

3

撚
り
縄

1
0
2
8
6
4
7

2
5
3

(1
4.
9)

c
-
6
6
-
4
9
-
c

G
1
.
7

1
.
5

ハ
ハ

0．
。

L
R
撚
り
。
他
に
破
片
が
あ
る

２

撚
り
縄

4
0
3
8
6
4
8

3
4

c
-
6
6
-
5
9
-
b

G
|

(1
3.
5)

0
.
9

0
.
9

1
0
_
3

L
R
撚
り
。
上
部
は
撚
り
が
戻
っ
て
い
る
。

1

縄
結
目

G
|

4
0
4
8
6
4
9

4
5
8

c
-
6
7
-
5
0
-
d

(
1.
5)

１ 局 今 Ｉ

1．
4

0
.
6

繊
維
が
幅
広
で
あ
る
。

0
.
7

1

G
|

縄
結
目

4
0
5
8
6
5
0

2
4
9

（
2．
9）

c
-
6
6
-
5
9
-
a
･
b

1
.
6

0
.
7

鋳
佳
が
幅
広
で
あ
る
。

1．
2

1

G
I

頭
部
挿
入
細
帯
状
樹
皮
巻

4
0
6
8
6
5
1

5
X(
18
.0
)

c
-
6
6
-
4
9
-
c

4
.
2

4
.
9

3
.
0

ｻｸ
ﾗ？

コ
ケ
シ
頭
状
端
部
を
ス
リ
ッ
ト
に
挿
入
。
中
央
に
釘
穴
が
あ
る
。

1

’ 1 1
頭
部
挿
入
細
帯
状
樹
皮
巻

4
0
7
8
6
5
2

2
3
5

c
-
6
6
-
6
9
-
b

G
4．
1

1
.
4

1．
1

1
.
3

ｻｸ
ﾗ？

コ
ケ
シ
頭
状
端
部
を
ス
リ
ッ
ト
に
挿
入
。

1

4
0
8
8
6
5
3

42
0の

頭
部
挿
入
細
帯
状
樹
皮
巻

c
-
6
6
-
4
9
-
c

G
3
.
6

2
-
3

0
.
8

0
.
9

ｻｸ
ﾗ？

コ
ケ
シ
頭
状
端
部
を
ス
リ
ッ
ト
に
挿
入
。

1

頭
部
挿
入
細
帯
状
樹
皮
巻

4
0
9
8
6
5
4

4
c
-
6
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

6） 自然遺物（表V-24)

掲載した遺物は､人力調査と土壌水洗とによって検出されたものである。A'地区はTa-a層を人力

によって除去し、 O黒層以下をクラムシェルで採取した。従って遺物の時期は擦文時代からアイヌ文

化期である。

スギナ、 スモモ、 クリ、 クルミ属は食用植物であり、ショウブ、キハダ、 コブシは薬としても用い

られる植物である。 また、知里真志保一分類アイヌ語辞典植物動物編」平凡社(1976)や更級源蔵・

更級光「コタン生物記 I」法政大学出版局(1976)によれば、 アイヌの人々にとっても同じように

スギナ、 スモモは食用植物であり、 シ三1ウブ、 キハダ、 コブシ、 クリ、 クルミ属は食用と薬用の植物

であったようである。また、エゾヤマザクラは綴じ紐として、 ミツバウツギ、 コブシ、 クリは用材と

されていたようだ。ハンノキは祭祀用具の材に使われるようだ。同定された木製品の樹種にも、同様

の樹木が検出されている。

当時の環境は表によってもうかがえる。例えば、 スギナ、 ショウブ、 ヒルムシロ、ハンノキ、など

は水辺や水湿のある低地に成育する。また一方、 ミツバウツギ、 キハダ、エゾヤマザクラなどは山地

に成育する。 しかし、 これらの中には有用植物が多く含まれており、遺跡の自然環境のみを表してい

るわけではないので、樹種同定、花粉分析、珪藻分析などと比較検討されなければならない。

（鈴木信）

表V-24 A'地区自然遺物
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6 B地区の調査

（1） 包含層の遺物

1） 土器

出土した土器は、全部で7点である。 105区で縄文土器片1点。 109区で縄文土器片1点。 102区の

1点と105区の3点はA'地区の土器が掲載されている北大A式の深鉢(図V-25-8)と接合した。

102区で擦文土器深鉢の胴部片が1点。 （鈴木信）

2） 石器・礫（図V-90～92,表V-25、図版V-41)

出土した石器は全部で4点である。105区で石鍍1点､108区で石鍍1点とつまみ付ナイフ1点｡102

区からはブレークが1点。礫･礫片は全部で288点である。出土地点の内訳は次のとおりである。 101

区で9点。 102区で44点。 103区で9点。 104区で15点。 105区で55点。 106区で12点。 107区で4

点。 108区で44点。 109区で86点。

石器

石鎌（1．2） ： 1は凸基の石嫉、細かい果球が入る黒曜石を素材とする。片面に礫皮を残す。 2は

凸基の石鍍、片面に主要剥離面を残す。 3はつまみ付ナイフ。急角度に調整されているほうの側縁の

刃部はつぶれがみられる。

礫（図V-91.92) :グラフはB地区出土の完形の礫73点（礫片は215点）についての形態を岩質

別に示した。縦軸は長さ／幅で平面を表し、横軸は厚さ／幅で断面形を表す。 よって、縦軸の値が大

きくなると平面形は棒状に近くなり、横軸の値が小さくなると断面形は扁平に近くなる。従って、グ

ラフの破線で区画された領域は形態の違いを表している。

形態の名称は、初めに平面形の名、次に断面形の名を付け、それらを組合わせることで礫の名称が

立体的になるようにし、略号としてアルファベットを付した。

横軸値0.8～1.0,縦軸値2.0以上の形態が棒状礫で略号はa・横軸値0.5～0.8、縦軸値2.0以上の

形態が棒状楕円礫で略号はb・横軸値0.5以下、縦軸値2.0以上の形態が棒状扁平礫で略号はc・横軸

値0.5～1.0、縦軸値1．2と横軸値0.5～0.8、縦軸値1.0～1.2の形態が楕円礫で略号はdo横軸値0.5

以下、縦軸値1.0～1.2の形態が円扁平礫で略号はe・横軸値0.8～1.0以下、縦軸値1.0～l.2の形態

が球礫で略号はfo

また、 ドット記号に付くアンダーラインは礫の円磨度を表し、実線は亜円礫､線を付していないドッ

トは円礫を表す。

砂岩は主に横軸値0.32～0.72、縦軸値1.22～1.99に集中している。棒状礫･棒状楕円礫･楕円礫．

~簿~崎
竺一 1

●I響

表V-25 B地区掲載石器
重量（9）
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1 ワ
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92－0×24．5×8． 9
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1 石 嫉

2 石 鎌

3 1つ震み付ﾅｲﾌ
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＜二二＞ 2

-cm g<~j

図V-90 B地区石器
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

楕円扁平礫・円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円扁平礫(50.0%)によって構成されてい
る。チャートは主に横軸値0.43～0.717、縦軸値1.0～1.3と横軸値0.46～0.95、縦軸値1.72～2.05の

2か所に集中している。棒状扁平礫・楕円礫・楕円扁平礫。円扁平礫の形態が存在するけれども、主
に楕円礫(73.3％)によって構成されている。砂岩に較べると一つの形態が卓越している。泥岩は主に

横軸値0.38～0.92、縦軸値1.18～1.74にやや集中している。棒状楕円礫･棒状扁平礫･楕円礫･楕円
扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫（53.8％）によって構成されている。泥岩はチャート

や砂岩に比べると断面型にバリエーションをもつ。片麻岩主に横軸値0.34～0.62､縦軸値1.14～1.85

に分布している。楕円礫･楕円扁平礫･円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円扁平礫(57.1%)
によって構成されている。

他には、楕円礫・球礫の安山岩3個。楕円礫の流紋岩2個。楕円礫の珪岩、球礫の片岩、楕円礫の
礫岩が各1個ある。

砂岩･片麻岩は楕円扁平礫が多く、泥岩・チャートは楕円礫が多い。そのほかの礫は楕円礫が多い。

図V-92上のグラフは岩質ごとの形態別重量を示した。砂岩の63.3%はO～809の範囲にあり、

40～609の範囲にピークがある。またO～80gの範囲における形態は、棒状楕円礫･楕円礫･円扁平礫

があり、特定の形態が特定の重量に偏ることはゑられない。チャートの86.7％は0～1009の範囲にあ
り、 20～409の範囲にピークがある。 また0～1009の範囲における形態は、棒状扁平礫・楕円礫・円
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6 B地区の調査

扁平礫があり、特定の形態が特定の重量に偏ることはみられない。泥岩の84.6％は0～809の範囲に

あり、 0～209の範囲にピークがある。また0～809の範囲における形態は、棒状扁平礫・楕円礫・円

扁平礫があり、特定の形態が特定の重量に偏ることはみ､られない。片麻岩、安山岩、流紋岩、珪岩、

片岩､礫岩には特定の重量に集中することもなく、特定の形態が特定の重量に偏ることはみられない。

砂岩・チャート ・泥岩はO～609の範囲の重量が選択されている。 とりわけ砂岩については著しく

偏って選択されている。

以上より形態と重量の関係は、砂岩・チャート ・泥岩のように、代表的な形態が集中する重量に分

散しているにもかかわらず特定の重量が選択されているものについては、選択の基準が重量にあるこ

と示している。

礫の円磨度は図III-92下の表に示した。砂岩は全体の67.0%を円礫が占める。円礫と同じ形態の亜

円礫も出土しており、円磨度の同異に関わらず形態は一様である。チャートは全体の73.0％が亜円礫

B地区

燗

#I
個数

砂岩 ！。
泥岩

数

5

個

〆閣罰－－‐
片麻岩

､

嘩等銅崇《｡,認j…0－百丁 急弓詔ﾊ曙蝿録岸。ー
(9）ごU bU KX】 1劇J

⑩ “ 1” 160'5u2mz釦劉O麺280型xj32034o3帥露o4“趣“04釦480知520540‘強f6oJ

個

安山岩 個数｜ 流紋岩 個数 珪岩
5，

5告 個
蒜苧誌J79) |謝鳴(9) 2｡ (9)
d一楕円礫 g_円扁平礫 20 (9)

e－楕円扁平礫

f－球礫

個 数

℃

チャー
ﾛ

I

｜
個数

5
5

無暑剰一一患。 （9

B8低B地区クラム a一棒状礫

b一棒状楕円礫

c－棒状扁平礫

B8低B地区クラム B8低B地区クラム

鵠竿告響1
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図V-92 B地区礫グラフ・表(2)
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

を占める。亜円礫に見られた棒状礫・棒状楕円礫・楕円扁平礫が円礫に見られない。泥岩もチャート

と同じ状況を示す。片麻岩は円礫が86.0%を占めており、円磨度が似かよっている。

円磨度の相違は礫の採取地点（例えば、河川の上流・中流・下流、海浜という単一の円磨状況が起

こりうる地点）の相違でもある。砂岩のように異なる円磨状況で一様な形態が選択されるものや、

チャート ・泥岩のように異なる円磨状況で異なる形態が選択されるものがある。 （鈴木信）

3） 金属製品（図V-93，表V-26、図版V-41)

出士した金属製品は､全部で4点である。出土地点の内訳は次のとおりである。101区から1点､102

区から2点、 105区から1点である。表土層あるいは盛土層中の遺物と考えられる。

1は輪状の鉄製品。三角形の貫通孔と貫通していない穴があいてる。重量があるので鉄分の溶脱が

少なかったのであろう。 2は散弾銃の薬莱、緑色した塩化ビニール製で｢EXPRESS5POWERPIS-

TON｣と白色で印刷されている。 3はU字の鉄釘、使用によってか片方が曲がっている。 4は両方に

ネジが切ってあるボルト。金属光沢が残っている。 （鈴木信）

表V-26 B地区掲載金属製品
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凶 金属番号｜ 名 称 ｜調査区|置物番号｜ 長さ X 幅 X 厚さ (cm) 重 量倣片数｜ 材質 備 考
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図V-93 B地区金属製品
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6 B地区の調査

4） 木製品（図V-94～97,表V 27、図版V-41～42)

遺物は109区と103～105区に集中する傾向がある。 クラムシェルによる包含層の採取時や運搬.堆

積時に破損したり、折損したものが多い。

車擢受軸部（1） ：扶りの付く両側縁は欠損し、中央には欠損した円孔部の痕跡が残ることから、擢

受軸差込式と考えられる。木取りは柾目で、樹種はハンノキ属である。

回転式離鐇中柄（2） ：両側面には棹と接合部するため返しのある決りが作出されている。先端部摩

耗し、断面が楕円形となっている。基部は鋭く尖り摩耗している。形態からは矢中柄やヤスなどの可

能性も考えられる。樹種はアジサイ属である。

把手状製品（3） ：扉の取って等に似た木製品である。下部には扉等に括り付けるための決りが作出

されており、欠損した上部も同様の構造であったと考えられる。

曲物底.蓋（4） ：柾目板で、表に「Y」字に似たイトクパ状の線刻がある。周縁は摩耗し丸くなって

おり、木釘などの痕跡はない。

樽蓋（5） ：三枚組の樽の蓋で、隅丸方形の栓の挿入孔がある。表面に小さな炭化部分あり、片側の

一枚のみが板目取りである。

盆状容器底（6．7） ： 6 ． 7は板目 （横木）取りされた同一個体と考えられ、わずかに湾曲してい

る。 7の側縁部はわずかに立ち上がる。

腰当状製品（8．9） ：アツシ織時に織手の腰に当て、紐をひっかけて織物を張る湾曲した腰当板に

似る。 8 ． 9は柾目取りされた同一個体と考えられ、 8の下端部には円孔の痕跡が残存する。

縁付有孔角板材(10) :側縁部が立ち上がる角箱形の厚い板材である。板底には不規則な配置の大小

の角孔が7か所に開けられている。小角孔はほぼ当間隔に一方にまとまっている。

箸状製品(11) :A,地区の両口箸のうち、一方の端部を平らにし、 もう一方の先端部を細く尖らせた

A3類と考えられる。

軸状製品（12） ：太い端部から先端部に向かって細くなるものであり、先端部は摩耗している。

挟入付角棒(13） ：上端部が先の折れた切出しナイフ型となる角棒であり、上端部の側縁には下方か

らの扶りがある。

板片（14） ：欠損した木口取りの板である。

挟入付丸棒状材(15) :丸木取りされた材の上端部にコケシ頭状の決りがある。

角棒状材（16） ：六角形に面取り加工された材の上端部には、炭化し決れた部分がある

挟入付板材（17） ：柾目取りの板材で、側縁部は挟り部分から欠損し有孔板材の可能性がある。

薄柾目棒状板材（18） ：やや蒲鉾形の断面の薄い柾目板で、幅が先端部に向かって細くなる。

杭状作業台(19) :板目取りの角材の表面を喫状に削りだしている。表裏には刃物による打撃痕が顕

著に認められる。裏面は、刃傷痕により凹んでいる。

木端(20) :木口面を平らに削った、断面三角形のものである。

割材（21） ： 21は円孔部から縦割れしたものである。

有孔板材（22．23） ： 22は樹皮部分で円孔lか所ある。 23は柾目に近い板で4か所に角孔がある。

有孔角材(24.25） ： 24の表面は部分的に炭化し、上端部に角孔があり、側縁には2か所の扶りがあ

る。 25は角材の上部を削りだし、 2か所に角孔を開けている。胴部には紐の圧痕が残存する。

杭状材（26） ：先端部は1面削りで緩い鋭角となっており、 24．25と組合う建材の可能性がある。

鈎状材（27） ：枝分かれした材の股木部分で、下端部に切痕が認められる。
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6 B地区の調査

5） 自然遺物（表V-28)

ここに掲げた遺物は、土壌水洗によって検出されたものである。B地区は範囲確認調査のための盛

士を残したままでクラムシェルで包含層を採取した。従って遺物の時期は擦文時代から現代までの幅
を持つ。

B地区はA'地区に較べて種類数.量が少ない、 しかしB地区で新たに検出されたものもある。アヤ

メ属、サワシバである。 「分類アイヌ語辞典植物動物編」や「コタン生物記 I」によるれば、 アイ

ヌの人々にとってアヤメ属、サワシバは重要な植物ではなかったようだ。 アヤメ属は山間に、サワシ
バは水分に恵まれた谷沿いの肥沃地に成育する。 （鈴木信）

表V-28 B地区自然漬物
名 称 発 掘 区

101 (I 101-@ 102 103 104

獣骨片

甲虫片
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サヮシ〃ミ

ク ノレ ミ 属
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２

3（213．5）

15（0．84）

35（0．79）

32（0．98）

20(0.87)
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83（6．21）

5（0．56）

23（0．14）

27(3.15)
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

7 C地区の調査

（1） 表土層の遺構（図V-98)

今回の調査において、表土層そのものは調査の対象になってはいないが、第0黒色土居上面を確認

面とした上層遺構のかたちで存在した。遺構は杭穴状のピットの集中が3か所である。

1） 杭穴

杭が打ち込まれた際に、火山灰が下方へ引きずり込まれ、杭の先端部分に押し込められた状態で堆

積する。 このことから、杭が打たれた時期は、杭穴の先端部分にある火山灰の降下以後となり、覆土

にTa-aを含むものは表土層の杭穴となる。ただし表土居上面、表土層中、Ta a層上面のいずれか

ら打たれたかはわからない。

杭穴は全部で33か所あった。分布は主にc-67-80とc-67-92とb-67-04に集中している。ま

たこれらには配列の規則性は見当らない。 c-67-80に集中する杭穴は、先端が0黒層まで達してい

る。これらの確認面での直径は5cmがl例、 6cmが1例、 7cmが3例、 8cmが2例、 9cmが

3例、 10cmが1例である。c-67-92とb-67-04に集中する杭穴は、先端がI黒,層まで達してい

る。c-67-92に集中する杭穴の確認面での直径は5cmが1例、 6cmが9例、 8cmが4例である。

b-67-04に集中する杭穴の確認面での直径は3cmが1例、 5cmが2例、 6cmが1例、 10cmが

1例である。先端が0黒層まで達している杭穴の確認面での直径の平均は7.7cm・先端がI黒,層ま

で達している杭穴の確認面での直径の平均は6.4cmで、先端がO黒層まで達している杭穴のほうが

やや太い。 （鈴木信）

（2） 第0黒色土層の遣構とその遺物

Ta-a層(1739年降下） とTa b層(1667年降下）との間に形成された0黒層は本遺跡の主体と

なる遺物包含層である。遺構は、建物跡、木組、立杭、杭穴、集石、焼土、 自然遺物集中、炭化物集

中がある。遺物は、石製品、金属製品、木製品、樹皮製品、 自然遺物が出土した。石製品、金属製品

は、主にc-67-92にある建物跡付近に集中し、木製品、樹皮製品は調査区北側の標高4m以下に多

く分布する。

1） 建物跡(図V-99．101･102，表V-29･30、図版V-47)

OH 1

位置c-67 92．93

規模面積約5m2立杭12本

調査この掘建柱建物跡は、Ta-a層除去後すぐにO黒層上面で立杭列として確認された。

特徴調査区中央の標高4mの等高線がテラス状に張り出す部分に斜面と並行して建てられてい

る。柱は樹皮を残したままの丸木を用いており、直径は6cm未満～l1cmで8cm･ 6cmが多い。

先端の切り出しは交差し、角度は鋭角である。斜面下側には7cm～12cmのやや太い柱が使われてい

る。

内部にはOC 2を伴っている。周辺にはOW-1， 0C-5， 0N-1を伴っている。遺物の分

布も建物跡の北東側に集中している。規模が小さいことから家族が常住する家屋とは考えにくく、作

業小屋などの用途が考えられる。

この建物の内部のTa-bがなかったこと、Ta-a層除去後すぐにO黒層上面で立杭列として確認

されたことから、Ta-b降下以前からTa-a降下直前まで建っていたと考えられる。

実測可能なものを図V-101．102の4～9に掲載した。 カッコの中の記号のtは立杭を示し、数字

はその番号を表す。 2 ． 4 ． 5面削りのものがみられる。 （鈴木信）
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

／／
／

腰
②
／

一

価

／

／

~

~

~

~

~

／

~

~

~

／

／

／

１
t21

焼土

炭化物集中

集石

植物遺存体集中

（ぐるみ）

。 7cm未満

o7an～lOqn

OlOcm以上

立杭の直径

・ 7cm未満

● 7副～12cm

●12cm以上

I ／
、

ﾉ ﾉ

／

(等高線はOB層上面）

図V-99 C地区O黒層遺構付置図

-146-



7 C地区の調査

2） 木組（図V-99･101，表V-29･30、図版V-47)

OW 1

位置c-67 81．82･92

規模横木1本、立杭2本、材4本

調査Ta-a層除去後すぐに0黒層上面で確認された。材4本は、横木に拠りかかった状態で出土

した。 この材4本は先端が尖った杭状をなしており、長さは40cm～50cmくらいである。

特徴調査区北側の標高4mの等高線上に斜面と並行して建てられている。横木は一部炭化した樹

皮のない丸木を用いており、直径は8.5cmで先端の切り出しは並行で、面取りを2面しており、角度

はやや鋭角である。立杭2本はいずれも樹皮を残したままの丸木を用いており、先端はいずれも鋭角

をなす。周辺にはOH-1 ･ OC-2･ OC-5 ・ ON-1が存在する。木組の北側には切片、枝切

痕、箸状木製品、串状木製品などがやや多く分布している。

実測可能なものを図V-101の1～3に掲載した。 2は杭の中ほどに6面の面取りがみられる。

（鈴木信）

3） 立杭（図V-100～103,表V-29．30、図版V-46．47)

O黒層で上端部を確認できたものは20か所である。いずれも杭頭は腐朽して残存しておらず､打ち

込み面は確認不能である。腐植が進行してなくなってしまった部分は腐朽した時点までは地上に出て

いたと考えられる。従って、杭が打たれた時期は、残存していた上端部を確認した面の時期よりも遡

ることはない。以上より、残存していた上端部を確認した面が立杭の所属する時期と考えられる。

分布は杭穴が斜面部分の標高6mから斜面裾部の4.5m付近までに分布するのにたいして､立杭は

l例を除くと斜面裾部の標高4.5m～4mに分布する。分布は等高線に並行しており、調査区北側と

OW-1付近とOH-1の南西側にややまとまっている。しかし、後述する杭穴に較べると、分布や

配列に規則性はみられない。

立杭の大きさは、現地で取上げられかつ計測できた個体の直径で表すと、 3cmが4点、 4cmが1

点、 5cmが1点、 6cmが2点、 7cmが6点、 8cmが2点、 9cmが1点、 10cmが3点、直径

のピークは7cmにあり、 3cmと10cmが多い。OH-1のピークが8cmにあるのにたいしてやや

細目である。

実測可能なものを図V-102の10から図V-103の1～16に掲載した｡15は丸木の一端を1面取し

たもの。 16は柾目取の板材の一端を割剥いで先端部を作りだしている。その他の杭は丸木で先端部切

出しが交差する多面取のものである。 （鈴木信）
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、
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一
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一
一

－
１ＢＩ 、
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図V-100 C地区0黒層立杭断面図
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

表V-30 C地区0黒層立杭

遺構名 図番号 発 掘 区 確認面｜方向(頭→先） 直径(cm) 遺構名 図番号 発 掘 区 確認面 方向(頭→先) 直径("）
一磐一 1

￥帆一上 未掲載 ｡-67-$ [ O B垂 直 立杭－183 V－lO3－l3 b－67－03 O B W－E 10.3

｡-6'-"| ' B |w- E－2 V－lO2－lO 7 1
1．人 －19 V－103－l4 c－67－81 O B E →W 3．4

未掲載
O

一｡ c-67－8 1 0 B E →W 3 未掲載－21 c－67－81 O B NE→Sm ７

－4 V－103－ll c-67－92 0 B垂 直 －246.U V－lO3－l6 c－67－81 O B N → S (7.1)

－5 V－lOl－2 c-67-92 0 B垂 直 未掲載7-0 －9月
ムリ c－67－81 O B SW－NE ７

耒掲載
ハ

ー、 c－67－82 ． 92 O B SW→NE 1 －26 V－lOl－1 －67－81 O B NE→SW 6－5

ワ
ー~『 V－lOl－4 c－67－92 0 B 垂 直 9．6 未掲載

句可
一凸I c－67－92 (） B 垂 直 ９

未掲載－8 c-67-92 0 B学 垂 直 未掲載10 －28 c－67－92 垂 直O B 3

－9 未掲載 c-67-92 1 0 Bｰ SW→NE －29 V－lOl－6 c－67－92 垂 直O B 8．4b

未掲載－10 c－67－93 垂 直 8O B －30 V－lO2－7 O B |垂 直| 8.2c－67－0りJム

未掲載－1］ c－67－93 O B 1ｺ、 → W～ 6 －31 V－lO2－8 垂r、 －67－qりし J由 直 7．8O B

未掲載－1ワ
ム己 －67－92 O B ｣ｺ， →WI 6

柄

V－lO2－9
りり

_04 r、 －67－qワレ リ畠 O B l S 一 N 6．6

未掲載
fQ

－Lj ハー67－92時 (） B SW－･NE
二
、

りり

ー0J V－lO3－l2 r， －67－qりぃ J山 O B垂 直 7．8

－14 V－lOl－5 c－67－92 O B SE･→Nw 貝？
』.』 未掲載－34 O B INE一SWI IOb－67－03

未掲載－15 c－67－93 垂O B 直 8 未椙載－41 b－67－03 O B N → S ４

未掲載
1n

－lO c－67－q？JU O B E →W
宮
， －54 V－lO3－l5 c－67－91 0 B 垂 直 6.0

膜未掲載
1句

－1J b－67－03 O B E →W 径は掲載遺物では実測による最大径他は現場での略測による概数を記した。10

表V-31 C地区0黒層杭穴

直径(cni) 遺構名遺構名 発掘区 確認面 発掘区 確認面 直径(cn')

O B杭穴－36杭穴－1 (） B 8 c－67－81 ５c－67－80

c－67－80 O B 10
句弓

－01 c－67－80 O B 8
、

ー乙

－14 c－67－9］ O B －38 c－67－8］ O B ５12

ーqO
JJ c－67－80－15 c－67－91 O B 19

』ぬ O B 10

－40c－67－91 O B 17 c－67－8］－16 O B 3

b－67－01 O B 1q
｣』 －41 c－67－81 O B ５

1斤

－11

－18 c－67－91 O B 19
Lム －42 c－67－80 O B 4

－43b－67－01 (） B 11 c－67－81 O B－19 4

－20 b－67－01 O B 15 －44 c－67－80 O B ７

－21 b－67－03 (） B 10 －45 c－67－81 O B 10

－99
白々 b－67－l3 O B 9 －46 c－67－81 O B ３

b－67－l3 －47
n句

－4J O B 10 c－67－81 O B 3

－48－24 b－67－l3 O B 10 c－67－81 O B 4

－49－25
1 行円 1n

D－01－lJ O B c－67－81 O B 49

－50－26
1 ハ旬 Tn

D－0r－lJ O B 8 c－67－81 O B 20

－27 b－67－l3 O B ７ －51 c－67－92 O B 8

－28 b－67－l3 O B _員9
Jし c－67－818 O B 1

－30 c－67－81 O B ３
Fn

－3j b－67－03 O B 5

nF

－dD c－67－81 O B 8
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7 C地区の調査

4） 杭穴（図V-99，表V-31、図版V-46-1)

O黒層の杭穴は覆土にTa-aを含まず、Ta-bを含むものである。ただし0黒層上面、 0黒層中の

いずれから打たれたかはわからない。

杭穴は全部で37か所あった。分布は主にc-67-81とc-67-91とb-67-13に集中している。

c-67-81に集中する杭穴は､先端がI黒L2層まで達している。確認面での直径は3cmが4点、 4

cInが5点、 5cmが3点、 7cmが1点、 10cmが1点である。直径は3cmから10cmまでの変位

があり、ピークは4cmにある。配列は標高4.5cmの等高線に沿ってみられるが､間隔はまちまちで、

直径も他の杭穴の集中と較べると小さいことから、小規模な遺構の集合体である可能性が高い。付近

には切片や枝切痕や箸状木製品や串状木製品などが非常に多く分布している。

c-67-91に集中する杭穴は、先端がTa-b層まで達している。確認面での直径は11cmが1点、

12cmが3点、 13cmが1点、 15cmが1点、 17cmが1点である。直径は11cmから17cmまでの変

位があり、 ピークは12cmにある。配列は標高6mの等高線に沿ってみられる。c-67-81に集中す

る杭穴よりも径が大きいことから、 OW-1のような遺構の可能性がある。直径の組合せでみると2

か所くらい存在しそうだ。斜面下のOF-1と関係のありそうな杭穴列が標高5.5mの等高線に沿っ

てみられる。b-67-13に集中する杭穴は、先端がTa-b層まで達している。杭穴の確認面での直径

は7cmが1例、 8cmが2例、 9cmが2例で、 10cmが3例である。直径は7cmから10cmまで

の変位があり、ピークは10cmにある｡配列は標高6mと5.5mの等高線に沿ってみられる。c-67-

81に集中する杭穴よりも径が大きいことから、 OW-1のような遺構の可能性がある。 （鈴木信）

5） 集石（図V-104,表V-32)

OS-1

位置c-67-93

規模52.09～108.89 7点

調査 0黒層中から出土している。

特徴礫は互いに重なりあうことがなくやや離れた状態で出土した。岩質は泥岩が多く、形態は棒

状楕円礫と円扁平礫が多い。集石の周りには木製品などの遺物は出土していない。昨年出土した集石

は809～4009で片麻岩が多いのに較べ､泥岩の小さい礫で構成されているのが特徴である。構築され

た時期は一番下の礫が0黒層の上位なのでTa-a降下年代に近いとおもわれる。 （鈴木信）

6） 焼土（図V-105、図版V-48-1 ･ 2)

OF-1

位置c-67-91標高4mの等高線がテラス状に張り出した部分に位置する。

表V-32 C地区0黒層集石計測値C－C＝

’

6チ93

図番号長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 石材・石質備 考

1 8． 58×5． 16×0．96 69.0 安山岩円礫楕円扁平礫

2 6．45×5．23×1. 26 69．9 砂岩 円礫楕円扁平礫

3 8. 18×4. 28×2.231 r08.8 泥岩 円礫楕円礫

8． 58×5． 16×0．961

8． 18×4． 28×2. 233

OOS-1

4．20

6、q
汐。0．

， ァ
jg',

4 17

砂岩 円礫 楕円扁平礫6． 97×4. 18×1.914 81－9

5 5． 58×3． 71×1．53 52.0 チャート 円礫楕円扁平礫

6 7．43×3． 18×2．26 61, 8 泥岩亜円礫棒状楕円礫

7 6．42×3． 03×1.83 62．1 泥岩亜円礫棒状楕円礫

5． 58×3． 71×1．534．22

1 16

0 1m

図V-104 C地区0黒層集石

－153－
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

規模0.55×0.45×0.06

調査Ta-a層除去後すぐにO黒層上面で確認された。

特徴掘り込みのある焼土擴である。平面形は不整楕円形を呈し、断面は丸い擴底から内弩して立

ち上がる壁によって構成されている。覆土は、上層(イ）は、灰と被熱したサケ科、マイワシ、 コイ科

の骨を含む。下層（ロ）は、灰と炭化物が少量混じっている。 また、下層からは被熱していない片麻岩

の棒状扁平礫(12.08cm×5.42cm×1.64cm, 186.49)が出土している。 またフローテーションの結

果アワが検出されている。テラス状に張り出した部分に立地すること、その斜面上の直径の太い杭穴

列と合わせて考えるとたんなる焼土とはいえないかも知れない。 O黒層上面で検出されていることか

らTa-a火山灰が降下した年代に近い遺構である。 （鈴木信）

7） クルミ集中（図V-99)

ON-1

位置c-67-82

規模0.70×0.24

調査Ta-a層除去後すぐ､にO黒層上面で確認された。

特徴クルミの殻が21.19出土している。標高4mの等高線に直交するように位置している。クル

ミの広がりが斜面の上から下に向かって放射状に広がっていることやフローテーションの結果、 タデ

属、 タラノキ属、ブドウ属などの種子が発見されていることから、おそらくは植物質の残津がまとめ

て投棄されていたものと考えられる。

8） 炭化物集中（図V-99，表V-33)

炭化物集中はいずれも掘り込みなどの遺構を伴わず、炭化物が平坦にしかも不整形に広がっていた

状態の遺構を言う。 OC-1 ． 3･6は0黒層上層で確認されており、調査区の北側に集まっている。

OC-2 ． 5はO黒層上面で確認されており、 OH-1の内外にある。 OC-4 ． 7 ． 8はO黒層中

位で確認されており、 c-67-92付近に集まっている。 フローテーションの結果、 OC-1 ．4･7か

らはアサ、 OC-6．8からはヒエが検出されている。各炭化物集中からはうローテーションによって

いろいろな種子が検出されている。 このことは、炭化した大型植物遣存体と合わせて考えなければな

らないが、遺構の性格を反映している可能性が強い。 （鈴木信）

表V-33 C地区0黒層炭化物集中

名 称 発掘区 構築面 長軸×短軸(m)

OC-1 c-67-81 OB上層 0． 32×0． 32

ーワ
全 c-67-92 OB上面 0． 20×0． 20

の

－0 c-67-91 OB上層 0． 20×0． 18
ハー

ミ…■も
67－91

灰と炭化物少量が混じる ’’膿~r片麻岩
:被熱して檀褐色になったOB la l

1m
－｛

図V-105 C地区O黒層焼土

OF－1

●

’ －4 c-67-92-93 OB中層 0． 70×0． 40

－5 c-67-92 0B上面 0． 30×0． 23

－6 c-67-81 OB上層 0.40×0. 36
イ

ロ

ハ

一ワ
~I c-67-03 OB中層 0． 33×0． 32

－8 c-67-92 OB中層0
0． 51×0． 31

154－



7 C地区の調査

表V-34 C地区0黒層掲載石器・石製品

口
図番号 名 利 発掘区 長さ×幅×厚さ（Ⅲ､）

27．0×20．0×19． 0

45 0×16－0×22． 5

0

5

重量（9） ｜材 質

０

２

８

９

~
~

７

７

６

６

~
~

Ｃ

Ｃ

石

石

打

打

火

火

１

２

8．8 チャート

16．8 チャート

62.4 緑色泥岩

チャート8－8

緑色泥岩瀞 ３ たたき石 b－67－81 19－ 5×5．4×2． 2 462．4

４ 流紋軽石製品 19－ 1×44 0×19． 2 10 岩c－67－91周

の"
0 5cm

鶴
cﾆク

唖
渦
仙
醐
”

伽

「

ｌ

秘

ゞ
、

叩
ぅ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
‐
．
伊
醐
皿

』

§
ｈ
＃
Ⅳ
鋤

鮮

胤

漣

4

10cm

3

【q 5

図V-106 C地区0黒層石器・石製品

長/幅’

3．8ひ

1
37

3 6

OB
八画

OB

個

小

，-しヘーグ

泥岩個

L…豊W"
個数

5

9）

a一棒状礫

b－棒状楕円礫

c－棒状扁平礫

d一楕円礫

e－楕円扁平礫

f一球礫

9－円扁平礫

*(9)
戸｡一

十 ．帝
～ ー ,ｰｰ 、＝F

"i
50口 ｜ ▲

L蝿鼠礎苓上'1基‘唾＝…Lゞ
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■
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２
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図V-107 C地区0黒層礫グラフ・表
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泥岩 ~10個(鮴027.8%）

円磨度

円
牒

誰

８

個

心

％

０３
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棒状楕円礫
鶴)糯平礫
精…円~…礫
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稽…再…礫
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“
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む
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１
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１
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０
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円磨度
円
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１
個
０
％

０１

形態

楕円扁平礫

個数
1
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チャート 2個(雑の5.7％

円磨度

２
個
０
％

０１馴
形態

楕円礫

個数
２

百分率

100



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

（3） 第0黒色土層の遺物

1） 石器・石製品・礫（図V-106．107，表V-34、図版V-49-1)

石器・石製品

lと2は赤色チャートの火打石。 3は緑色泥岩のたたき石。 4は軽石製品、火皿のミニチュアか。

礫（図V-107) :グラフはO黒層の完形の礫36点（礫片208点）について形態を岩質別に示した。

砂岩は主に横軸値0.35～0.65、縦軸値1.24～2.10にやや集中している。棒状楕円礫･棒状扁平礫･楕

円礫･楕円扁平礫・円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫(33.3％） と楕円扁平礫(41.7％）

によって構成されている。泥岩は主に横軸値0.33～0.65､縦軸値1.20～1.37に集中している。棒状楕

円礫・棒状扁平礫・楕円礫・楕円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫(33.3％） と楕円扁平

礫(40.0%)によって構成されている。泥岩は砂岩に比べるとより丸い平面形が集まっている。片麻岩

は主に横軸値0.18～0.83、縦軸値1.42～2.24に分布している。棒状扁平礫･楕円扁平礫の形態が存在

するけれども、主に楕円扁平礫(80.0%)によって構成されている。片麻岩は泥岩や砂岩に比べるとよ

り扁平な礫が集まっている。珪岩は横軸値0.49～0.85、縦軸値1.06～1.80に広がりを持つ。楕円礫・

円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫(80.0％)によって構成されている。各岩質を通じて

楕円礫。楕円扁平礫が多い。

図V-107右上のグラフは岩質ごとの形態別重量を示した｡砂岩の75.0%はO～609の範囲にあり、

0～209の範囲にピークがある。 また0～609の範囲における形態は、棒状楕円礫・棒状扁平礫･楕円

礫・円扁平礫があり、特定の形態が特定の重量に偏ることはみられない。泥岩の80.0%はO～609の

範囲にあり、 20～609の範囲にピークがある。また0～609の範囲における形態は、棒状扁平礫･楕円

礫・円扁平礫があり、特定の形態が特定の重量に偏ることはみられない。片麻岩と珪岩は特定の重量

に集中することもなく、特定の形態が特定の重量に偏ることはみられない。砂岩･泥岩はO～609の範

囲の重量が選択されている。

形態と重量の関係は、砂岩・泥岩のように、代表的な形態が集中せず各重量に分散して、かつ特定

の重量が選択されているものについては、選択の基準が重量にあることを示している。 （鈴木信）

2） 金属製品（口絵4－5、図V-108,表V-35、図版V-49-2～4)

1は真鋪製キセル吸口、古泉分類の吸口第I類B･断面六角形の肩部分の上から吸口を被せている。

彫金は無いが古式の水口キセルに近い形をしている。 2は銅製の釘。 3は銅板片で端に切断痕がある。

（鈴木信）

表V-35 C地区0黒層掲載金属製品

調査区遺物番号 長さ × 幅 × 厚さ （c､） 重重破片数材質 備考

>－67－92 3 9． 8 1． 1 1． 0 8． 0 1 真論 インクララツク処理

>-67-91 4 3. 0 4. 0 0. 7 5. 7 1 銅 インクララツク処理

)-67-03 5 4. 4 1 . 6 0. 2 0, 6 1 銅 インクララツク処理

２１３
９９０

~~~７７７
６６６~~~

ＣＣｂ

３４５

率銅銅

４３９

４０８

０７２

８５０

インクララッ

インクララッ

インクララッ

１０６

１００

０７６

１１１

４１１

図番号金属番号 名 称

1 75 キセル吸口

2 76 釘

3 77 銅板片

５６７
７７７

キセル吸口

釘

銅板片

陰＝。

○○ 。◎ 0－
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一

手

一

価

、

Ｇ
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《
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〕
Ｉ
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図V-108 C地区0黒層金属製品
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7 C地区の調査

3） 木製品・樹皮製品（図V-109～114,表V-36～37、図版V-50～53)

木製品・樹皮製品の密度は、A'地区と比較すると非常に希薄である。その多くはc-67-81に集中

する傾向があり、その他にはc-67-82、 c 67-91、 b-67-03の三地点に小さな集中箇所がある。

分布は建物跡、木組、立杭、杭穴、炭化物集などの遺構を避けるように外側に少しずれている。

握部付容器(1) :容器の先端部は欠損している。一木を横木取りして握部から容器部までを割り出

している。器厚が薄く、底面は平坦である。握部の断面は円形である。当初はあか汲みと考えていた

が、容器の器厚が薄く側縁も低いため、水を少量しか汲み出せないことや容器底部分と握部に段差が

なく水平構造であるため、水を汲みだすときに握部を握った指が床面にあたり作業に不都合であるこ

とが判明し名称を変更した。また、餌入れとも推定されたが、おりの中に餌入れが引き込まれないよ

うに容器の握部側を高くするという特徴的な構造はない。

擢柄握部（2） ：擢の柄末端に装着される「Y」字形の握部である。柄挿入部は長方形で、挿入され

た柄が残存し一方から目釘が打ち込まれている。

回転式離頭鐇中柄部（3） ：表面の摩耗が著しい。尖端部の断面は楕円形であり、基部は槍部と密着

させるための平坦面が削りだされている。接合のための扶り部は、小さな｢V｣字状の挟りとなってお

り、固定・接合のための紐の圧痕が認められる。平坦面の角度から－本式の中柄と考えられる。

柄･棹との接合部（4．5） ：魚突き鉤台部または回転式離頭鈷中柄の柄や棹との接合部（基部）で

ある。 4は柄に装着するための帯状の挟り部と裏面に平坦面が作出されている。 5は二本組合式の回

転式離頭鈷中柄部の基部端と考えられる。稜線には3か所の｢V｣字状の刻目があり、側面に短い斜め

二本線でイトクパが刻まれている。 「キ」の字状に見えるのは亀裂のためである。上部は意図的に切裁

されている。

針状製品（6） ：上端部は斜め一面削りし、その削りの下部に円孔が貫通している。削られた部分の

髄は失われ凹んでおり、貫通した円孔につながっている。全体の表面加工は丹念で、下端部に平坦面

が作出されている。

鉤形木鍬（7） ：股木を利用した木鍬の頭部破片である。尖端部は欠損し、鉤の頂点は切裁され、断

面が半円形となる。

挟入付丸棒状材（8） ：端部の平らなコケシ状の頭部の直下は、帯状に深く決られている。それより

下は腐朽と土圧によりつぶれている。

挟入付丸材（9） ：樹皮の残る丸木材の両端を粗く平らに削り、中央を角形に扶っている。

曲物底板(10) :曲物の柄杓底板と考えられる。柾目板の二枚合わせの底であり、側面に木釘孔が3

か所認められる。板の上方には木釘孔がlか所あり、挿入した柄の固定具を裏から木釘によって接合

するためものである。

栓(11～14) :すべて円錐台形となるものである。頭部と挿入部の先が平坦となり、樽の鏡板に差し

込まれたものと考えられる。 11の頭部には、蓋につけられた焼き印の一部が認められる。 12の頭部は

つぶれている。

樽側板(15) :板目板で口縁部側が厚く、底付近の内面は薄く削られている。底付近の内面には底板

がはめこまれた痕跡として横走する傷痕が多数認められ、直下には底板を固定していた木釘が残存し

ている。

箸状製品(16～20) :基準はA'地区と同様であるが、尖端･基部を欠損するものが多いため細分は難

しい。18はA類とされる両口箸で、角形となる胴部の両端部を平らにしたA1類であろう。17IxC類

とされる寸胴箸に近いものであり、丸木取りの両端を欠損している｡16はB類とされる片口箸であり、
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上部が楕円形となっている。

串状製品(21～23) :箸状製品と同じく、基準はA'地区と同様である。 21の断面形は角形となりB

類に近いのものである。先端部は斜め削りであり、上端部に焼痕が認められる。 23の断面形は扁平な

楕円形となるD類である。また、先端部は薄く幅広に加工され、斜め削りで尖らせているためC類に

近い要素を持ち側縁の中央に刻目がある。焼痕が認められる。H類（22）はタケ・ササを割裂き、薄

くしたものである。

ピン状製品（24～35.38） ： 26～31は太い端部側から尖端部に向かって全面を粗く削りだしたもので

ある。 24.33の断面は楕円形である。 33は上端部を欠損しているため串状製品の可能性もある。25の

断面は円形であり、両端部の摩耗が著しい。 32.38の断面は角形である。 38は極太の粗い削りのもの

で、表面に焼痕がある。34の断面は半円形で、表面が摩耗している。35は先端の断面が角形となるよ

うに削りだしたものである。先端部のみ差し込むものであろう。

軸状製品(36.37） ：太い端部から先端部に向かって全面を丹念に削りだしたものである。 36は半割

材で断面が楕円形となるものである。先端部は欠損している。37の表面は丸木の稜だけを削り、先端

部は丹念に削りだしている。

丸材（39．40） ： 39の先端部は炭化している。 40の両端は腐朽している。丸木取りの串状製品の可

能性がある。

薄柾目棒状板材(41) :断面がやや蒲鉾形となる、箆状の柾目板である。下端部の表面は刃部のよう

に削りだされている。

挟入付蒲鉾状材(42） ：断面がやや凸形となる板材である。上端部が角形に加工され、その直下は角

形に浅く扶られている。決り部の稜線は樹皮などが巻かれたようにつぶれている。

有孔板材(43） ：上部がやや弧状となる角形の柾目板である。四隅には各lか所ずつ、やや斜めに穿

孔された角孔が開けられている。表面には板作成時の斜め方向の削りが顕著に残る。

球状材(44） ：両端部から粗く削りこんでおり、球状となっている。組合式の建材などのコケシ状の

頭部であった可能性がある。

板材(45） ：板目板である。表裏には板作成時の斜め方向の削りが顕著に残り、部分的に薄い樹皮状

の繊維が付着する。削られた側面の上下にはかすかにつぶれたような凹みが認められる。

木端(46.47） ：建材や各種部材の長さ調整のために切裁された丸木材の端である。 46には両端部お

よび側面に顕著な削り面がある。 47の下端部は一面削りで、平坦な上端部には斜め上方から切痕が多

数残る。地中に埋まっていた杭先端部の可能性もある。

樹皮製品（48～51） ： 48は四枚重ねの細帯状樹皮を束ね螺旋状に細帯状樹皮を巻きつけたものであ

る。束ねられた樹皮の表面は、巻かれた細帯状樹皮の圧痕が鮮明に認められる。両端が内側に折れ曲

がっていることから小さな容器の把手部分の可能性がある。49は対象物に樹皮を巻きつけて結び縛っ

た結束式の細帯状樹皮である。50は両端が内側にカールした細帯状樹皮である。51は螺旋状に巻かれ

た太い帯状の樹皮である。燈火用の筒状に長く巻かれた頭部挿入式のものが緩んだ可能性がある。

（田口 尚）
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4） 自然遺物（表V-38)

掲載した遺物は、人力調査によって検出されたものである。遺物の時期はアイヌ文化期(1667年

~1739年）である。

遺物は遺構が集中するc-67-81．91．92．93に多い。中でもc-67-91はC地区で出土する自然

遺物のほとんどの種類がそろっている。遺物の種類数.量はA'地区に較べると少ないが、 しいてあげ

るとクルミ属が多いのが特徴である。

ショウブ、 ヒルムシロ、ハンノキ、など水辺や水湿のある低地に成育する植物がみあたらない。 0

黒層が形成されていた頃はC地区がわりと乾いていたことを示しているのかも知れない。

（鈴木信）

表V-38 C地区O黒層自然遺物

発 掘 区

b-67-011b-67-021b-67-031b-67-121b-67-131b-67-14
名 称

獣骨片

甲虫片

カワシンジュガイ殼皮

サルノコシカケ

スギナ

ショウブ

タデ科

ヤマブドウ

ミツバウツギ

スモモ

コブシ

コナラ

ハンノキ

クル ミ 属

1（0.25）

I ｜
名 発 掘 区

c-67-801c-67-811c-67-821c-67-831c-67-901c-67-911c-67-921c-67-93
称

獣骨片

3（＋） ’ 6（＋）1(＋）

1(0.44）

1(3.45)

2(0. 11)

1(+)

13(0.16)

3(0.01)

2(0.09）

1(0.19）

1（0.03）

18(0.51)

5(4.23）

| 3(0.77) | 1(0.40)n／n l牙､

Oい、11ノ
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V美を8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

（4） 第1黒色土層の遺構とその遺物

Ta-b層(1667年降下）とTa-c層との間に形成されたI黒層には立杭、杭穴、双礫集石、炭化

物集中などの遺構がある。遺物は、石製品、金属製品、木製品、樹皮製品、 自然遺物が出土した。石

製品、木製品、樹皮製品は調査区北側の標高4.5m以下に多く分布する。

l) 立杭（図V-115～118,表V-39．40)

立杭はI黒,層から15本、 I黒2層から5本検出されている。いずれも杭頭は腐朽して残存してお
り、打ち込み面は確認不能である。

I黒,層の杭穴の分布は斜面裾部の標高4.5m～4mに分布する。分布は調査区北側と中央にやや

まとまっている。立杭の大きさは､現地で取上げられかつ計測できた個体の直径で表すと、 3cmが2

例、 4cmが3例、 5cmが2例、 8cmが2例、 9cmが2例、 10cmが1例である。ピークは4cm

と7cmにある。これは0黒層の立杭のピークが7cmであり近い状況を呈している。実測可能なもの

を図V 118-17～23に掲載した。 18は樹皮を残したままの割材の杭。その他の杭は樹皮を残した丸

木で先端部切出しが交差する5 ． 6面取のものである。

I黒2層の杭穴の分布は斜面裾部の標高4m付近に分布する。分布にまとまりはみられない。立杭

の大きさは、現地で取上げられかつ計測できた個体の直径で表すと、 3cmが1例、 4cmが2例、 5

crnが1例、 6cmが1例である。 上.－クは4cmにある。実測可能なものを図V-118-24．25に掲

載した。杭は樹皮を残したままの丸木で、先端部切出が交差する1面取のものである。 （鈴木信）

2） 杭穴（図V-116,表V-41)

I黒層の杭穴は覆土にTa-a、Ta-b火山灰を含まないものである。ただしI黒層上面、 I黒層中

のいずれから打たれたかはわからない。

杭穴はI黒’層にlか所あった。位置はb-67-03の北側である。杭穴の確認面での直径は4cmで

ある。 （鈴木信）

h4．20~q
一一一一一二

十D
LL

O 1p 2Pcm

図V-115 C地区I黒層立杭断面図
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図V-116 C地区I黒,層遺構位置図
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C冒涙で言ワ集石
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図V-117 C地区I黒2層遺構位置図
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7 C地区の調査

3） 双礫（図V-119,表V-43、図版V-54-1)

IS-1

位置b-67-02斜面部の標高5.5m付近に位置する。

規模 1が5,5009， 2が2,0009

特徴 I黒2層の上部に礫が置かれていた。砂岩の楕円礫と扁平楕円礫によって構成されている。

IS-2

位置b-67-04標高4m付近に位置し、付近にはIS-5がある。

規模 1が9,1009， 2が13,9009

特徴 I黒2層で検出された。砂岩の楕円礫と珪岩の棒状楕円礫によって構成されている。

IS-3

位置b-67-14斜面裾部の標高4.5m付近に位置する。

規模 1が481.39， 2が2,0459

特徴 I黒2層で検出された｡片麻岩と珪岩の扁平楕円礫によって構成されている。近くに擦文土器

が出土している。

IS-4

位置c-67-81斜面裾部の標高4.5m付近に位置する。

規模 1が2,4509， 2が1,6039

特徴 I黒2層で検出された。泥岩の円扁平礫と砂岩の楕円礫によって構成されている。

（鈴木信）

4） 集石（図V-119．表V-43)

IS-5

位置c-67-03．04

規模23.69～190.59 15個

特徴 I黒2層で検出された｡礫は互いに重なりあうことがなくやや離れた状態で出土した｡岩質は

砂岩が多く、形態は楕円礫と円扁平礫が多い。昨年出土した集石は809～4009で片麻岩が多いの．に較

べると、砂岩の小さい礫で構成されているのが特徴である。 （鈴木信）

5） 炭化物集中（図V-116．117，表V-42， 8節-(2)の表1)

C－1～7はI黒,層で確認されており、 IC-4は調査区の北側に位置している。 IC-5～7は

調査区の中央に位置している。 IC-1～3は調査区の南側に集まっている。 IC-7ではアサが検出

されている。他の炭化物集中はフローテーションの結果、栽培植物は検出されていない。 IC-8･9

はI黒2層で確認されており、フローテーションの結果種子は検出されていない｡炭化物集中の性格を

述べるには、 フローテーションの結果に加えて大型の炭化植物遣存体の同定が必要とされるが、各炭

化物集中出検出されるものが異なることが、性格を反映している可能性が強い。 （鈴木信）

表V-42 C地区I黒層炭化物集中
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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表V-43 C地区I黒層双礫・集石計測値

’
石材一 石質 備 考長さ＞く幅×厚さ（c、） 重錘(9）図番号長さ×幅×厚さ(c、） 重量(9） 石材 ・ ニ石質 備 考 遺構名図番号i宣構名

楕円礫チャー1~亜円礫楕円礫5500 砂岩 円礫 I S－5 5 9×3－ 4×2 3 67 8末掲載１

１

Ｓ 25－ 1×14 4×1 1 3

ｷ盲 円礫砂岩． 円礫砂岩亜円礫 楕円扁平礫 5 9×3 － 7×2－ 0 47－ 6未掲載 2000 －5 618－ 4×11 － 8×4 5

楕I工I扁平礫砂岩 円礫砂岩亜円礫
、へ ハ

ムJ b29－0×21 7×16 0 9100 楕円礫 －5 5 1×2． 9×1 ． 21≦

片麻岩 円礫 楕円扁平礫珪岩亜円礫 棒状楕円畷 3×4 ． 2×1 89 42 2 41 1×20－ 2×14 2 13900 ８

’

９

一つ

砂岩 円醸 ｷ背I工I扁平礫片麻岩 円礫 58． ［1 1 7×7－ 6×3－ 4 181 ｷ肯円扁7斗z礫 －5 6 8×3－ 5×1 61３

３

~
~ 捧妖畷砂岩亜円礫珪岩 円礫 楕円扇平礫

円扁平礫

9 1 ×4 1×3－ 92045 190－5２ 19－0×14 5×5 5 －5 10

摘円扁斗乙礫チャート 円礫泥岩 園五円礫16－ 9×14－ 5×6－ 6 245C －5 5×4 9×2． 3 1り1~~~11－4 1

ｷ育円扁皇平礫砂岩 円礫砂岩 且巨円礫 楕円礫 ） 7×6 ． 2×2－ 0 113－012２

１

16． 5×1 1 ． 1×8－ 3 1603－4

雪

一幸 円蔬平確泥岩 円礫泥岩 円礫 ｷ彩斗犬ｷ育円礫 6×4 ． 6×1 － 4 )8 16－ 6×3 0×1 － 9 負目 q~~ ~ 1m~~

棒状扁平礫砂岩亜円礫砂岩 亜円瑳 棒状礫6－ 4×2 5×2
Q弓 ⑪

1ｲｰ｡ 5
ﾛ ~A

l側 6 ． 7×3 － 3×1 － 6 50－4２，

棒状楕円礫片麻岩 円礫片厚『堆卜 円礫 *青円扁二平礫
句ﾜ 員
J~ロ J3 5－ 9×3 6×1 ． 6 51 4 5 6－ 3×2 6×115一｡

泥岩 円礫 楕円扁平礫58－5－5 5－ 7×3 9×1 61

－174－



7 C地区の調査

（5） 第1黒色土層の遺物

l) 土器（図V-120,表V 44、図版V-55-1 ･ 2)

I黒層からは20点出土している。 1は十勝最寄式の深鉢の頚部。内面は明榿褐色で、 ヨコヘラミガ

キ。外面は黒色で、 タテハケの後に沈線で文様を描く。 2は小型の擦文土器の口縁部。内面は黒色で、

ヨコヘラミガキ。外面は黒色で、 タテハケの後にヨコヘラミガキを施し、沈線で文様を描く。 I黒3層

出土。 3は擦文土器の上半部。内面は黒色で、 タテヘラミガキの後にヨコヘラミガキ。外面は黒褐色

～にぶい黄燈色で、 タテハケの後にヨコハケ、さらにヘラミガキを施し沈線で文様を描く。 I黒2層出

土。 （鈴木信）

2） 石器・石製品、礫（図V-121～123,表V-45、図版V-56-1 ･ 2)

石器・石製品

lは凝灰岩製の砥石。角礫の一面を使用する。使用面は波打っている。 2は6面体で2面を除くそ

れぞれがノミ状の工具で加工されている。 3は棒状の礫。加工痕や使用痕はみられない。

礫（図V-122･123)

図V-122_上段左のグラフはI黒Ⅲ層出土の完形礫42点(礫片は324点)についての形態を岩質別に

示した。砂岩は主に横軸値0.31～0.66、縦軸値1.44～1.54に集中してし､る。棒状礫･棒状楕円礫･棒

表V-44 C地区I黒層掲載土器

図番号 名称 発掘区 層位 備 考 図番号． 備 考名 称 発掘区 層位

’深鉢頚部V－l20－l 不 明 排土 Ⅶ（十勝最寄式） V－l20－3 深鉢口縁～体部 Ⅶ（擦文）b－67－l4 IB，

深鉢口縁－2 Ⅶ （擦文）c－67－81 IBI

表V-45 C地区I黒層掲載石器・石製品

長さ×幅×厚さ(Ⅲ､） 重量(9)図番号 名 称 発掘区 層 位 材 質

凝灰V－121－1 砥 石 c－67－92 IB1 卜而 121.5×68．6×64.5 il9 4
ｕ
一
コ

Ｌ
マ
イ

軽石製品l b-67-14 流紋岩101-6×85. lx65.9－2 IB 187－9

凝灰質砂岩棒状の礫 c－67－91 340 0×52－4×37－1 894IB－処
U
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V美を8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

状扁平礫･楕円礫･楕円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫(41.7％)と楕円扁平礫(33.3％）

によって構成されている。泥岩は主に横軸値0.25～0.71、縦軸値1.31～1.76にやや集中している。棒

状楕円礫・楕円礫。楕円扁平礫・円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫(53.9％） と楕円扁

平礫(30.8%)によって構成されている。片麻岩は主に横軸値0.25～0.47、縦軸値1.28～1.60に集中

している。棒状楕円礫･棒状扁平礫･楕円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円扁平礫(63.6％）

によって構成されている。片麻岩は泥岩や砂岩に比べるとより扁平な礫が集まっている。チャートは

棒状礫｡棒状扁平礫･楕円礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫(60.0％）によって構成されてい

る。他には、楕円扁平礫の珪岩1個ある。各岩質をつうじて楕円礫・楕円礫が多い。

図V-122下のグラフは岩質ごとの形態別重量を示した｡砂岩の66.7%は40～1209の範囲にあり、

60～809の範囲にピークがある。 また40～1209の範囲における形態は、棒状礫･棒状楕円礫･棒状扁

平礫・円扁平礫・円扁平礫があり、特定の形態が特定の重量に偏ることはみられない。 ピークの範囲

でも同じである。泥岩の69.2％はO～809の範囲にあり、 O～209の範囲にピークがある。また0～80

9の範囲における形態は､楕円礫･円扁平礫があり、特定の形態が特定の重量に偏ることはみられない。
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7 C地区の調査

ピークの範囲でも同じである。片麻岩の80.0%はO～809の範囲にあり、 20～409の範囲にピークが

ある。またO～809の範囲における形態は、棒状扁平礫･円扁平礫があり、特定の形態が特定の重量に

偏ることはみられない。ピークの範囲でも同じである。砂岩･泥岩･片麻岩・チャートはO～809の範

囲の重量が選択されている。

形態と重量の関係は、砂岩・泥岩・片麻岩・チャートのように、代表的な形態が集中せず各重量に

分散し、かつ特定の重量が選択されているものについては､選択の基準が重量にあること示している。

図V 122上段中のグラフはI黒2層出土の完形礫74点（礫片は93点）についての形態を岩質別に

示した｡砂岩は主に横軸値0.28～0.80､縦軸値1.04～2.00に集中して､､る。棒状楕円礫･棒状扁平礫・

楕円礫･楕円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫（48.3％）と楕円扁平礫（34.5％）によっ

て構成されている。泥岩は主に横軸値0.28～0.80、縦軸値1.00～1.89にやや集中している。棒状礫・

棒状楕円礫・棒状扁平礫・楕円礫・楕円扁平礫・円扁平礫の形態が存在するけれども、主に楕円礫

（37.0％）と楕円扁平礫（33.3％）によって構成されている。片麻岩は主に横軸値0.31～0.43、縦軸

値1.28～1.46に集中している。棒状礫･棒状扁平礫･楕円礫･楕円扁平礫の形態が存在するけれども、

主に楕円礫(80.0%)によって構成されている。片麻岩は泥岩や砂岩に比べるとより扁平で丸い礫が

集まっている。チャートは主に横軸値0.69～0.71、縦軸値1.32～1.68に集中している。楕円礫によっ

て構成されている。他には、棒状楕円礫の安山岩1個と楕円礫の片岩・礫岩・安山岩が各1個ある。

各岩質をつうじて楕円礫・楕円扁平礫が多い。
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）
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7 C地区の調査

図V 123上のグラフは岩質ごとの形態別重量を示した。砂岩の55.1%は0～609の範囲にあり、

0～209の範囲にピークがある。 また0～609の範囲における形態は、棒状楕円礫・棒状扁平礫・楕円

礫・楕円扁平礫・円扁平礫があり、特定の形態が特定の重量に偏ることはみられない。 ピークの範囲

では楕円礫が多い｡泥岩の81.5％は0～609の範囲にあり、O～209の範囲にピークがある。また0～60

9の範囲における形態は、棒状礫・棒状楕円礫･楕円礫･楕円扁平礫・円扁平礫があり、特定の形態が

特定の重量に偏ることはみられない。ピークの範囲でも同じである。片麻岩の63.4％は20～80gの範

囲にある。また20～809の範囲における形態は、棒状扁平礫・楕円礫・円扁平礫があり、特定の形態

が特定の重量に偏ることはみられない。 ピークの範囲でも同じである。砂岩･泥岩・片麻岩・はO～60

9の範囲の重量が選択されている。

表V-46 C地区I黒層掲載金属製品
名 称 調査区醐器 長さ x 幅 x 厚さ (cm) 重量破片数材

『鉄鍋口縁部 c－67－93 7 (16. 2) (34. 2) 0. 3 (88.0) 143

3 口縁部 c－67-92 6 (22. 0) (40. 6) 0. 3 (1560.0) 15

スガイ b－67－91 1 （ 9． 2） （ 3． 4） 1． 0 （16.0） 1

３３０

ｊｊｌ
ｊＪ０

８０６
８６１

５Ｉ~
１

く

３５１
４１

１

１１１
２６４

３２１９９９

~~~７７７６６６~~~
ＣＣｂ

４０３
４３

くｉく

６２９
２１

１~１

ｊｊ１
２０２

ｍＵ０１

麦涛
貝 層位

IBI

IBl

lB

備図番号鵠器

1 48

2 47

3 45

パラロイドB72処理インクララツク処理

プラマイルMV－l減圧含浸

パラロイドB72処理プラマイルMV－1減圧含浸

~鉄
鉄

鉄

内耳鉄鍋口縁部

鉄鍋口縁部

力 スガイ

○

霞
一

IZZ
一
客

~~ ~

、二 ●
｜
君

一

一
二二二二

’
圭

一

１

斗

鮭

↓
一

一
一

~

~~~~

1 ..-、ミー匿竺菫I=璽三
~~~

炭化物付着

鞭
卓〆二

ノラ

ｸｸｸ

′

晩
／

~′ γ

（

／ 〃"' "

A~厳刷
¥｣j卿≦'j〃I

〃

1

10cm0 ５

図V-124 C地区I黒層金属製品(1)

－179－



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

○1
一

I
~ ~

＝二
~ ~~ ~~ ~~~~

一

二王
~ ~~ ~~~~~ ~ ~

~~~ ~~~

~

亀.一一マーーロ/一－一一
~ ~

三二三二二二二＝二~－－JⅡ一一一
~ ~ ~

~ ~~

~
~

一頁一言ごテテ〒一一～
~

』

~

~
一
一

~

一 （

~
~一 一

~
~ ~

~ ~~

豆三百一丁
一 ~~

~

2
一

~

エ
ー

ニ

ー

~

二

一

一

〔

一
／
や

蕊§鰯？
ダー

~
~

／

／／ ~

ｲ' ｛抑／
／／~~／~

／/／参
ノ／~／

／
~／

／／／
／

|/:I

二

、

I
１
４

~~

~

一

ｆ
／
，
Ｏ
ｒ
で
１
，
，
Ｊ

つ
〆
ジ
ノ
戸
一

〆

《

』

〃

Ｊ
１
男

一
一
．
．
Ｆ
●
、

一
言
、
」

！

ｍＣ
（
叩
）
ｌ

１Ｆ

畠

）

Ⅱ

一

（
叩
）
１
．

I

~

雪
‐
□

~

O- 3
~

1

’

一
品
）
■
■

~

○

‐

5qT1
－－

図V-125 C地区I黒層金属製品(2)

-180



7 C地区の調査

形態と重量の関係は、泥岩・片麻岩のように、代表的な形態が集中せず各重量に分散し、かつ特定

の重量が選択されているものについては、選択の基準が重量にあること示している。砂岩についても

ほぼ同じ傾向と見てようだろう。

図V-122上段右のグラフはI黒3層出土の完形礫7点(礫片は40点)についての形態を岩質別に示

した。砂岩の1点を抜かすと、横軸値0.32～0.66、縦軸値1.06～1.14に集中している。楕円礫･楕円

扁平礫・円扁平礫の形態が存在するけれども、主に円扁平礫（42.9％）によって構成されている。

図V-123上のグラフは岩質ごとの形態別重量を示した。砂岩・泥岩はI黒2層やI黒2層出土のも

のと変わらない重さである。片麻岩･珪岩はI黒2層やI黒2層出土のものに較べて重い。 （鈴木信）

3） 金属製品（図V-124．125，表V-46、図版V-56-3 ． 4、図版V-57-1～3)

1は内耳鉄鍋。丸湯口をもつ丸い底から上方へ直線的に立ち上がる体部を持つ。外帯はわずかに内

弩しながら外上方へ立ち上がる。 口縁部はまるみを帯びた三角形で、 口縁端面は水平で、内面側に肥

厚する。内耳は直線的で、断面が円形である。足は断面が円形で、下の部分が若干太くなっている。

この鍋は鉄分の溶脱が激しく非常に軽かった。 またそのことによってか強度も無く変形した状態で出

土した。 2は内耳鉄鍋。丸い底から上方へ直線的に立ち上がる体部を持つ。外帯はわずかに内弩しな

がら外上方へ立ち上がる。 口縁部はまるみを帯びた三角形で、 口縁端面は内斜し、内面側に少し肥厚

する。内耳は直線的で、断面が円形である。 口径が非常に大きい。 3はカスガイ。使用によって中央

部分が少しV字状に変形している。 （鈴木信）

4） 木製品（口絵－3 ． 4，図V-126～132,表V-47．48、図版V-57～59)

本年度の調査によりI黒層中にも木製品の存在することが確認された。木製品の密度はO黒層同様

に希薄である。 O黒層のような集中箇所はなく、 c-67-83.93とその周辺から出土したものがやや多

い程度である。分布は遺構の分布域の外側に少しずれている。

早擢柄部（1） ：断面が楕円形となる棒状の材で、下端部はやや幅広となり欠損している。表面の全

面が炭化している。長さや形態から水掻部の最上部から破損した早擢の柄と考えれる。

山刀柄部（2） ：全体は柄頭に向かって緩く反り、柄頭側に山刀の特徴となる瘤状の突起が付けられ

ている。柄の中央部に断面は楕円形であるが、突起部から柄頭にかけて平坦に削られている。縁側は

茎部を挟み込むようにスリット状となっており、渦巻の線刻のある部分を浮き彫りにして帯状に彫り

込まれている。 この部分には樹皮が巻かれていたと考えられる。 目釘は樹皮を巻いている部分を挟ん

で2か所に認められ、対になる括弧状の線刻に囲まれている。表面のみに文様が描かれ、柄頭側には

渦巻をモチーフとした線刻みで文様が彫り込まれている。中央部には波状の線刻が一本描かれ、帯状

に浅く彫り込まれた部分には鋸歯状の刻目がめぐり、対になる括弧状の線刻に挟まれている。帯状の

彫り込みには樹皮が巻かれていた可能性がある。

柄･棹との接合部（3） ：魚突き鉤台部または回転式離頭鈷中柄の基部である。中央に柄に装着する

ための帯状の扶り部と裏面に平坦面が作出されている。基部の先端は突がらない。

回転式離頭鈷中柄部（4） ：先端部は欠損･摩耗し、中央部から先端部に向かって断面を丸形に細く

削りだしている。中央部の断面は角形であり、柄に装着し紐で固定するための刻目状の挟りが両側つ

けられている。下端部には平坦面が作出されている。非常に短く形態も他と異なるが、回転式離頭鈷

中柄部の可能性がある。

扶入付角棒状材（5．6） ： 5は表面の摩耗が著しい。角形の上端部の片角は斜めに削りだされ、帯

状の浮彫りがめぐっている。その直下は摩耗し細く括れている。下端部はやや細くなり、断面が楕円

形に削りだされている。 6は角棒の中央よりやや下の部分が決られており、断面が半円形となってい
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V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

る。下端部はやや薄くなるように削りだされている。

方形頭付丸棒状材（7） ：方形に加工された頭部に角孔があけられ、喫状の木片が残存するものであ

る。頭部端は斜めに切り出されている。方形頭部の直下は丸棒状に加工されている。

挟入付半円棒状材（8） ：側縁部が挟られ、 コケシ頭状のとなっている。扶りの裏面には平坦面が作

出され、断面が半円状となっている。棹や柄の接合部と考えられる。

円板状材（9） ：木口取りした板材の破片である。

模形製品(10．12．13) : 10の正面は長方形であり、側面は上端部から下端部に向かって模形に削り

だされている。断面は楕円形である。上端部は平らに削りだされ、敲打痕が認められる。 12は先の丸

い喫形であり、断面は半円形である。 13は先のやや鋭角となる喫形であり、断面は半円形である。い

ずれも表裏に削り痕が顕著に残り、端部は平らに削りだされている。端部にはわずかに敲打痕が認め

られる。

蒲鉾状材(11） ：板目板を細く加工したもので、断面が半円形となっている。上端部は平らに削りだ

されている。先端部は腐朽・摩耗している。

箸状製品(14～20.23) :基準はA'地区と同様であるが、尖端･基部を欠損するものが多いため細分

は難しい。 14．15はB類とされる片口箸で、端部の一方（基部）が太く、 もう一方（先端部）に向かっ

て細く削り出したものである。いずれも基部端を斜めに削ったB4類である。 16～18はA類とされる

両口箸で、 16～18は一方の端部を平らにし、 もう一方の端部を細く尖らせたA3類であろう。 19はD

類とされる尖端部のみを鉛筆先状に削りだしたものである。かんじきの枠の小孔に差し込まれる横木

の可能性もある。 20は尖端部の破片である。 23は胴部の破片である。

串状製品（21.22.25～27） ：基準はA'地区と同様である。 し､ずれも上端部を欠損し、両端が腐朽・

摩耗している。21はB類とされる断面形が長方形のものである。22の断面は三角形となり尖端部のみ

が削りだされている。 25．26はF類とされる断面形が扁平な多角形となるものである。 25の尖端部は

一面削りで幅広に削りだされている。26の端部は平らに削りだされ、尖端部は腐朽してし､る。27はG

類とされる丸木材の尖端部のみを鋭く削り出したものである。尖端は極鋭角な二面削りである。

ピン状製品（24） ：端部側から尖端部に向かって全面を粗く削りだしたものである。

丸棒状材(28.29） ： 28は丸木の上端部が平らに削りだされている。先端部は欠損し、表面に樹皮が

残る｡29は両端部欠損した丸木材である｡上部に一本の刻目がある｡下端部には摩耗してやや細くなっ

た部分がある。魚突き鉤や回転式離頭銘の柄・棹の可能性がある。

薄柾目棒状板材(30･31) :幅の細い柾目板である。曲物などの破片であろうか。

有孔角材(32） ：丸木材の曲面を削り落し、角材としている。表面には削りに使用した切裁具の斜め

の刃傷痕が多数残る。上端部は平坦面がやや斜めに作出され、角孔が穿孔されている。下端部は同部

に比べやや細くなり、欠損している。

樽側板(33） ：やや薄い板目の側板である。 口縁部側と底部側で幅に差がないことから寸胴型に近い

樽と考えられる。表裏面は腐朽が著しいため、蓋・底板の挿入された痕跡は不鮮明であるが、 口縁部

下にかすかに簸等が巻かれたように横走するつぶれが認められる。

板材（34．36） ： 34は柾目に近い板目取りの板破片である。 36は板目取りの板片である。

有孔板材(35.37～42） ： 35は板目板に3か所の角孔が当間隔に穿孔されている。上端と下端にもl

か所ずつ角孔が存在したとみられ、計5か所の角孔が当間隔に直線的に並んでいたのであろう。板は

その角孔部分から縦割れしたものと考えられる。板綴舟の側板破片であろうか。37は柾目板の上端側

に小さな角孔がlか所穿孔されている。 38は柾目板で腐朽が著しく、下端部が土圧によりつぶれ湾曲
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している。上端部に角孔が2か所穿孔されている。39は板目板で断面が凸レンズ形となっている。上

端部には「V」字上の挟りがあり、中央部やや下には破損した角孔が認められる。 40は両端部を欠損

した板目板で、角孔が2か所穿孔されている。角孔の縁は、紐などの結束により円形に摩耗している。

41の頭部は方形に加工され、その中央部に角孔がlか所穿孔されている。断面は凸レンズ形となって

いる。 42は柾目板で上端部は角孔がlか所穿孔され、そのすぐ横の側縁には角形の扶りがある。下端

部側の角孔は紐ずれなどのより、上端に向かって斜めに摩耗した楕円形となっている。

扶入付角材(43） ：上端部を平坦に削りだした角材の中央部が角形に挟られている。縦槌等が割れた

ものであろうか。
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漆器(44～46） ：いずれも木質、漆膜とも遣存状態があまりよくない。44は漆塗りの椀の底部分であ

る。低い高台がつき、漆膜は剥離が著しい。黒漆地に朱漆が塗られている。底には黒漆地に朱漆で漢

字の「上」の文字が朱書きされている。 45は漆塗りの鉢で、 口縁部を破損したやや立ち上がる側縁部

である。内面の漆膜の剥離が著しく、黒漆地に朱漆が塗られている。外面は黒漆地に朱漆で植物と思

われる文様が描かれている。底部の欠損状態から高台がつくものと考えられる。46は木質の腐朽が著

しく、土壌ごと取り上げたものである。漆塗り椀または鉢の底部である。内面は黒漆地に朱漆が塗ら

れている。 （田口尚）
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擢
柄
部

山
刀
柄
部

柄
・
棹
と
の
接
合
部

回
転
式
離
頭
銘
中
柄
部

挟
入
付
角
棒
状
材

挟
入
付
角
棒
状
材

方
形
頭
付
丸
棒
状
材

快
入
付
半
円
棒
状
材

円
板
状
材

模
形
製
品

蒲
鉾
状
材

模
形
製
品

模
形
製
品
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3
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4
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4
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0
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4

5
0
9

5
1
3

5
1
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4
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9

5
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5
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5
4
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ヨ

7
q
q
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J
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I

一
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0
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○
板
目

板
目

丸
木

1/
4割

板
目

板
目

板
目

柾
目

木
口

丸
木

板
目

板
目

板
目

l/
4割

1/
4割

丸
木

丸
木

板
目

1/
4割

丸
木

半
割

l/
4割

1/
4割

l
/
4
割

板
目

1/
4割

丸
木

丸
木

ｽ秤
ﾋﾉ
ｷ？

カ
エ
デ

ヤ
十
¥

~
ロ
ノ
~
h

ｱ
ｼ
ｻ
ｲ

モ
ク
レ
ン

ﾅ
ﾅ
ｶ
ﾏ
ﾄ

~
1
－

コ
プ
フ

ク
ル
ミ

表
面
炭
化
。
水
掻
部
最
上
部
を
残
し
て
欠
損
。

ｌ ｌ ２ ｌ ３ ｌ ４ ｌ ５ ｌ ６ ｌ ７ ｌ ８ ｌ ９ ｌ ｍ － ｕ － ｕ ｌ 田 一 Ｍ ｜ 蛆 一 陥 一 Ⅳ ｜ 岨 一 的 一 別 一 別 一 鰹 一 瀦 一 型 一 妬 一 沁 一 幻 一 湖

ｌ ｌ １ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ３ － ｌ ｌ ４ ｌ １ ｌ １ ｌ ２ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ ４ － １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ ｌ １ － ２ ｌ １ ｌ １ － ２ ｌ １

片
面
に
渦
巻
状
の
線
刻
。
柄
頭
側
に
瘤
状
の
突
起
。

目
釘
。

先
端
部
欠
損
。
帯
状
の
快
り
が
あ
る
。

中
央
部
の
断
面
角
形
。
側
縁
に
小
さ
な
挟
り
が
あ
る
。

角
形
頭
部
に
帯
状
の
浮
き
彫
り
め
ぐ
る
。

中
央
や
や
下
に
挟
り
が
あ
る
。

方
形
の
頭
部
に
角
孔
を
穿
孔
。
孔
に
木
片
残
存
。

端
部
は
コ
ケ
シ
頭
状
。
断
面
半
円
形
。

半
分
程
を
欠
損
。

正
面
は
長
方
形
。
側
面
は
細
長
い
模
形
。

上
部
に
亀
裂
が
あ
る
。
下
端
部
腐
朽
。

先
が
丸
い
。
削
り
痕
顕
著
。

ﾔﾅ
ｷﾞ

ﾚ
ﾉ
ｷ
？

ｰ
’
1
●

ﾈｽ
ｺ？

１ こ つ Ｉ

先
が
尖
る
。
削
り
痕
顕
著
。

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

箸
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

箸
状
製
品

ピ
ン
状
製

B
4
類
。
断
面
三
角
形
。

B
4
類
。
断
面
隅
丸
角
形
。

A
3
類
。
断
面
円
形
。
下
端
部
に
扶
り
が
あ
る
。

A
3
類
。
断
面
楕
円
形
。
下
端
部
欠
損
。

A
3
類
。
断
面
八
角
形
。
下
端
部
摩
耗
し
欠
損
。

D類
。
尖
端
部
の
み
鉛
筆
状
削
り
出
し
。
断
面
三
角
形
。

尖
端
部
破
片
。
断
面
円
形
。

B
類
。
断
面
長
方
形
。
両
端
部
が
腐
朽
し
て
い
る
。

上
端
部
欠
損
。
断
面
三
角
形
。

5
7
8

4
3
5

5
1
8

5
2
7

4
6
3

5
1
6

5
3
5

4
6
6

5
3
6

両
端
部
欠
損
。
断
面
三
角
形
。

口 叩
尖
端
部
欠
損
。
断
面
三
角
形
。

F類
。
断
面
多
角
形
。
尖
端
部
破
片
。
幅
広
の
尖
端
で
一
面
削
り
。

5
1
5

44
90

4
6
4

4
3
3

4
3
6

串
状
製
品

串
状
製
品

串
状
製
品

丸
棒
状
材

F
類
。
尖
端
部
は
腐
朽
。

G類
。
細
枝
の
先
を
二
面
削
り
。

上
端
間
坪
ら
に
削
っ
て
い
る
。
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目
が
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材
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材
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点 点
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上
部
に
角
孔
が
あ
る
。

上
部
に
簸
の
痕
跡
が
か
す
か
に
見
ら
れ
る
。

上
端
部
欠
損
。

角
孔
が
5
か
所
（
確
定
3
か
所
）

。
ﾊ
ﾘ
ｷ
ﾘ

両
端
部
欠
損
。

上
部
に
小
さ
な
角
孔
。

上
部
に
角
孔
2
か
所
。
下
部
土
圧
に
よ
り
変
形
。

断
面
凸
レ
ン
ズ
形
。
上
部
に
挟
り
、
側
縁
に
破
損
し
た
角
孔
。

両
端
部
欠
損
。
角
孔
2
か
所
。

角
形
の
上
部
に
角
孔
1
か
所
。
下
部
側
縁
を
欠
損
。

窪 一 群 一 岬 一 岬
ｌ ご 』 Ｉ

角
孔
2
か
所
。
そ
の
う
ち
の
l
か
所
は
紐
ず
れ
で
楕
円
形
。

角
形
の
扶
り
。

内
面
の
漆
膜
は
劣
化
剥
離
。
底
面
に
「
上
」
の
朱
書
き
。

内
面
漆
膜
は
劣
化
剥
離
。
外
面
に
植
物
の
文
様
が
描
か
れ
る
。

木
質
の
腐
朽
著
し
い
。
漆
膜
は
劣
化
剥
離
。

升 一 僻 一 汁
~
~
~

-
剤 ○ 苦 図 ｓ 剴 鴎



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度

5） 自然遺物（表V-49)

掲載した遺物は、人力調査によって検出されたものである。遺物の時期は擦文時代～アイヌ文化期

(1667年以前）である。遺物はI黒,層から下層へゆくにしたがって種類数．量が減少していく。 c－

67－81， 91， 92， 93に多い傾向は0黒層と同じだが、 b-67-02， 03， 04にも検出されている。遺物

の種類は木本が主体となる傾向は0黒層と同じである。あらたにヤマブドウが検出されている。ショ

ウブ、 ヒルムシロ、ハンノキ、など水辺や水湿のある低地に成育する植物がみあたらない。 I黒層が

形成されていた頃はC地区がわりと乾いていたことを示しているのかも知れない。 また、A'｡B･C地

区の各地区、 O黒層までまんべんなく出土していたカワシンジユガイ殼皮はC地区のI黒2層からは

激減する。 （鈴木信）

表V-49 C地区I黒層自然遺物
I 黒, 層仕ゴ ±の自 裳捷 蛍重 り勿

b－67－Oslb-e7－o41c-67-soI c-67-sl lc-67-91Ic-s7-92諄名 利く

甲虫片

カワさ／こ〆包ジュガイ殼皮

サノレノーシカ･ケ

ユギナ

乞〆ヨウプ

タ ラ＝ 禾斗

ヤーマプドウ

ミ曹ン／ミウ旨ンギ

ユモモ

ープさノ

コナラ

ク ノレ ミ 属

1s（0．01） 54（0．04）

ユ6（1－ 10）
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Ｊ

２

８

０

１
~~

０

０
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１

７ ユ20（0－06）

2s（3．54）

1 （0－04） 1〈0－01）

ユ（0．01）

1s〈0．08）14（0－ 10）

4（0．13）
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（6） 第1I黒色土層の遺物（図V133、表V-50、図版V-59-2)

II黒層からは、土器が1点、石器が2点、礫が1点出土している。

1はコッタロ式に相当するもの。隆帯に縄端圧痕文が付く。 2は黒曜石製の石鍍。凹基である。 3

は緑色泥岩の石斧、刃部側の破片である。扁平な転石を素材とした。側縁は剥離調整のままで、刃部

を研磨したもの。 （鈴木信）
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表V-50 C地区II黒層掲載土器・石器

－
０
、
毎

Ｔ

蕊蕊
0

図V-133 C地区II黒層土器・石器
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8 各種分析

8 各種分析

(1) 美々8遺跡低湿部出土の動物遺存体

’
千歳市教育委員会高橋理

遺構および出土状況

報告する動物遣存体は、平成3年度（1991年）に㈱北海道埋蔵文化財センターによって行なわれた

美々8遣跡低湿部C地区の調査において確認された､OF-1より検出された。この遺構は､直径約55

crn、短径約45cm、深さ6cmの不整楕円形プランを呈する土坑で、確認面は樽前a火山灰(Ta-a)

下の0黒層と呼称する黒色士の上面である。

坑底は被熱してO黒層土が燈褐色化している。覆土は2枚の灰層で、上層にはサケ科魚類を主体と

する動物遣存体が含まれ、下層には炭化物が少量混じる。下層に長径15cm程の円礫が確認された。

礫は被熱していない。

17世紀後半から18世紀前半の焼土遺構である。

出土動物遣存体

動物遣存体はすべて魚類であり、サケ科魚類を主体としニシン科およびコイ科魚類がこれに加わる

（表1）。すべて被熱し白色化している。

脊椎動物門

硬骨魚綱

ニシン目

ニシン科

マイワシ

Vertebrata

Osteichthves

Clupeiformes

Clupeidae

Stz"""swze/fz"os"c"s (TemmincketSchlegel)

Salmoniformes

azj脚0"idtz9

サケ目

サケ科

コイ目

コイ科

Cypriniformes

Qゆ""j血2

最も多く出土しているサケ科魚類は脱落歯、顎骨および椎骨である。また頭骨と考えられる部位の

破片も少なからず検出されている。完形の椎骨はないが、大きさをある程度推定できる資料は3点(腹

椎）ほどあり、標準体長530mmのシロザケ（雌）の原生標本よりもいくぶん大きな個体である。ニ

シン科魚類は椎骨のみの出土であり、マイワシと考えられる。 コイ科魚類の咽頭骨および椎骨（？）

が検出されている。咽頭骨は細片化しているが、いずれも小型である。なお、学名表記は長澤．烏澤

（1991年）によった。

－193－



V美々8遺跡低湿部の調査（平成3年度）

参考文献

長澤和也・烏澤雅編（1991） 「漁業生物図鑑北のさかなたち」㈱北日本海洋センター

阿部宗明（1963） 「原色魚類検索図鑑」 ㈱北隆館

写真1 0F-1出土動物遣存体
§

iI
li
m

f患愈 ’1
1 1#

！

…〃 1

銀蒋曾

瞬滋霧
｜ 繰灘密

２…期……

つ
と

諺蕊I
蕊

3
守

0 1cm
I l

0 2cm

l－ ■■■■■■■！ ’ ！
0 1cm

L －－，1 1

2サケ(1.歯2.顎骨3.腹椎・尾椎） 3 コイ科(1.咽頭骨2.椎骨・頸骨）1 マイワシ尾椎

表1 C地区0F-1出土動物遣存体
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顎骨〈歯植立）
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①
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8 各種分析

（2） 植物遣存体について

下に掲載した表はうローテーションによって遺構から出土した植物遣存体（種子）の一覧である。

種名の同定は吉崎昌一氏に依頼した。今回は調査中なので属・種名だけを掲載した。

植物遣存体が出土した遣構の時期は､0F 1，0N-1，0C-1～8がアイヌ文化期(1667年～1739

年)、 IC-1～9が擦文時代～アイヌ文化期(1667年以前）である。

注目されるのは0黒層の遺構からアワ、 ヒエ、 アサの栽培植物が検出されたことである。また、知

里真志保「分類アイヌ語辞典植物動物編」平凡社(1976)や更級源蔵･更級光「コタン生物記 I」

法政大学出版局（1976）によると、 アイヌの人々にとっての有用植物もO黒層の遺構から出土してお

り、例えば、 ヨモギ、 ニワトコ、 タラノキ、キハダ、ホウノキが薬として用いられるようであり、バ

ラ属(ハマナス)、キイチゴ、マタタビ、キハダ、 ブドウ、 クルミは食べる植物である。 またミツバウ

ツギ、ホオノキ、 クルミは材として用いられる。加えてキハダ、ブドウ、 ミツバウツギ、 クルミは人

力調査によって包合層からも確認されており、積極的に利用されていたことがわかる。

O黒層において、種子の種類数の多い遺構はOC-4～7で、可食植物が主体となる。植物遣存体の

種類数の少ない遺構は、 OC-3．0F-1である。 OF-1からはサケなどの骨が検出されておりこの

遺構からは動植物両方が含まれていた。

I黒層の遺構からは、 IC-7で唯一栽培植物は検出された。有用植物はあまり検出されて↓､ない。

そのなかではタラノキ、ブドウが比較的よく検出されている。植物遣存体の種類数の多い遺構はIC-

5 ． 7である。植物遣存体の種類数の少ない遺構はIC-1～3 ･ 6 ． 8 ． 9である。 （鈴木信）
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（3） 金属製品について

金属製品の材質調査は鉄鍋などの鋳造品を、岩手県立博物館の赤沼英男氏に依頼した。その結果、

昨年度報告のO黒層出土の金属製品のなかで、 カスガイ（図IV-17の10)の地金の材質に特徴がある

ことが指摘されている。 このカスガイは普通「平錠」と分類されている。普通のカスガイに比べて刺

さり込む部分が短く幅が広いことが特徴である。この形のカスガイがどのような機能を持っていたか、

材質と形態を合わせて再考する必要がある。

その他に特筆すべきことは､C地区0黒層出士のキセル吸口についてである。今のところ､管見によ

れば北海道における出土例は確認されていない｡材質は蛍光X線分析によって真鋪製ということが判

明した。形態については前述したように古泉分類の吸口第I類Bの範晴に入る。製作技法は断面6角

形の肩の上から狭義の吸口をかぶせており、吸口第I類の範晴に入るが、吸口第I類Bの製作技法と

は異なっている。0黒層上面に近い層準から出土しており、年代についてはTa-a降下火山灰層(1739

年降下）に近い年代が考えられる。古泉分類の吸口第I類は江戸において16世紀末から17世紀前半

に編年されるものである。本遺跡においてはO黒層(1667年～1739年)上層から出土しており、 18世

紀前後の廃棄年代が考えられる。

以上より、 このキセルは伝世されていた可能性が高い。キセルが北海道に登場した初期においては

江戸と異なる受入れかたをされていた可能性も考えられる。今後、類例の増加を待ちたい。

（鈴木信）
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8 各種分析

（4） 樹種同定

樹種同定は平成元年度の木製品･自然木（加工部欠損木を含む)902点の同定で24科35属、平成2

年度の木製品は134点の同定で15科19属が確認されている（不確定樹種を含む)。

平成3年度出土木製品の同定は、実測作業および写真撮影の終了した掲載木製品の中から加工度の

高い製品を289点抽出した。今回は時間の制約から大型の建材群、立杭、箸状製品、串状製品等を除

外しているが、今後の整理作業の中で同定を実施する予定である。掲載した樹種名はすべて属名であ

る。

同定の方法は、試料から約5mm×5mmの木口、板目、柾目の極薄切片を片刃（または両刃）カ

ミソリで採取したものを直接スライドガラスとカバーガラスに挾み、美々8遺跡（北埋調報69）同様

に光学顕微鏡を用いて、無染色のまま顕鏡した。なお、同定に先だって、 これまでの同定結果をもと

に現世樹種の永久プレパラートを針葉樹6科8属8種､広葉樹24科35属42種作成し比較検討資料と

した。

今回の同定では針葉樹4科6属、広葉樹20科26属が確認された。針葉樹ではカヤ属、 クロベ属が

追加され、広葉樹ではトチノキ属、シナノキ属が追加された。大部分の樹種は遺跡周辺に見られるも

のであるが、針葉樹のうちスギ属、 ヒノキ属、 クロベ属は本州材と考えられる。黒松内以北には自生

しないとされるブナ属や小樽が北限とされるトチノキ属は本州或いは道南部からの移入品と考えられ

る。なお、不確定のためスギ属？と記載してきたものはクロベ（ネズコ）属の可能性があり今後注意

を要する。当センターに導入された走査型電子顕微鏡等を使用して、他の不確定樹種と共に再同定す

る必要がある。

製品別に見ると曲物、折敷、桶・樽、薄柾目板等の50％以上がスギ属であり、 ヒノキ属やクロベ属

がそれに続く。箸状製品の45％はアジサイ属、 36％がスギ属であり、他にイチイ属、 ツケ属等がある。

串状製品ではスギ属が34％を占め、アジサイ属は13%程である。他にトネリコ属、 イチイ属、カツラ

属等の各種材が少量含まれている。アジサイ属以外の箸状製品や串状製品は割裂性の良いスギ属等の

再加工品と考えられ、釘穴の認められるものは桶・樽を加工したものであろう。他に特徴的な樹種選

択の認められるものには回転式離頭鈷中柄や矢中柄がある。 80%以上がアジサイ属であり、 アイヌの

民具例では素材としてアジサイ属のノリウツギ（アイヌ語名称ラスパ）が使用されている。回転式離

頭鈷中柄部をアイヌ語でラスパやラシュパと呼ぶのも樹種名からと思われる。魚突き鉤はカエデ属が

多く、 アジサイ属がそれに次いで多い。小刀柄・山刀柄はカエデ属が70%と多く、 これも民具例と類

似する。早擢･車擢はモクレン属が多く、他にサクラ属、ハンノキ属、 コナラ属、ヤナギ属等がある。

他にスギ属も同定されている。アイヌ民具の舟材には、 カツラ、ヤチダモ、ハリギリ、ハコヤナギ等

が使用され、それと同一の材で舟用具を製作したらしく材の選択には地方差が認められている。製作

地等を検討する好試料と考えられる。昨年度のヒキリギネはスギ属であり、着火率が最も良い素材で

ある。 ヒキリ板はイヌエンジュ属、ヤナギ属の二種である。アイヌの民具例では素材としてハルニレ、

トドマツ、 コクワが使用されたらしく、今後の試料の増加が期待される。板材はハリギリ属とハンノ

キ属がやや多く、樹種の種類も多い。しかし、有孔の板材では50%以上がハリギリ属となったことが

特筆される。他の製品については明確な樹種選択の傾向は認められていない。今後は特定の製品の同

定点数を増やし検討試料としたい。 （田口尚）
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これまでに同定された28科41属名とその代表的樹種名を以下に列記する。

イチイ科：イチイ属T""s (イチイ）、 カヤ属7bγγeya（カヤ）

マツ科：モミ属A6"s(モミ ・ トドマツ)、 トウヒ属Hc"(エゾマツ・アカエゾマツ)、 カラマツ属Lαγな

（カラマツ）

スギ科：スギ属C7"加加""(スギ）

ヒノキ科： ヒノキ属C〃α柳“〔”αγjS (ヒノキ・サワラ)、 〃ロベ属Zｿ""tz (ネズコ）

ヤナギ科：ヤナギ属azJ"(エゾノカワヤナギ･ネコヤナギ)、ハコヤナギ属励'"〃s (ドロノキ･ヤマ

ナラシ）

クルミ科：オニグルミ属ﾉ"g〃"s (オニグルミ）

カバノキ科：ハシバミ属Co沙〃s(ツノハシバミ）、クマシデ属Caゆ加況s(サワシバ)、アサダ属Os"cz

（アサダ)、 シラカンバ属B""ﾉα（シラカンバ・ウダイカンバ)、ハンノキ属A/""s (ハンノキ、ヤチ

ハンノキ）

ブナ科：ブナ属R噌況s (ブナ)、 コナラ属Qzfe”"s (ミズナラ・コナラ)、 クリ属cas如邦ga（クリ）

ニレ科：ニレ属α加況s (ハルニレ・オヒョウ）

クワ科： クワ属〃07zfs (ヤマクワ）

カツラ科： カツラ属Ceだ〃ゆんy""”（カツラ）

モクレン科：モクレン属〃""0"〃（ホウノキ、キタコブシ）

ユキノシタ科：アジサイ属鋤"""ggfz (ノリウツギ、ガクアジサイ）

バラ科：サクラ属Pγ"""s (エゾヤマザクラ・シウリザクラ)、 リンゴ属〃"〃s (ズミ ・エゾノコリン

ゴ)、ナナカマド属SO76"s (ナナカマド・アズキナシ）

マメ科： イヌエンジュ属"""c""(イヌエンジュ）

ミカン科：キハダ属馴g"0昨"ば”〃（キハダ・ヒロハノキハダ）

ニガキ科：ニガキ〃C7"S加α9"αssioidgsBg"〃（ニガキ）

ツゲ科： ツゲ属B況xzzs (ツケ）

ウルシ科： ウルシ属R〃〃s (ヤマウルシ・ヌルデ）

ニシキギ科：ニシキギ属E"0'Zy""s (マユミ ・ツリバナ）

カエデ科： カエデ属Ac"(イタヤカエデ、ヤマモミジ）

トチノキ科： トチノキ属Acsczf/"s (トチノキ）

シナノキ科：シナノキ属刀ﾉ”（シナノキ）

ウコギ科：ハリギリ属k"J”α"α妬（ハリギリ）

ミズキ科： ミズキ属Coγ""s (ミズキ）

モクセイ科： トネリコ属F､妬加況s （ヤチダモ・アオダモ)、ハシドイ属鋤γ"gzz (ハシドイ）

スイカズラ科：ガマズミ属”6"γ""柳（ガマズミ ・オオカメノキ）

イネ科：ササ属Stzsfz (クマイササ・チシマザサ)、 タケ等

ツル性植物： （ヤマブドウ等）
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9 まとめ

（1） 遺構

検出した遣構は、建物跡や建材群、木組、立杭、杭穴、双礫集石、焼土、 自然遺物集中、炭化物

集中であった。これらは表土層、 0黒層、 I黒,層、 I黒2層の各層において検出できたことが今年度の
成果である。 この成果によって擦文時代中期から江戸時代中期にわたって遺跡が形成されていること

が明らかとなり、それを細分してとらえることができるようになった。来年度以降の調査および整理

では、細分した遺跡形成の過程を各時期ごとの遺構の配置を把握し、その上で遺構の機能を推定する

行くことが必要である。遺構については、人力調査を行ったc地区を主に述べることとする。

建物跡：柱は腐朽した立杭の状態で検出し、かつ周辺には建材などが出士しておらず、上部構造は

不明である。柱はA'地区で出土した建材群に比べると細く、面積も小さいことから作業小屋と考えら

れ、建材群に付随するものと考えることもできる。

木組：横木1本、立杭2本、杭状の材4本の出土状態から判断して、棚上の構造ではなく柵や物干

しに近い構造が考えられる。周辺に箸状と串状製品がやや多く分布していることから生産加工にかか

わる遺構とも考えられるが今後類例の増加を待たれる。

立杭：時期の細分は前年度までは不明であったが、今年度は残存していた上端部を確認した面が、

立杭の所属する時期を示すことがわかった。立杭のほとんどは樹皮付きの丸木でありこの傾向は昨年

度と同じである。分布・配列はO黒層において、建物跡や木組付近に集中し等高線と並行しているこ

とのほかは特に規則性はみられなかった。なお、調査においては、覆土による杭穴の時期別細分と杭

先に付着した火山灰や杭先の直下の土の観察によって細分を試みた。

杭穴：覆土に含まれている火山灰によって時期を細別した｡表土層、 0黒層、 I黒,層で確認できた。

表土層、 I黒,層では分布に規則性は確認できなかった。 0黒層では直径と分布によって杭穴の性格が

推定できたその結果同じ直径の杭穴が配列をもちOW-1のような遺構となることがわかった。

集石: 0黒層から検出された。加熱や破壊は受けていないことから錘石と考えられるが、昨年度報

告の集石よりも小型のものであるため、錘石の中にも複数の用途が考えられる。今後台地上の集石な

どとの比較を通じて性格を明らかにする必要がある。集石の礫はすべて搬入された礫であり、 日高地

方の河川から採取された可能性が高い。現地の河川に赴いて対照資料を観察・測定する必要がある。

焼土: 0F 1からはうローテーションによって、サケ科、マイワシ、 コイ科の動物遣存体が検出さ

れた。淡水棲魚類と海水棲魚類が同じ遺構の同じ層から検出されたことは、当時の人たちが海に赴い

て漁を行っていたことを示している。同じ類例として平成元年度報告のH－1のHF-1･HF-3､H－

2のHF-4、F-24がある。 これらはカレイ、 ニシン、 ウバガイ、 ホタテガイの海棲魚貝類を含み、

イトウ、ウグイの淡水棲魚類も含む。また､OF-1からはアワ種子が検出された｡栽培植物が見つかっ

たのは初めてのことである。アワはヒエについで重要な作物であった。 0F-1(炉？）は動植物の両方

が検出されており使い方に特徴がある。

自然遺物集中: 0N 1はクルミの殻がまとまっていた。このような残津の集積は物送り場として考

えられることもできる。

炭化物遺物集中: 0黒層、 I黒,層、 I黒2層において検出した。 とくにO黒層、 I黒層において検

出したものは可食植物の炭化種子を複数種類含むものが多く、O黒層の炭化物遺物集中の中にはヒエ、

アサの栽培植物を含むものがある。 これらの結果、炭化物遺物集中は単に焚火の跡とはいえず、炊事

場や物送り場とも考えられる。遺構の性格の推定には、炭化した大型の植物遣存体の中に薪用の材が

含まれているかどうかも問題となろう。 （鈴木信）
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（2） 遺物

本年度は良好な状態で包含層が残されていたことから木製品・樹皮製品・繊維製品の質・量とも昨

年度の調査以上に豊富となっている。遺物の内容は、先述の遺構同様に低湿部内において生活が営ま

れていたことを示し、 これまで推測されていた遺跡の性格を補強するものであった。

遺物名称は、基本的に｢アイヌの民具」 （萱野1978年)および一般的な和名を使用し、他に形態や

用途をある程度考慮した独自の造語を使用している。アイヌ民具の可能性があるものには「アイヌの

民具」のアイヌ語名称を（ ）内に片仮名で付している。 しかし、現状では民俗学や言語学における

地域を考慮した系統的なものでないことから、不備や誤認が多々あると思われる。今後の遺物名称お

よび分類については、平成4年度出土遺物の整理と合わせて再検討すべきと考えている。 これまでに

報告した遺物等について、先学諸氏のご指導、 ご助言頂ければ幸いである。

平成元年度から3年度まで出土した遺物には次のようなものがある。

建築･土木材：受部のある柱、桁、母屋、垂木、杭、木組材、建材、板材、角材、丸木材、半割材、

偏割材、 カスカイ、釘等。

交通具：板綴舟（イタオマチプ）舷側板、祖印（イトクパ）の刻まれた擢受軸部（タカマ)、車擢（カ

ンチ)、早擢（アッサプ･サツカイ)、 メカジキ（シリカプ）の線刻画が描かれた早擢、 イトクパの刻まれ

た擢握部、舟のあか汲み（ワッカケプ）等。

運搬具：背負縄（タラ）あるいはおぶり紐（イエオマプ）等。

漁携具：魚突鉤台部（マレブニピヒ)、回転式離頭錐（キテ）の中柄（ラシュパ）・柄（オブ） ・手掛

部（オプケシ)、 ヤス、魚叩き棒（イサパキクニ）等。

狩猟具：弓（ク)、仕掛弓台（クワリ）、矢中柄（マカニッ） ・矢柄（アイスプ） ・矢筈（アイチャシ)、

矢筒（イカヨブ）の翼部分、打棒（カンニ）等。

農耕具：鍬（トンカ）の風呂部、鉤型の木鍬（ニシッタプ）等。

住用具：炉鉤（スワッ)、 ピン（シンニヌプ）等。

加工具・道具類：縦槌、横槌（トゥチ)、模（センピ)、 ピン類、織物の糸締め具（ペラ)、木製作業

台、砥石（ルイ)、錘石（ピッ）、台石等。

切裁具：小刀（マキリ）の柄、 アイヌ文様の彫刻付きの山刀（タシロ)、山刀の鞘帯執部、 シラカバ

樹皮製の鞘（ケペシペ）等。

調理・食用具：箸（イペパスイ)、串（イマニッ）類、杓子（カスプ)、箆、団子箆（シトペラ)、内

耳鉄鍋（ス）等、碗・皿・播鉢等の陶磁器類。

容器類：漆塗椀（イタンキ)、鉢（ニマ)、盆（イタ)、膳（オッチヶ)、曲物、桶･樽などの側板･蓋・

底、樽の栓等。

燈火・暖房用具： ヒキリ板、 ヒキリギネ、火口入れの蓋？、火打石（カラスマ)、先の焼けた燈火用

シラカバ樹皮巻（チノイェタッ）、焚付用のシラカバ樹皮、燈火用樹皮挟木（スネニ)、薪の燃尻（アペ

ケシ）および炭化材、燈明皿、石製火皿等。

喫煙具：煙管（キセリ）雁首・吸口等。

結束具：撚紐・縄類、組紐、挿入式や結束式の細帯状樹皮等。

祭祀具：上部に逆削り痕や連続する切り込みのある木幣（イナウ）のような棒状製品、捧酒箸（ト

ゥキパスイ)、花矢（ヘペレアイ)、宝刀（イコロ）のミニチュア、篦のミニチュア等。

着用具：緒締・根付、下駄等。

装飾品：彫刻のある飾り板、 ガラス玉、琉珀玉等。
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銭貨：天禧通宝（北宋1017年)、景祐元宝（北宋1034年)、嘉祐通宝（北宋1056年)、元豊通
宝（北宋1078年)、洪武通宝（明 1368年）等。

その他：木端、切片、枝切痕、炭化材、樹皮片、動物遣存体、植物遣存体、昆虫遺体等。

当遺跡では各種形態の權、擢軸受部、あか汲み等の舟具が多数出土している。舟は交通具であるた
め採集地＝製作地とは考えにくいが、河川。湖沼・湿地などの環境によって擢等の推進具に形態差が
あったと推定される。 ここで擢について若干述べる。

本遺跡出土の各種の擢はTa-b層(1667降灰）とTa-a層(1739降灰）に挾まれたO黒層から出
土したものである。形態は早擢(サツカイ、アッサプ、アシナプ、アシナップ、アシナッポ等地域によっ
てアイヌ語名称が異なる） と車擢（カンチ）の2種に大きく分けられる。

早擢は直接手で水を掻くパドルのような形態のものである。早權は水掻部の肩の張出したカナディ

アンカヌーのパドルような形態のものと明確な肩を持たない細長い水掻部の櫓や舵に似た形態のもの

に分けられる。通常は柄末端部に握部が装着されていたようであり、挿入された柄や目釘の残る「T」
字形や｢Y｣字形の擢握部が出土している。出土した完形の早擢の柄部は長く、高い舷側板の舟に使用
されていた可能性がある。

なお、早權水掻部にアイウシ文やメカジキ（シリカプ）の線刻画の描かれたものは、 アイヌ民族資料

には皆無である。 メカジキの吻骨は回転式離頭鈷先の素材にもなり、 アイヌのメカジキ漁に深く関係

する擢と考えられる。 この擢は水上交通および漁携活動に伴う精神生活の検討に欠かせない重要な遺

物である。アイヌにとってメカジキは海の神様（レプン・カムイ）であり、数篇の神謡が残されてい

る。メカジキは7月から11月にかけて胆振から日高沿岸を回遊し、噴火湾沿岸の白老から幌別沖が好

漁場であったとされる。通常は漁場に向かうまでは車擢で漕ぐが、 メカジキを発見すると早權に変え

たらしい。それは、車擢の場合では漕ぐときに波音が立つため、その音でメカジキが逃げてしまうか

らであったと言われる。 メカジキの肉は普通煮て食べるが、薄く切って乾燥させ保存食としたり、眼

玉の皮や背椎の髄などを鉈でたたいて、 これに眼玉の汁とアイヌネギを混ぜ合わせたチタタップとい
う料理が特に珍重されたらしい。

車擢には軸差込孔があり、擢受軸（タカマチ）に差込んでオールのように漕ぐタイプ．のものである。

軸差込孔の周辺はやや太く、孔は水の抵抗と回転運動のため楕円形に摩耗している。車權はすべて柄

から軸差込孔にかけての部分や軸差込孔の周辺部の破片であり完形のものはない。軸差込孔が2か所

穿孔されているものは､水の抵抗や水面の高さに合わせて回転軸の長さを変えるための構造であろう。
車擢の出土は、 この地点まで板綴舟が往来していたことを示すものである。

早擢・車擢、擢握部、擢受軸部の樹種はモクレン属が多く、サクラ属、 コナラ属ハリギリ属、 カ

エデ属、ハンノキ属、 トネリコ属、 スギ属、モミ属等の樹種がある。早擢には握部と擢本体の樹種が

異なるものもある。權・擢握部･擢受軸部にイトクパが刻まれているものは、 アイヌの丸木舟や板綴舟

の舟具であり、本州や道南の黒松内以南に自生が限られるスギ属のものは、 アイヌの板綴舟を模倣し

た松前藩の縄綴舟や和舟の舟具であった可能性を考慮する必要がある。

アイヌの舟や擢については蝦夷拾遺（山口高品 1786年)、蝦夷島奇観（村上嶋之丞1799年)、蝦

夷器具図式（谷元旦1799年)、蝦夷生計図説（村上貞助 1823年）等に写生や風俗画として詳細
に記録されている。アイヌの丸木舟、舟の雛形・模型は各地の博物館、資料館に多数収蔵されてお

り、特に雛形や模型は舟の細部構造・擢等を詳細に復元したものが多い。 しかし、他の民具資料同様

に採集年代は明治時代以後であり、多くのものは採集地や採集年代が不明である。また、 アイヌの丸
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木舟に関する研究は少ないが、堀江敏夫氏（1971年）や犬飼哲夫（1969年）の論文に詳しい。しかし、
擢そのものにはあまり触れられていない。出土舟には、苫小牧市沼ノ端勇払川（苫小牧市教育委員会
1966年)で発見された5艘の丸木舟や千歳市ママチ川出土のものがある｡苫小牧市出土のものはTa-
b層から発見されたものであり、本遺跡の擢の年代に近い資料である。また、そのうちの2艇は舷側に
穿孔された孔が連なる板綴舟であった。他の艇から発見された棹や擢の端には本遺跡同様にイトクパ
が刻まれており、擢の長さや幅も本遺跡のものに近く興味深い資料である。

權や舟用具は「ユウフツ越」等の原形となる交通の拠点としての舟着場の存在を示すものである。
メカジキの線刻画の描かれた擢、回転式離頭銘などの漁携具は内陸のアイヌの漁猟基地的性格を推測
させ、河川．湖沼。海上での漁猟活動や他地域との交易が盛んであったことを示す貴重な遺物である。
メカジキ等の漁携期や海獣猟期にはここから太平洋に舟出したり、往来する和人に舟を誹え行程の道
案内や荷役を行っていたのであろうか。交通利便地という立地条件や多種多様な遺物から、 アイヌ対
アイヌ、 アイヌ対和人との交易拠点的な性格を持っていたとも推測でき、今後は北方地域との物質文
化の関わりについても考慮する必要があろう。今後の調査ではアイヌ独自の生活用具、和人との交易
による生活用具、和人の生活用具またはそれらの再加工品、北方との交易品等にできる限り遺物を整

理し、複雑に絡み合った当遺跡の性格を検討する必要がある。 また、 アイヌ独自の生活用具について

は､製品の形態や樹種選択等および製品に付されたイトクパを比較検討し、他地域のアイヌとの関わり

や当時のイオル（生活・狩漁領域）の概念を再検討する必要がある。 （田口 尚）
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